
		
			
					
					　
					
	目次

							
							第一章　わたくしとおかしな平民
						

							
							幕間・ドル＝フランソワ（ドル＝フランソワ）
						

							
							第二章　わたくしと生意気なメイド
						

							
							第三章　わたくしと弁えた平民
						

							
							幕間・ドル＝フランソワ様という方（ミシャ＝ユール）
						

							
							幕間・禁断（ランバート＝オルソー）
						

							
							あとがき
						

					

				

			

		
		
			
					
					本文
				

					
					目次
				

			

		
	
            


            


    

    Ｋｉｎｄｌｅ版購入特典


    　

    　

  


    
        
            第一章　わたくしとおかしな平民

            　

            　

            「平民風情がわたくしと机を並べようなんて、身の程を知りなさい！」

            　わたくしに叱責されて、その平民はきょとんとした顔をしました。まるで状況が分かっていないかのように、キョロキョロと辺りを見回してから、再びわたくしのことを見ます。このわたくしを前にして、何たる無礼。わたくしは苛立ちを抑えるのに必死でした。

            　わたくしの名前はクレア＝フランソワ。由緒正しいバウアー王国貴族の令嬢ですわ。父親は財務大臣ドル＝フランソワ。国庫を預かる我がフランソワ家は、この国において王室、宰相に継ぐナンバースリーとも言うべき名門中の名門ですの。

            　当然、わたくしが通う学校も普通の学校ではありません。バウアー王国王立学院――限られたエリートだけが通うこの学校は、今ひとつの危機を迎えています。それがこの、目の前にいる平民たちです。

            「あ。クレア……？」

            「まあ！　このわたくしの名前を呼び捨てにするなんて！」

            　貴族の……それもこの国の頂点に限りなく近い身分であるこのわたくしの名前を、平民風情が呼び捨てにするなど許されることではありません。わたくしの非難に、友人のピピとロレッタも柳りゆう眉びを逆立てています。

            　平民はまだ状況を飲み込めていないのか、わたくしに視線を向けると、

            「クレア様」

            　とようやく平民らしく口の利き方を改めました。まったく……同じ学び舎に通うとなると、口の利き方すら生意気になるものなのですわね。これだから平民は。

            「そうそう。平民はそうやって尊称をつけるものですのよ」

            「私の名前を覚えていらっしゃいますか？」

            　まるで確認するかのような問い。本来であれば平民の名前などいちいち覚えてなどいられません。ですが、わたくしの記憶力を侮られるのも癪しやくというもの。わたくしは嘲あざけりを込めて言い返しました。出席確認の際に呼ばれたこの平民の名前は確か――。

            「馬鹿にしてらっしゃるの？　レイ＝テイラー」

            　そう、レイ＝テイラー。彼女は今年度の外部入学生の首席です。能力ありと認められ、平民の分際でこの伝統ある王立学院に紛れ込んだ異分子。

            　先述の通り、王立学院は代々貴族の子女が通って来た由緒あるエリート校なのです。ただ貴族であるというだけではだめで、厳しい試験を経て選ばれたエリート中のエリートたちのみしか入学を許されませんでしたの。それなのに、現国王ロセイユ陛下は「能力主義」政策の名の下に、一部の平民を受け入れ始めてしまったのです。平民などが貴族であるわたくしたちと机を並べて学ぶなど言語道断ですわ。ここは財務卿の娘たるわたくしが、学院の秩序を保ちませんと。

            　わたくしは目の前の平民に重ねて苦言を呈そうとしたのですが、

            「やったぜ！」

            　と、なぜかこの平民は嬉しそうなのでした。罵倒されているはずなのに、おかしな人ですわね。

            「突然、脈絡のないことを言わないで下さる？　それに下賤な言葉使いですわね。これだから平民は……」

            　このように、会話中の言葉使い一つ取っても、貴族と平民の間には大きな差があるのです。平民などが通うようになれば、王立学院の権威が失墜してしまいますわ。

            「国王陛下は尊敬していますけれど、陛下のこの政策にだけは同意できませんわ」

            「仰る通りです、クレア様」

            「ええ、ええ！」

            　友人のピピとロレッタも、わたくしの言葉に賛同してくれているようです。ここは貴族の園。平民がいていい場所ではないのです。

            　手始めに、この首席入学者だという平民をどうにかすれば、他の平民たちも分を弁えるでしょう。そう思ったわたくしは、さらに目の前の平民をなじろうとしたのですが、

            「クレア様」

            　と、名前を呼ばれました。

            「何ですの？　平民風情が気安く声をかけないで頂きたいのですけれど」

            　すげなく言ったわたくしの言葉に対して、彼女が返してきた一言は私の理解を超えていました。

            「好きです」

            「……は？」

            　今、この平民は何と言いましたの？　すき？　隙、鋤、漉き……どれも文脈には合いませんわね？　……え、まさか？　まさかそういう意味ではありませんわよね……？

            「クレア様、私はクレア様が大好きです」

            「な……、ななな……!?」

            　この平民、何を言い出すんですの!?　これだけ高圧的に接されているのに、言うに事欠いてわたくしの事が好きですって!?

            「あなた何を仰っていますの!?」

            「何って……単にクレア様が大好きなだけですけど」

            　彼女の顔には不思議そうな表情すら浮かんでいます。悪意の欠片もありません。ですが、まさか言葉面通りにわたくしのことが好きだなんてことはあるはずもありません。これはどういうことかしら。

            　わたくしは少し考えて、ある可能性に思い当たりました。なるほど、そういうことですのね。

            「ふ……ふん、平民風情がわたくしに取り入ろうと？　無駄ですわよ。わたくしは平民なんかに少しも心を許したりしませんから」

            　昔からわたくしの周りには、わたくしの家柄におもねって取り入ろうとする者が後を絶ちません。どうせこの者も、そのご多分に漏れないのでしょう。わたくしはぷいっと顔を背けました。

            「……可愛いなあ」

            　な、なんですって!?

            「な……、ななな……！」

            　容姿を褒められることには慣れていますけれど、わたくしを褒める者は大抵、綺麗とか美しいとかそういった美辞麗句を並べるのが普通です。可愛いなんて、そんな言い方をされたのは何年ぶりでしょう。いえ、問題はそうではなく、彼女も私も同性同士ですわ。それなのに、彼女はまるで異性に求愛するかのような口ぶりなのです。

            「あなた……もしかしてそっちの道の人ですの？」

            　小説や戯曲の中には、女性を好む女性というものがしばしば登場します。そういう女性は大抵色を好み、性にだらしないことが多いものです。彼女にも、何かそういった雰囲気を感じないこともありません。

            「いえ、そういうわけでは……あるとかないとかなのですが、それはそれとしてクレア様が可愛くて」

            「ひっ!?」

            　決まりですわ。この平民はそういう変態なんですわ。汚らわしい！

            「クレア様は私のこと嫌いですよね？」

            「あ、当たり前ですわ！」

            　好きになる要素が欠片も見当たりませんわよ！

            「それでいいです。どんどんいじめて下さい。ばっちこいです」

            「な……なんですの、この人……」

            　ワケが分かりませんわ。わたくしのことを好きと言っているのに、嫌われていても良くて、いじめられることを求めている――理解不能ですわ。目の前の平民は間違いなく人間のはずですが、わたくしは何か知らない生き物を見るような目で彼女を見ました。

            「さあ、楽しい楽しい学院生活の始まりですね、クレア様！　一緒にめいっぱい楽しみましょう！」

            「なんでわたくしがあなたに巻き込まれる前提で話が進んでますの!?」

            　この時、わたくしはつゆほども思っていませんでした。この憎たらしくて生意気な平民が、わたくしの生涯におけるパートナーになるなんていうことは。

            　

            　

            　◆◇◆◇◆

            　

            　

            「なんなんでしょう、あの平民」

            「本当ですよ。クレア様のような高貴な方にあんな気安く……」

            　ここは学院の中にある東屋です。学院の中にはいくつかこういう場所があり、学生たちが思い思いの時間を過ごせるようになっています。わたくしとピピ、そしてロレッタの三人は、中庭の中央にあるこの東屋でよくお茶をしているのでした。

            　ピピは財界に太いパイプを持つバルリエ家の令嬢で、ピンクがかった茶色いミディアムロングの髪に白い肌をした可愛らしい娘。ロレッタは武の名門クグレット家の令嬢で、黒色のショートカットをした少しボーイッシュな娘です。二人ともわたくしの友人で、学院に入ってからも行動を共にすることが多いのです。

            　お茶会には様々なお菓子が並びますが、一番の肴は何と言ってもお喋りです。遠い西国から取り寄せた紅茶と、国内有数の食料品店であるブルーメの菓子を食べながら話すのは、あのおかしな平民のこと。

            「クレア様、いいんですか？　あんな風に言われたままで」

            「そうですよ。このままじゃ学院の秩序が乱れます」

            　二人の言わんとすることはわたくしもよく分かっています。貴族のトップたるこのわたくしが平民に侮られると言うことは、この国の貴族全体が侮られるということに他なりません。そんなことがあってはならないのです。

            「おーっほっほ！　安心なさいなロレッタ、ピピ」

            　わたくしは二人を安心させるよう、力強く笑って見せました。

            「あんな平民の一人や二人、すぐに追い出して見せますわ」

            　そう。簡単なことなのです。いくら変わっていようと所詮は人の子。少しいじめてやれば、居場所を失って学園を去るはず。弱い者いじめはあまり好きではありませんが、これは秩序のためですもの。

            「さすがクレア様。頼もしいです！」

            「それでそれで？　どんな風にしてあの者を追い出すんですか？」

            「そうですわね……」

            　貴族の間でも、誰かをいじめたり、誰かにいじめられたりというのはよく聞く話です。けれど、貴族の頂点の家に生まれたわたくしは、ついぞそういうものとは無縁に育って来ました。困ったことに、具体的にどういじめたらいいのか分からなかったのでした。

            「参考までに、ピピとロレッタならどう攻めますの？」

            「私ですか？　私なら……そうですね、上履きにガラス片を仕込みますかね？」

            「が、ガラス!?」

            　え、ガラスってあのガラスですわよね？　そんなことをして、万一相手が気付かずに履いてしまったら、大変なことになりませんこと？　冗談ですわよね？　ピピはそんな怖い子じゃありませんわよね？

            「そ、そう……。ろ、ロレッタはどうですの？」

            「私なら……制服に火でもつけてやるかもしれません」

            「火!?」

            　そんなことをしたら大やけどでしょう。どうしましょう。貴族の間のいじめって、いつの間にかそんなにエスカレートしていたんですの？　風紀委員は何をしているんですのよ。

            「でも、クレア様のことだからこんな生ぬるいものじゃありませんよね？」

            「クレア様があの者をどうやって追い詰めるのか、ぜひうかがいたいですわ！」

            　なぜかハイテンションになっている二人が、わたくしは少し怖くてよ？　とはいえ、このまま二人に乗せられてしまえば、いじめなどという表現では誤魔化せないような惨事になりそうです。何かいい手を考えなくては……。

            　……そうですわ。

            「ピピもロレッタも甘いですわね。過激に攻めるだけがいじめじゃありませんのよ？」

            「と、仰ると？」

            「ごくり」

            　わたくしの言葉に、二人は目を輝かせています。だからどうして期待に満ちあふれた顔をしてますのよ。この二人の知らなくていい一面を知ってしまったようで、わたくしちょっと引いてますわよ？

            「まずは……後ろから突き飛ばしますわ」

            「階段からですか!?」

            「ベランダからですよね!?」

            　ねぇ……、ちょっと落ち着きなさいな、あなた方。というか、あなた方の中のわたくしのイメージはどうなっているんですのよ。

            「その次は……踏みます」

            「ピンヒールでですか!?」

            「顔をですよね!?」

            　ピンヒールで顔なんて踏んだら、骨折ものですわよ!?　当たり所が悪ければ命に関わりますわ!?

            「そして教科書を……」

            「切り刻む!?」

            「いえ、燃やすんですね!?」

            　そんなことしたら貴重な紙が無駄になるでしょう!?　全ての資源は神からの授かり物ですのよ!?

            「さらに彼女を一人にして……」

            「監禁ですか!?」

            「クレア様、鬼畜ー！」

            　鬼畜なのはあなた方二人ですわよ!?　わたくし、友だち選びを間違えたかしら……。

            「み、水を……」

            「一切、飲ませないんですね!?」

            「あまつさえ目の前で優雅にティータイムを！」

            　そんな殺伐としたティータイムいやですわよ!?　ピピとロレッタが、なんだか遠い国の住人に思えて来ました。

            「机の上に花瓶を……」

            「置いて割った所に顔を!?」

            「押しつけて!?」

            　どんなバイオレンスですのよそれ!?　相手は平民とは言え、女性の顔をなんだと思っていらっしゃるの!?

            「……さすがはクレア様……」

            「……私たちなど遠く及びません……」

            「そ、そうかしら……」

            　わたくしはあなた方がちょっと怖くなりましたわ。今は落ち着いていますけれど、さっきのテンションはどこかあの平民に近いものがありましたわよ？　このお茶とお菓子、何か変なもの混ぜられてませんわよね？　そういえばお酒の入ったお菓子もありましたけれど……。もしかして？

            「ま、まあ……具体的な内容はともかく、わたくしに任せておけば大丈夫ですわ。あの平民はほどなく学院から姿を消すことになるでしょう」

            　わたくしは落ち着きを取り戻しつつ、カップを傾けました。

            「私たちも協力しますね！」

            「ええ、もちろん！」

            　二人はそう言ったのだけれど、

            「なりませんわ！」

            「クレア様……」

            「どうしてですか……？」

            　わたくしは二人の助力を拒絶しました。

            「あなたたちの手を汚させはしません。わたくしが手ずから、必ずあの平民を屈服させて見せますわ！」

            　そう。あの者が一人でわたくしに向かってくるのなら、わたくしとて誰かの力を借りるわけにはいきません。あの平民はわたくしの手で引導を渡さねば。

            「さすがです、クレア様」

            「ピピはますますクレア様を尊敬いたします」

            　二人が心酔したかのような視線を向けて来ました。二人はどうも思い込みが強い所があるので、何を考えているのか心配ですわ。

            「いいですわね、ピピ、ロレッタ。あなた方は手出し無用ですわよ？　よろしくて？」

            「はい！」

            「クレア様の手腕を拝見いたします！」

            　こうして、あの生意気な平民をいじめる計画は進んでいきました。でも、夕食の時間までを費やした全ての案が、あの平民にとってはただのご褒美にしかならないことが後日判明するのでした。

            　

            　

            　◆◇◆◇◆

            　

            　

            「お久しぶりですわね、ミシャ」

            「はい？　これは……クレア様、ごきげんよう」

            　わたくしが声をかけると、その少女は恭しく礼を取り頭を下げました。今はピピとロレッタは側にいません。彼女を見かけたので、二人を置いてこっそり抜け出して来たのです。これからする話を聞かれたくはなかったから。

            　久々に会った銀糸の髪に赤い目をした美しい女性――ミシャ＝ユールは、昔と変わらず澄ました顔でわたくしを見ました。温度のない視線からは、何の感情も読み取れません。

            「そんなにかしこまらなくてもよくってよ。入学おめでとうございますわ、ミシャ。今は平民とはいえ、あなたの家は元々格式ある貴族の家柄。そこらのただの平民とは違いますわ」

            「恐縮です。ですが、何事にもけじめは必要ですので」

            　そう言ってあくまでも貴族に対する平民としての態度を崩さないミシャは、相変わらずだなとわたくしは思いました。ミシャの実家であるユール元侯爵家は、王国内の土地や建物を管轄する役職にあった名門貴族でした。王室とも距離が近く、特に第三王子のユー様とは家族ぐるみの付き合いがあったと聞いています。ユール家は代々堅実で真面目な者が多く、ミシャもそのご多分に漏れずよく言えば誠実、悪く言えば少し堅物な女性なのでした。

            「そう。ならそうさせていただきますわ。でも、ご実家のことは残念でしたわね」

            「仕方のないことです。権力争いは貴族の常。敗者はただ消え去るのみです」

            　強がりではなく、ただただ事実を受け止めているといった様子でミシャは語ります。その顔には後悔も恨み節も全く浮かんでいません。こういう潔さにも、やはりユール家の人間なのだなと思わされます。

            　バウアーの王侯貴族には、大きく分けて四つの巨大勢力があります。

            　一つは王家。言うまでもない、この国の最高権力者たちです。王国を王国たらしめている彼らは、もう二千年近くこの国の頂点に君臨し続けています。ただ、長きに渡る歴史の中で、その内実に変化があることも否めません。王家は実質的な権力というよりその権威に価値があります。財力や政治力においては、王家を超える貴族が既に出始めているのです。

            　その一つがわたくしの家であるフランソワ公爵家であり、二つ目の巨大勢力です。長きに渡り財務卿を務めてきた我がフランソワ家は、今や財力においても政治力においても、王家をしのぐ勢いがあります。こと政治力においては宰相であるサーラス＝リリウム様が率いる一派に一歩劣るものの、財力に関しては他の追随を許しません。財務卿という国の金庫を握っているフランソワ家に睨まれれば、どんな貴族も生きてはいけません。もちろん、わたくしのお父様であるドル＝フランソワは、そんな私情で権力を振るうことはありませんが。

            　三つ目の勢力は宰相サーラス＝リリウム様の一派。一派でありリリウム家と表現しないのは、サーラス様のご実家自体はさほど力を持っていないからです。サーラス様の家は元々それほど家格の高くない下級貴族でした。彼は己の能力だけで出世街道を突き進み、一代で王国宰相の地位を手にしたのです。財力こそフランソワ家に大きく劣るものの、政治力は突出しています。元王家が進めている各種の政策も、彼なしには立ちゆかないというのが、貴族の間の暗黙の了解でした。サーラス様を始めとする一派は、彼のカリスマ的な政治力でまとまっている派閥と言えるでしょう。

            　そして最後の一つがアシャール侯爵家です。アシャール侯爵家は王家に継ぐ歴史を持つ古い家柄で、その家格は実際の爵位以上のものがあります。数代前の当主が政治的な駆け引きで我がフランソワ家に敗れ、今でこそ侯爵の地位にあるものの、それまではフランソワ家と同じ公爵でした。

            　貴族には権威と歴史が必要不可欠です。その点において、アシャール家は名門中の名門。現国王ロセイユ陛下の能力主義政策に、最も強硬に反対しているのがこの一派です。彼らは古き良き貴族政治をよしとする保守派であり、尖った特徴こそないものの、安定した権勢を誇っています。

            　前置きが長くなりましたわね。ミシャの実家であるユール家は、そのアシャール家との政争に敗れたのです。ユール家は今挙げたどの派閥にも属さない中立派だったのですが、アシャール家の派閥に目をつけられて取り潰されてしまいました。アシャール家の目的はユール家の持っていた王家とのパイプだったと噂されていますが、真偽の程は定かではありません。

            「ところでクレア様。私にお声を掛けられたのは、何が御用向きがあったのではありませんか？」

            「そうそう、そうでしたわ！」

            　忘れるところでしたわ。

            「あなたのルームメイトのことですわよ！」

            「レイですか？　彼女が何か？」

            「何か、じゃありませんわよ！　なんですのあの平民は！　口を開けば戯言ばかり。あんな失礼な輩は見たこともありませんわ！」

            「え……？　それは……失礼致しました」

            　ミシャは少し戸惑うような様子を見せつつも、頭を下げて見せました。そして、

            「参考までにうかがいたいのですが、レイはクレア様にどんな失礼なことを……？」

            「そ、それは……！」

            　飽くまで冷静に問いかけてくるミシャに対し、わたくしは口ごもってしまいました。あの平民が言ったことは……言ったことは……。

            「わたくしのことがその……す、す……好きだとかなんとか……」

            「え？　よく聞こえませんでした。何と？」

            「だ、だから……」

            「はい」

            　どうしてわたくしがこんなことで困り果てなければなりませんの。あんな破廉恥なセリフの数々、高貴なわたくしの口から言えませんわよ！

            「それもこれもみんなあの平民が……！」

            「クレア様？」

            「とにかく！　あの平民にもっと貴族に対する敬意と礼儀を覚えさせなさい！」

            「レイは普通に礼儀作法は弁えている子だと思いますが」

            「どこがですの!?　失礼を煮詰めて固めたような人じゃないですの！」

            「……レイがですか？」

            　ミシャは首をひねっています。おかしいですわ。わたくしとミシャの間で、あの平民に対する認識が大きく食い違っているように思えます。

            「参考までにうかがいますけれど、あなたから見たあの平民というのは、どんな人ですの？」

            「そうですね。なんというか……普通ですね」

            「普通!?　あれがですの!?」

            「ええ。クレア様がレイのどこに腹を立てていらっしゃるのかは分かりませんが、レイは本当に目立たない普通の子ですよ」

            　わたくしは目眩がしてきました。あれが、普通。ひょっとして、わたくしが知らなかっただけで、平民というのは皆あんな感じなんですの？　バウアーの未来が心配ですわ。

            「性格は穏やかな子ですが、特別変わっているということもないですね。ああ、でも、学問はよく出来ます」

            「特別変わっていない……あれが……あれが……」

            　平民とは恐ろしいものですわ。やはり貴族が上に立って導かねば、この国は破滅してしまいます。

            「クレア様から見たレイはどんな子でした？」

            「変態ですわ」

            「は？」

            「だから！　変態ですわよ！　何ですのあれは！　己の分も弁えず、このわたくしに言い寄るなど、正気の沙汰ではありませんわ！　大体、わたくしもあの平民も同性ですのよ!?」

            「言い寄った？　レイがですか？」

            「そうですわよ！　もちろん、からかっているだけでしょうけれど、あんな冗談笑えませんわよ！」

            「……」

            　わたくしがまくしたてると、ミシャは首をひねった。

            「どうしましたのよ？」

            「いえ、どうもクレア様が見たのは別人であるような気がしてきまして」

            「間違うはずがありませんわ。ミディアムボブの黒髪に黒目、背はわたくしより少し高いくらいで、スタイルは貧相なあの平民ですわよ？」

            「よく見てますね」

            「あのインパクトで忘れられるはずがありませんわよ!?」

            「そうですか」

            　そう言うと、ミシャはくすくすと笑い始めました。

            「ちょっと、ミシャ。何がおかしいんですのよ」

            「失礼しました。でも、クレア様、少し楽しそうです」

            「楽しそう!?　わたくしが!?」

            「ええ」

            　ミシャは薄く笑いながら続けました。

            「クレア様はいつも貴族らしく優雅な笑みを湛たたえることを忘れない方ですが、それは飽くまで上辺だけ。本当に笑うのは、ピピ様やロレッタ様のように、気を許した特別な相手の前だけでいらっしゃいますよね？」

            「そんなことは……」

            　ない、とは言い切れない。

            「そんなクレア様が、こんな風に感情を露わになさるなんて。レイはよほどクレア様に気に入られたと見えます」

            「誤解！　完っっっ全に誤解ですわ!?」

            　あのような者に気を許した!?　このわたくしが!?

            「わたくしはただ、あの平民があまりにも失礼だから、ルームメイトであるあなたに注意をしようと――」

            「ええ、それは承りました。厳しく言っておきます。でも、クレア様。ひょっとすると、レイがそんななのは、クレア様の前でだけかもしれません」

            「わたくしに対してだけ……？」

            「はい。レイにとっても、クレア様は何か特別な方なのかもしれません」

            　わたくしが……特別……？

            「と、とにかく、わたくしは言いましたからね！　今度、あの平民が今日のような妄言を吐いたら、ただじゃおきませんわよ！」

            「かしこまりました。よく言って聞かせます」

            「頼みましたわよ！　ごきげんよう！」

            　わたくしはミシャの元を離れました。

            「あ、クレア様。どこ行っていらしたんですか？」

            「お姿が見えないので、心配していました」

            「ごめんなさいね、ピピ、ロレッタ。何でもないんですのよ」

            　二人と合流して、いつもの東屋でお茶にする。古くからの信頼出来る使用人であるレーネが淹れてくれる紅茶は今日も美味しい。

            　でも。

            「わたくしが……特別……」

            　ミシャの言葉がどうしてか耳から離れません。平民に好かれても嬉しくなんてありません。嬉しくない、はずなのに。

            　どうしてだか、あの者の脳天気な笑顔が頭から離れないのでした。

            　

            　

            　◆◇◆◇◆

            　

            　

            「ごきげんよう、クレア様！」

            　講義室で今日の講義の予習をしていると、あの平民がなれなれしく声を掛けてきました。わたくしがうんざりした顔をしたのを見て取ったのか、ロレッタが平民の行く手を阻みました。

            「気安く話しかけないでくれる？　私たちはあなたとは住む世界が違うの。ねえクレア様？」

            　ロレッタは意地の悪い声でそう言いました。彼女は別にいじめっ子というわけではないのですが、わたくしと同じく身分や秩序には潔癖なところのある子です。

            「あー。あなたたちみたいな取り巻きに用はないんだ。私はクレア様に言ってるの。はい、クレア様、ごきげんよう？」

            「なっ!?　無礼な！　私を誰だと思ってるの。フランソワ家に代々仕えるクグレット家の――」

            「だから取り巻きでしょう？」

            「ク、クレア様ぁ……」

            　ロレッタが泣きべそをかいて戻ってきます。彼女のような純粋な貴族には、この平民のように無礼な相手は難しいかも知れません。

            「この平民……。調子に乗らないで下さる？　あなたなんかにかける言葉などなくってよ。だいたい、ごきげんようはお別れの挨拶として使うもので――」

            　最近、王国では貴族の間でも言葉の乱れが目立ちます。平民が使うような下げ賤せんな言い回しをする者が増え、わたくしはそれを憂ゆう慮りよしているのでした。本来、このような基礎的な教養を平民に説くのはわたくしの仕事ではないのですが、このまま放置していては学院の風紀に関わります。わたくしは仕方なく、平民に正しいバウアー語を教えました。

            「そして結局、声をかけちゃうし、用法まで丁寧に教えてくれちゃうクレア様なのでした。好きです」

            　ま、また好きとか世迷い言を！

            「う、うるさいですわね！　あなた、わたくしをおちょくっていますの!?」

            「はい！」

            「全力で肯定!?」

            　やっぱりからかっているだけじゃないですのよ！

            「暴走するんじゃないわよ、レイ。おはようございます、クレア様」

            　親猫が子猫の首の後ろを噛むように、平民の襟首を掴んだのはミシャでした。わたくしは少し安堵します。常識人の彼女なら、この平民の手綱を上手いこと握ってくれるでしょう。

            「離してよ、ミシャ。今、クレア様で遊んでる所なんだから」

            「せめて『と』になりませんの!?」

            　わたくしで遊ぶって何ですのよ！　いえ、別にこんな相手と遊びたくなんてないですけれど。

            「だからそれくらいにしときなさいって」

            　ミシャが平民の頭を叩いた。もっとおやりなさい、ミシャ。

            「ミシャ……あなた、飼い猫の躾くらいきちんとなさいな」

            「クレア様、レイは別に私のペットじゃないんですが」

            「むしろ、クレア様に飼われたいです」

            「あなたはちょっと黙ってて下さる!?」

            　この者がいると話が全く進みませんわ!?　どうしてこんなにふざけ倒すことが出来るんですのよ。しかも、高位貴族たるこのわたくしの前で。

            「クレア様、朝から元気ないですよ？　元気だして行きましょう」

            「誰のせいだと思ってますの!?　いいからあっちへ行って！」

            「えー」

            　しっしと追い払う仕草をしても、平民はどこ吹く風。ええい、鬱陶しい。

            「朝から面白いことしてるね」

            　柔らかいテノールが響いたのはそんな時でした。

            「ユー様……」

            「おはよう、クレア。キミが取り乱すところなんて久しぶりに見たよ」

            　くすくすとおかしげに笑うのは、この国の第三王子であるユー＝バウアー様でした。柔らかいくせっ毛の金髪と朗らで優しげな笑顔は、まさに王家に相応しい品格を兼ね備えています。それでいて気取ったところがなく気さくな方でもあり、女性からの人気が非常に高い方です。

            　そんなユー様に醜態を見られたことで、わたくしは少し焦りました。これは弁解が必要ですわ。

            「ユー様、これは違うんですのよ！　この平み……レイさんが礼を失した行動をするので、注意していた所ですの」

            「そうなのかい？」

            　ユー様は平民に水を向けました。

            「いいえ。礼を失するどころか、愛を込めていました」

            「あなた何を言ってますの!?」

            「あはは」

            　平民はわたくしに対してだけでなく、あろうことかユー様の前でまで妄言を吐きました。王族の前で、平民がですわよ!?

            　流石のユー様も気分を害するかと思いきや、彼はむしろより一層平民に興味を示して、

            「レイ＝テイラーだっけ。確か今年度の首席入学者だね。勉強ばかりの子かと思ったら、なかなか面白い子だ」

            　と、優しく笑いかけるのでした。ああ、笑顔の無駄遣いですわ。

            「それはどうも」

            　貴族の女性たちを虜にするユー様の笑顔なのに、平民は嬉しそうにもしません。それどころか、その態度はどこか素っ気なくすら思えます。

            「レイ、失礼よ。おはようございます、ユー様」

            　ミシャはレイを軽く窘めると、ユー様に挨拶をしました。

            「ミシャか。おはよう」

            　ミシャに気づくと、ユー様は親しげに挨拶を返しました。ユー様は誰にでも分け隔てなく優しい方ですが、その中でもミシャは特別なのです。ユー様とミシャは幼なじみだからです。彼女の家が没落する前はかなり親しい仲で、幼い頃にミシャはユー様に想いを寄せているように見えました。もちろん、今となっては叶わぬ夢ですが。

            「レイが失礼しました。後でよく言っておきます」

            「構わないさ。むしろミシャももっと砕けた感じで接してくれていいんだよ？　学院ではみな平等なんだから」

            「……考えておきます」

            　などという思わせぶりな会話が展開されているのですが、

            「クレア様、あれどう思います？　焼けぼっくいに火が付いたと思いますか？」

            「あなたはどうしてそう、いちいち発想が低俗ですの……」

            　仮にもミシャはあなたの友だちでしょう。叶わぬ恋に胸を焦がす親友を案ずる気持ちはないのかしら。

            「よぉ、ユーにクレア。お前らもおはよう」

            　そんなわたくしたちに明るい声をかけてきたのは、短い黒髪の美男子でした。

            「おはようございますわ、ロッド様」

            「おはよう、兄さん」

            　男性の名はロッド＝バウアー様。この国の第一王子で、ユー様のお兄様ですわ。王位継承順位第一位。事実上の次の国王である方です。

            「なんだなんだ。面白いことか？　オレも混ぜろよ」

            　カラカラと笑うロッド様は軽い調子で会話の輪に加わってきました。

            「面白いことなんて何もありませんわ。若干一名、学院の風紀を乱しそうな輩がいるだけで」

            「それはあれですか？　私と一緒に風紀を乱したいと？　乱しますか？　乱れちゃいますか？」

            「乱れませんわよ!?」

            　次期国王の前で何たる発言！　わたくしは巻き込まれるのを恐れて必死で否定しました。

            「……なんだこいつ」

            　ロッド様は少しきょとんとした後、平民を何か珍しい動物を見るかのような目で見ました。

            「奨学生で今年の首席のレイ＝テイラーだよ。なかなか面白い子だよね？」

            　くすくす笑いながら、ユー様が平民を紹介しました。本来であれば、平民が自ら名乗るのが作法です。これだから躾のなっていない平民は……。

            「確かに貴族連中にはいないタイプだな。親父の政策もなかなか笑える結果になってるじゃねーか」

            「はあ……」

            　ロッド様が興味を示されたのに、やはり平民は気乗りしない反応です。これが普通の人間なら、声を掛けられただけで栄誉と思うはずですのに。

            「その反応、新鮮だな。レイか……覚えといてやる」

            「どうも」

            「だから不敬よ、レイ」

            「どれだけの人が、ロッド様に覚えて頂きたがってると思いますの……」

            　王族の覚えがめでたければ、社交界ではその事実だけで武器となる。平民には、そんなことも分からないようです。

            「セイン、お前も来いよ」

            「……俺はいい」

            　ロッド様の声に答える不機嫌そうな声に、わたくしは少し胸の高鳴りを覚えました。講義室の後ろの方に座る銀髪の青年。わたくしが、密かに想いを寄せている相手がそこにいました。

            「セイン兄さんはこういう雰囲気好きじゃないと思う」

            「むしろあいつが好きな雰囲気ってどんなだよ」

            　困ったように笑うユー様と、苦い顔をするロッド様をよそに、わたくしはちらちらと後ろに視線を送ってしまいます。

            　セイン様はこの国の第二王子です。冷たい美貌と陰のある雰囲気。気難しい性格でいらっしゃるけれど、そこがまたわたくしの乙女心をくすぐります。何でも下品なほどあけすけな平民とは、まさに何もかもが対極のような方です。

            「セイン様……」

            　お名前を口に乗せるだけで、心がときめきます。まだわたくしが一方的に想いを寄せているだけで、セイン様の方はわたくしを沢山いる貴族たちの一人としか認識していらっしゃらないでしょう。それでもいいのです。学院で生活を共にする以上、いつかえにしが結ばれることもあるはずですから。

            「声をかけに行ったらどうですか？　クレア様」

            　などと思っていると、平民がそんなことを言ってきました。わたくしは驚きのあまり心臓が口からでそうになりました。ま、まさかこの平民、今ので気付いたとでもいうんですの!?

            「ど、どうしてわたくしが」

            「だって、好きなんでしょう？」

            　公衆の面前で思いを直接的な言葉にされたことに、わたくしはひどく動揺しました。こんなムードもかけらもない形で思いを知られるなんて、わたくしのシナリオにはありませんでした。どうせならもっと雰囲気のある夜の砂浜などで二人きり、見つめ合って――などと夢想していたわたくしにとって、こんな形は不本意極まりません。

            　だから、わたくしはつい、言ってしまったのです。

            「ち、違いますわ！　セイン様のことなんてなんとも思っていませんわ！」

            　その言葉は、講義室中に響き渡りました。しまった、と思ったときには全てがもう遅かったのです。

            「……」

            　セイン様は身体を起こして立ち上がると、冷たい表情のまま、講義室を出て行かれました。

            「あ……。どうしましょう……わたくし、そんなつもりじゃ……」

            　どうしましょう、どうしましょう。今のでセイン様に嫌われてしまったかも知れない。違いますの、セイン様。わたくし、本当はあなたのことが――！

            「後で謝りましょう、クレア様」

            「……！　平民風情が何を知ったような口を！」

            　元はといえば、この平民のせいで！

            「クレア様」

            　わたくしが恨み言をまくしたてようとすると、平民は普段とは違う真面目な表情で、強い視線を寄越してきました。ひたと見つめられて、思わずたじろぎます。

            「な、なんですの……」

            「セイン様は繊細な方です」

            「そんなこと、知っていますわ」

            　セイン様はとても細やかな心の持ち主。だから、わたくしが支えて差し上げなくてはいけないのです。

            「だから、謝りましょう」

            「……う、うるさいですわね！」

            　わたくしは音を立てて椅子から立ち上がりました。ある覚悟を決めて。

            「気分が悪いですわ！　わたくし、今日は帰らせて頂きます！」

            「あっ、クレア様！」

            「一人にして下さいまし！」

            　ピピとロレッタが着いてくるのも許さず、わたくしは講義室を後にしました。目的はただ一つ。セイン様の誤解を解くため。

            「セイン様！　お待ちくださいまし！」

            　お行儀悪く廊下を駆けていくと、学院の出口でセイン様に追いつくことが出来ました。振り向いたセイン様は、いつもの神経質そうな表情でわたくしを見ました。決して機嫌がいいとは言えないその顔に、わたくしは思わず言葉につまりました。

            「……なんだ？」

            「えっと……その……」

            「……用がないなら、俺は帰る」

            　セイン様は踵を返すとそのまま行ってしまおうとしました。今、誤解を解かなければ、もう一生振り向いて貰えないかも知れない。そう思うのに、わたくしは上手い言葉の一つも思い浮かばないのでした。

            　ああ、せめてあの平民くらい素直に自分の気持ちを口に出せていたら！

            『クレア様、好きです』

            　わたくしの脳裏に、あの者のだらしない顔が浮かびました。

            「セイン様、好きです！」

            「……？」

            　思わず口から飛び出した言葉に驚いたのか、セイン様が思わず、といった様子で振り向いて足を止めました。その顔には怪訝な表情が浮かんでいます。あわわわ、わたくしってば何てことを！

            「あ、その……だから……さっきのは誤解、そう誤解なのですわ！」

            「……」

            　こうなってしまっては仕方ありません。わたくしは考えるよりも先に口を開きました。ああ、これではまるで、あの平民みたいじゃないですのよ！

            「なんとも思っていない、と言ったのは、別にセイン様のことを嫌っているとかそういうことでは決してなく……」

            「……」

            「その……むしろわたくしは、セイン様のことを……」

            「……」

            「……後生ですわ。これ以上はまだ申し上げられません。お許しくださいませ」

            　まくしたてながら、わたくしは目尻に涙が浮かんでくるのを感じました。このクレア＝フランソワともあろうものが、なんてみっともない。理想の貴族を演じ続けて来たこのわたくしが、こんな醜態を晒さなければならないなんて。それもこれもあの平民が――！

            「……そうか。分かった」

            「へ？」

            「……俺も少し誤解していたようだ。許せ」

            　そう言って、セイン様は確かに薄く笑ったのです。

            「は……はい！」

            「……お前は……」

            「クレアです！　クレア＝フランソワですわ！」

            「……そうか。ドルの娘か」

            「は、はい！」

            「……お前は、勇気があるな」

            「え？」

            　勇気？

            「……淑女であるお前にとって、このような弁解は恥ずかしかっただろう。だがお前は、それでも俺に声を掛けに来てくれた」

            「それは……だって、セイン様に誤解されたままでは、わたくし……」

            「……ああ。俺のような相手に、思いやりを向けてくれたのだろう。ありがとう」

            「そんな！　もったいないお言葉ですわ！」

            　わたくしが臣下の礼を取ると、セイン様はまたふっと笑って、

            「……クレア、お前はいい女だ。俺などにはもったいないくらいにな」

            　そう言うと、セイン様はこちらに近づいて来ました。えっ、えっ!?

            「……」

            　セイン様はわたくしの目の前まで来ると、じっと顔をみつめられました。わたくしは思わずぽうっと見とれてしまいました。

            「……ぞ」

            「はい？」

            「……戻るぞ」

            　そう言ってわたくしの肩をぽんっと叩くと、セイン様は校舎に入っていきました。

            「はい！」

            　わたくしは胸が一杯になりながら、セイン様の後を追いかけました。一時はどうなることかと思いましたが、何だかいい雰囲気じゃないですの。焦ったあまりの考えなしの行動でしたが、結果良ければ全てよし、ですわ。

            　ふん。少しは感謝して上げてもよくてよ、平民！

            　

            　

            　◆◇◆◇◆

            　

            　

            「あなた、平民のくせに生意気ですのよ！」

            「はい！　生意気ですからもっと罵って下さい！」

            　今日も朝から平民の襲撃を受けていました。入学式から一週間、もうずっとこの調子です。

            　平民があまりにもしつこいので、ピピやロレッタなどはもう相手にしていません。わたくしもそうしたいのですが、一度無視を決め込んだら、

            「あ、クレア様、とうとう降参ですか。では私の勝ちということで好きにさせて頂きますね。差し当たっては熱いベーゼを――」

            　などと一層うっとうしさが増したので、やむなく相手を続けています。

            　さて、そんなこんなで平民に押され気味のわたくしでしたが、今朝はひと味違います。

            「……そう毎回毎回、翻弄されませんのよ？」

            「あら？」

            　わたくしは不敵に笑って続けました。

            「明日、試験がありますわね？」

            「ありますね」

            　学院の試験は大きく分けて三つ。教養、礼法、そして魔法力です。明日の試験ではそれら三つをテストして、科目別順位と総合順位を計ります。

            「勝負ですわ。わたくしが勝ったら、あなたには学院を去って貰います」

            　我ながらとてもいいアイデアだと思いました。こうでもして鼻っ柱をへし折らなければ、この平民はいつまでも学院にのさばり続けるでしょう。

            　しかし――。

            「え？　いやですけど？」

            「少しは考えたらどうですの!?」

            　即座に否定され、わたくしは地団駄を踏みました。

            「首席入学者が逃げるつもりですの？」

            「だって、学院やめたらクレア様で遊べないじゃないですか」

            「だからその格助詞の使い方やめて下さらない!?」

            「ははは、何を馬鹿なことを」

            「おかしいのはわたくしですの!?　わたくしですの!?」

            　この者を相手にしていると、何だか自分の方がおかしいのかという気になってくるから嫌です。

            「いいから勝負なさい！」

            「んー……じゃあ、こうしましょう。クレア様が私に勝てなかったら、クレア様も何か一つ私の言うことを聞いて下さい」

            「はぁ？　どうしてわたくしが」

            「あれ？　逃げるんですか？　自信ない訳ないですよね、内部組の首席ともあろうお方が」

            　カチンと来ました。へぇ、そんなことを言いますのね。

            　王立学院には幼稚舎から大学部までがあり、わたくしは幼稚舎から三王子の皆様以外に首席の座を譲ったことがありません。万に一つも平民などに負けるはずがないのです。

            「挑発してるつもりですの？　いいでしょう。乗って差し上げますわ」

            「ふふ、ありがとうございます」

            「なんのお礼ですの。今から荷物をまとめて出て行く準備をなさいな」

            「はい！　激励ありがとうございます！」

            「してませんわよ!?　もう……。ミシャ！」

            「なんでしょう？」

            　傍観を決め込んでいたミシャをわたくしは呼び寄せました。

            「あなた、証人になって下さる？　試験でわたくしが勝ったら、この平民は学院から去る。勝てなかったらわたくしが一つ彼女の言うことを聞きます」

            「学院の在学資格は国王がお決めになったことですから、このような私闘でどうこうすることはあまりよくないかと思いますが」

            「私闘などではありませんわ。平民は能力不足を恥じて自ら学院から去るのですから」

            　ええ、これは決して私闘などではありませんのよ？

            「あなたはそれでいいの？　レイ」

            「いいよ」

            「こういうことですわ。反故にされてはかないませんから、あなたが証人になって下さいまし。いいですわね、平民？」

            「はい！　クレア様にあれこれ出来るかと思うと、今からわくわくします！」

            「わたくしが負けるわけないでしょう！　はい、神に誓って！」

            「神に誓って！」

            「……見届けさせて頂きます」

            　この国では神に誓うということは非常に重い意味を持ちます。単なる口約束では済まなくなり、これを破ると貴族平民の別を問わず非常に軽蔑されます。特に貴族にとっては、当人の家格と誇りをかけた誓いであり、これを破ることは許されません。

            　しかし、わたくしには勝算がありました。

            　

            　

            　試験当日、わたくしは万全の体勢で臨みました。

            　まずは教養の試験。これは主にバウアーの歴史や文化、さらには文学などに関する知識を試されます。平民の識字率はせいぜい四割程度。この教養という項目はほぼ貴族の独壇場です。つまり、わたくしに圧倒的に有利なのでした。これが試験全体の得点の三分の一を占める訳ですから、全体の点数でもわたくしに有利ということです。

            「ふふ、せいぜいあがくことですわね」

            　古式詩法の詩を綴つづりながら、わたくしは確かな手応えを感じました。

            　次が礼法。読んで字のごとく礼儀作法を試されます。今回の試験では会食が行われ、学生たちがどのように食事をするかを試験官たちが評価する形式のようでした。

            　でも、わたくしにとってはただの日常です。礼儀作法など物心着く前から叩き込まれています。こうしなければ、ああしなければなどと考えるよりも先に、どうするべきかを身体が覚えています。多少気を遣いはするものの、普段通りの食事をすればそれでいいのです。

            　平民はどうかとそっと様子を窺うと、目を輝かせてこちらを見ていました。な、なんですの……？

            　ここまでで試験全体の三分の二。礼法ももちろん貴族に有利なものなので、どう考えても平民がわたくしに勝てる要素はありません。

            　そして、最後が魔法力です。平民が貴族に勝てるとしたら、ほぼこの項目しかありません。

            　現国王ロセイユ陛下の言う能力主義政策というのは、実のところ魔法力重視政策です。魔法は非常に大きな力で、陛下がそれを重要視するのは分からないでもないですが、貴族の中にはこれをよく思わない者たちも多くいます。魔法は先天的な要因と後天的な要因の両方で決まりますが、結局の所、貴族・平民の間に大きな差がありません。家柄や血筋ではどうにもならない要素で平民が貴族よりも大きな顔をするなど、秩序を乱すだけのことではないでしょうか。

            　魔法力の試験は屋外で行われます。試験項目は、基礎魔法力と魔道具操作の二つに分かれています。

            　貴族学生の中には、魔法力低しと判定されて落ち込む者もいるようでした。魔法だけが学院生としての価値ではないとはいえ、そこはやはり貴族。能力は高い方がいいに決まっているのです。

            　そして、わたくしはどうかといえば、

            「さすがですわ、クレア様！」

            「火の高適性だなんて！」

            「おーっほっほっほ！　当然ですわ！」

            　そう。わたくしは魔法の能力も高いのです。世界でも数人しかいない超適性を除けば、ほぼ最高ランクと言っても過言ではない高適性。それも四つの属性の中で最も攻撃力が高いとされる火属性というのがわたくしの魔法適性なのでした。大方、あの平民はこの魔法力には自信があり、この試験に勝つことでわたくしの情けを請うつもりだったのでしょうけれど、おあいにく様ですわ。

            「今度こそ、あの平民をぎゃふんと言わせて見せますわ！」

            　

            　

            　その夜。

            「という訳で、元気を補充させて貰いに来ました！」

            「……帰って下さる？」

            　平民は喜々とした様子でわたくしの部屋を訪ねてきました。ええ、もちろん追い返しましたとも。

            　

            　

            　◆◇◆◇◆

            　

            　

            　試験から三日が経ちました。今日は結果が貼り出される日です。

            「目の下にくまが出来てますわよ？」

            　放課後の廊下、掲示板の前で結果を待つ平民を見かけたので、わたくしは声を掛けました。本来であればこのわたくしから平民に声を掛けるなどありえないことなのですが、目の下に濃いくまを浮かべた平民を見ると、からかわずにはいられませんでした。日頃の仕返しですわね。

            「ええ、実は一睡も出来なくて……」

            「おーほっほっほ。お気の毒様ですわ。でも、約束は約束ですのよ？」

            　今日こそが、この平民にとって学院最後の日となることでしょう。などと思っていたら、

            「はい、クレア様に何して貰うかを考えてたら、夜が明けてしまいました」

            「そっちですの!?」

            　こ、この平民、本気でわたくしに勝つつもりでいますの!?

            「わたくしに勝てると思って？　おめでたい頭ですわね」

            　わたくしは口に手を当てて高笑いをしました。既に述べた通り、彼女に勝ち目はありません。

            「まあ、結果は見てみないと分かりませんよ？」

            「火を見るよりも明らかですわ」

            　余裕のある様子の平民が気に食わなくて、わたくしは彼女を睨み付けました。すると、

            「ふふ、二人とも仲がいいね」

            　ユー様がいらっしゃいました。相変わらず柔らかい笑みを浮かべながら、彼はレイに問いかけます。

            「自信はどうだい、レイ？」

            「まあ、ぼちぼちですね」

            「ふふ、楽しみだ。ミシャはどう？」

            「最善は尽くしました」

            　ユー様に声を掛けられても、ミシャは複雑そうな顔をしていました。無理もないでしょう。平民の揶揄は論外ですが、それを差し引いてもミシャはユーのことを未だに慕っているように思えます。ですが、身分の差は歴然です。彼女の恋は叶うはずがないのです。ミシャもそれが分かっているからこそ、ユー様に対して一歩引いた態度でいるのでしょう。

            「さーて、二番は誰だろうな？」

            　ロッド様もいらっしゃいました。その顔に浮かぶのは絶対の自信。そして、それは実力に裏打ちされているのです。次期国王となられる方は、やはり器が違います。平民のような空元気とはわけが違うのですわ。

            「……」

            　わたくしたちは掲示板の前、つまり最前列で結果を待っていますが、後ろの方を振り返るとセイン様の姿も見えました。その表情は普段にも増して不機嫌そうです。セイン様は決して出来ない方ではないのです。世間一般的な水準からすれば、十分過ぎるほどに優秀な方です。ですが、あの方が比べられるのはロッド様とユー様――規格外の秀才と天才のお二人です。あんな方々と比べられてしまえば、セイン様でなくても複雑になるのは仕方のないことだと思います。

            「来たわね」

            　ミシャの声に我に返ると、事務員が紙を持ってこちらにやってくる所が見えました。

            「覚悟はよろしくて？」

            「クレア様を堪能する覚悟はとうに」

            　言ってなさい。わたくしは貼り出されたのは教養の結果を見やりました。

            　そして、絶句したのです。

            　

            　・教養科目結果――――――――

            　一位：ロッド＝バウアー（100点）

            　二位：ユー＝バウアー（98点）

            　二位：レイ＝テイラー（98点）

            　四位：クレア＝フランソワ（95点）

            　・

            　・

            　七位：ミシャ＝ユール（90点）

            　・

            　・

            　十位：セイン＝バウアー（87点）

            　―――――――――――――――

            「なっ!?」

            　平民が二位!?　わたくしよりも上ですって!?

            「ほう？　俺とユーがワンツーフィニッシュなのは当然としても、レイもやるじゃねーか」

            「やるね、レイ」

            「ありがとうございます」

            　王子二人の賞賛を受ける平民が、わたくしに勝ち誇ったような視線を向けてきます。わたくしは屈辱感で一杯でした。

            　このわたくしが……貴族の頂点とも言うべき家の息女が、教養で平民に負けた……？　わたくしは白くなるほど拳を握りしめて、わなわなと震えていました。

            　しかし、事実は変わりません。

            「く、クレア様、しっかりなさって！」

            「そうですよ！　こんなの何かの間違いです！」

            「え、ええ……」

            　ピピとロレッタは慰めてくれますが、わたくしの動揺は収まらないのでした。続いて礼法の結果が貼り出されました。

            　

            　・礼法科目結果――――――――

            　一位：ユー＝バウアー（100点）

            　二位：ロッド＝バウアー（98点）

            　三位：クレア＝フランソワ（97点）

            　四位：セイン＝バウアー（95点）

            　・

            　・

            　八位：ミシャ＝ユール（90点）

            　・

            　・

            　二十二位：レイ＝テイラー（75点）

            　―――――――――――――――

            　

            　教養の結果で血の気が引いていたわたくしですが、礼法の結果を見て元気が戻ってくるのを感じました。

            「っっっ～～～やりましたわ！」

            「おめでとうございます、クレア様！」

            「さすがですわ！」

            「ええ、ありがとう」

            　ピピとロレッタの賛辞を、今度は素直に受け取ることが出来ました。そう、そうです。教養の試験は、ロレッタが言うように何かの間違いだったのでしょう。

            「さっきのは偶然でしたのね。化けの皮が剥がれたということですわ」

            「そうですね」

            　わたくしが勝ち誇ると、平民はにこやかに肯定した。ふん、強がって。きっと心の中では悔しさで一杯に違いありませんわ。

            　そして最後に、魔法力の試験結果も貼り出されました。

            　

            　・魔法力科目結果―――――――

            　一位：レイ＝テイラー（測定不能）

            　二位：ミシャ＝ユール（98点）

            　・

            　・

            　六位：クレア＝フランソワ（92点）

            　・

            　八位：セイン＝バウアー（90点）

            　九位：ロッド＝バウアー（88点）

            　九位：ユー＝バウアー（88点）

            　・

            　・

            　―――――――――――――――

            　

            「なん……ですって……？」

            　わたくしは再び言葉を失いました。測定不能？　そんな結果があり得ますの……？

            「ちょっと平民！　どういうことですの！」

            「いやあ、どういうことでしょうねえ？」

            　平民は笑顔で誤魔化してきます。この……！

            　そして総合結果は――。

            　

            　・総合結果―――――――――――――――――――

            　一位：ロッド＝バウアー（286点）

            　一位：ユー＝バウアー（286点）

            　三位：クレア＝フランソワ（284点）

            　・

            　五位：ミシャ＝ユール（278点）

            　・

            　・

            　十位：セイン＝バウアー（272点）

            　・

            　・

            　※なお、レイ＝テイラーの成績は特異なものであったため、今回は別扱いとする。

            　　学院では次回以降の評価方法を見直す予定である。

            　――――――――――――――――――――――――

            　

            　ということになりました。

            「納得いきませんわ……」

            　絶対の自信を持って臨んだこの試験でしたのに、蓋を開けてみればこのあり様。大差をつけて勝つつもりが、平民は試験の枠組みで計れないほどの力を示したのです。この娘、実はただ者じゃないんですの……？

            「でも、両王子に続いての三位ですよ！　凄いじゃないですか！」

            「そうですよ！　さすがクレア様！」

            「……そ、そうね……そうですわよね」

            　言われてみればその通りです。完勝こそ出来なかったものの、負けはしなかったわけですから、まあいいとしなければなりませんわ。

            　と、安堵していたところに、

            「クーレーアーさーま！」

            「ひっ!?」

            　平民が満面の笑顔でやって来ました。

            「そんなお化けでも見たような声上げないで下さいよー」

            「上げてませんわ。何ですの？　ご覧の通り、勝負はご破算ですわ」

            「なに言ってるんですか？　クレア様、勝てなかったじゃないですか」

            「え？」

            　わたくしは平民が何を言いたいのか分かりませんでした。

            「誓いの内容はこうですよ？　クレア様が勝ったら私が学院を去る。勝てなかったらクレア様が私の言うことを一つ聞く」

            「だから、勝負はつかなかったじゃないですの」

            「ええ。つまり、クレア様は勝てなかったんです」

            「……あ」

            　そ、そういうことでしたの！　わたくしが平民の言うことを聞く条件は、「平民が勝ったら」ではなく「わたくしが勝てなかったら」

            　後者には勝負がつかないという結果も含まれていることになります。

            「ひ、卑怯ですわ！」

            「はい、思いっきり引っかけるつもりでした！」

            「そんなの無効に決まってますでしょ！」

            「あれ？　反ほ故ごにするんですか？　神に誓ったのに？」

            「……ぐぐぐ……」

            


            


            

            　どう考えても平民の手のひらで踊らされたわけですが、誓いは誓い。約束は履行されなければなりません。平民とは賭けているものの重さが違うのですから。

            「……要求は何ですの……」

            「あ、聞いて下さるんですね！　さっすがクレア様！　好きです！」

            「いいから、早く要求をおっしゃい！」

            　どうせこの者のことですから、突拍子もない無理難題をふっかけてくるに違いありません。わたくしが虚勢を張っていると、平民はふいに表情を緩めてこう言いました。

            「諦めないで下さい」

            「は？」

            「どんなに辛くて苦しい時も、最後の最後まで諦めないで下さい」

            　わたくしはきょとんとしてしまいました。諦めるな？　……それだけ？

            「……そんなことでいいんですの？」

            「はい」

            「……もっと無理難題をふっかけられるかと思いましたわ」

            「そうして欲しいですか？」

            「いいえ、結構ですわ！」

            　これ以上話を引き延ばすと、何を要求されるか分かりません。わたくしはさっさと誓いを果たすことにしました。

            「神に誓って、わたくしは諦めたりしません。いついかなる時も希望を捨てず、最後まであがき続けることを誓いますわ」

            「結構です。クレア様」

            　ぱちぱちと拍手を送ってくる平民。

            「……次は負けませんわ」

            　このようなことは二度と起こさせません。わたくしは決意も新たに、この場を立ち去ろうとしました。

            「あ、クレア様」

            「……まだ何か？」

            「好きです！」

            「私は大っ嫌いですわ！」

            　全く。何なんですのあの娘は。

            　でも、今度のことで、わたくしは平民の能力についての評価を、少し改める必要があるなと思いました。

            　

            　

            　◆◇◆◇◆

            　

            　

            「うーん」

            　とある朝。わたくしはベッドの上でごろごろしていました。そろそろ支度をしなければならない時間ですが、少し考えたいことがあったのです。

            　王立学院に通う学生は近年になるまで貴族の子女でした。そのため、学院には二人まで側仕えを連れていくことが許されているのです。近年になって増えた平民の学生にはそんな余裕はないでしょうが、わたくしはフランソワ家の息女。優秀な側仕えを連れていくのが当然です。

            「おはようございます、クレア様」

            「おはよう、レーネ」

            「クレア様、何やら難しい顔をしていますね？」

            　側仕えの一人――レーネがやって来ました。亜麻色の髪に、はしばみ色の瞳をした落ち着いた印象の子です。まだベッドにいるわたくしを「仕方ないですねえ」という顔で見つつ、レーネはドレッサーから服を選び始めました。

            「あ、クレア様。ボタンが一つ外れていますよ」

            「いいじゃないですのよ、誰に見られるわけでもなし」

            「いけません。そういうちょっとした気の緩みから、堕落は始まるんですから」

            「そういうものかしら」

            　わたくしはしぶしぶ外れていたパジャマの一番上のボタンを留めました。

            「それでクレア様、何を考えていらっしゃったんですか？」

            「ええ、ちょっと頭痛の種がね……」

            　今日は休日ということで、わたくしはフランソワの屋敷に戻って来ていました。普段の休日は学院の寮で過ごすのですが、今日は大事な用があるのです。

            「あのレイっていう子のせいですか？」

            「ええ、そう。あの平民、今日の使用人面接に来るとか世迷い言を言っていましたのよ……」

            　そう――今日は私が学院に連れて行く側仕えを決める面接の日なのです。二人の内一人はレーネと決めていますが、もう一人は今日の選考で選ぶことになっています。学院を連れ歩く相手なのですから、レーネほどまでとは言わなくとも、それなりに優秀な人材が欲しいです。

            　あんな平民なんてもっての外ですわ。

            「くすくす……流石のクレア様もあの子には弱いみたいですね」

            「よしてちょうだい。あんなのが平気な人など神経を疑いますわよ。わたくしは繊細なんですの」

            「そうですね。確かにクレア様は繊細な方です。ああいう子はちょっと刺激が強すぎるかも知れませんね」

            「そうですわよ」

            　お喋りを続けつつも、レーネはドレスを着せる手を止めません。その手つきもよどみなく、さすがは長年わたくしに仕えてくれているメイドですわ。

            「クレア様、ブローチはどれにいたしましょう？」

            　レーネがアクセサリ台を示してブローチの好みを聞いてきた。

            「レーネはどれがいいと思いますの？」

            「そうですねぇ……。一応、今日は面接というフォーマルな場ですから、ある程度かちっとしたものがよろしいでしょう。これなんかいかがですか？」

            　そう言ってレーネが指さしたのは黒いジェットの花に真珠をあしらったシルバーのブローチでした。今日のわたくしの気分にぴったりです。

            「それでいいですわ」

            「はい」

            　やはりメイドはこうでないと。阿吽の呼吸で主人に仕えるレーネに、わたくしは深い満足を覚えたのでした。

            　

            　

            「不採用ですわ」

            「そこをなんとか」

            「不採用だって言ってますでしょ！」

            　わたくしの頭痛の種はしっかり根を張っていたようです。この平民は本当にわたくしの側仕え試験に応募しており、あまつさえ最終面接に残ったのです。信じられない！

            「クレア様。この者はどうしてもダメなのですか？　能力的にはピカイチなのですが……」

            　選考に携わったメイド長の言い分はこうです。平民とは思えない程の教養があり、そこそこの礼儀作法も身につけている。また魔法の適性も高く、身辺警護にも向いている。つまり、悔しいですが、純粋に能力面だけで計った場合、この平民は飛び抜けて優秀な人材と言うことになるのです。

            　でも――。

            「性格に難がありすぎですわ！　こんなメイドに四六時中そばにいられたら、わたくしの心が安まる暇がありません！」

            「ですが、忠誠心も非常に強いようですし」

            「メイド長。忠誠心ではありません。愛です」

            「こんなこと言うメイドをそばに置けませんわよ！」

            　ああ、わたくしの癒やし――レーネを呼んでちょうだい。

            「どうしたんだね、騒がしい」

            「旦那様……」

            「お父様」

            　応接室の騒ぎを聞きつけたのか、お父様がいらっしゃいました。上等なスーツを一分の隙も無く着こなし、手には象牙と紫檀の杖を突いています。お父様は私を見た後、その鋭い視線を平民の方に向けました。平民の方はと言えば、海千山千の貴族でも震え上がるお父様の視線を受けても、何ら動じることなく平然としています。大物なのか、単に鈍いだけなのか。

            「学院でお嬢様につけるメイドの選考をしているのですが、私が選んだメイドがお嬢様にはお気に召さないようでして」

            「ふむ。メイド長が選んだのなら、能力的には問題ないのだろうが、クレアはなぜ嫌なんだい？」

            「性格に難がありすぎますのよ。いつもわたくしのことをからかって……」

            「ふむ……。メイドに主人への敬愛は不可欠なものだ。不適性なのではないのかね、メイド長？」

            　さすがはお父様。使用人に必要なのは能力だけではなく、奉仕の心と忠誠心――そのことをよく分かっていらっしゃいます。

            「そんなことはありません。この者の応募理由そのものが、お嬢様へ仕えたいからというものでした。ただの金目当ての平民とは一線を画するものです」

            「口では何とでも言えるだろう」

            「メイドに採用された場合に、どのようにお嬢様にお仕えするかを尋ねたところ、非常に献身的で具体的な答えが返ってきました。口だけとはとても思えません」

            　ふむ、とお父様は少し考え込まれました。

            「しかし、結局はクレアが気に入るか気に入らないかだろう。クレアが嫌というのであれば、やはり雇うべきではない」

            「それは……そうなのですが」

            「さすがお父様ですわ！」

            　これで平民がわたくしの付き人になるなどという悪夢から解放されます！

            「フランソワ閣下。不敬ながら言葉を発することをお許し下さい」

            　喜色満面でいたわたくしをよそに、平民はお父様に向かって呼びかけました。当然、お父様は眉をひそめます。

            「平民風情が貴族にして財務大臣たるこの私に何を言うというのか。クレアの判断は間違っていないようだ。無礼にもほどが――」

            「アーヴァイン＝マニュエル」

            　平民がその名前を口にした瞬間、お父様の表情から温度が消えました。表情こそ嘲笑を浮かべたままですが、目が全く笑っていません。

            「誰だね、それは？」

            「三月三日、五十万ゴールド」

            　わたくしには何のことか分かりませんでしたが、続けて言った平民の言葉に、お父様は押し黙ってしまいました。

            「お父様？」

            「クレア、メイド長。少しこの者と二人きりにしてくれないか」

            「そんなことは出来ません！　せめて護衛の者を――」

            「これは命令だ」

            　お父様の言葉には、断固たる響きが含まれていました。そう言われてはメイド長は引き下がるしかありません。

            「わたくしもいてはいけませんの？」

            「すまないね、クレア。少し確認したいことがあるだけだから、我慢しておくれ」

            「……分かりましたわ」

            　優しい口調でそう言われては、わたくしも食い下がるわけにもいきません。わたくしはメイド長と供に部屋を出ました。

            　

            　

            「この者をクレアのメイドとして採用しなさい」

            　三十分ほどたったでしょうか。話を終えてわたくしとメイド長を招き入れたお父様は、信じられないことを口にしました。

            「どうしてですの!?」

            「この者は信頼出来る。クレアのメイドとしてふさわしい」

            「納得がいきませんわ！　あなた、お父様に何を言いましたの!?」

            「特別なにも。強いて言えば、クレア様への愛を」

            「ふざけないで下さる!?」

            　わけが分かりませんわ。この平民、一体どんな言葉を弄してお父様を懐柔したというんですの!?　まさか身体を……いえ、お父様はそんなことに惑わされるような方ではありませんわ。でも、一体どうやって。

            「お父様、こんなことをのたまう者を、そばに置けと仰るんですの!?」

            「話してみたが、この者のクレアへの忠誠心は本物だぞ？」

            「方向性が不純でしょう！　この者は私をからかって遊びたいだけなんですのよ!?」

            「クレア」

            　お父様が少し声のトーンを落としました。低く響くその声色には、有無を言わせぬ迫力があります。

            「従順な者をそばに置くのは簡単だ。フランソワ家の長女なら、じゃじゃ馬の手綱を握って見せなさい」

            「くっ……」

            　官職に就かずとも、貴族の妻としてわたくしも将来は多くの者を従える身。であれば、この程度の者を御しきれなくてどうする、とお父様は仰っているのです。フランソワ家の長女であれば、これくらいはこなして見せよ、と。

            「どうしてもこの者を雇うと仰るのですね？」

            「そうだ」

            「……分かりましたわ」

            　お父様の仰ることには理があります。これ以上感情的に反対するのは、貴族として美しくありません。わたくしは深呼吸を一つすると、平民に向かって言いました。

            「わたくしのメイドになるからには、わたくしの言うことは絶対ですわよ!?　覚悟することですわ！」

            「ありがとうございます！　頑張ります！」

            　こうして平民はまんまとわたくしのメイドの地位を手に入れました。それにしても、お父様と一体何を話したのかしら。

            


        
        
            幕間・ドル＝フランソワ（ドル＝フランソワ）

            　

            　

            　クレアとメイド長を退出させると、私は改めて少女に向き直った。多少の緊張が見えるが、この私を前にしてもそれほど怯えた様子がない。大した胆力だ。

            「……」

            　この者は私と反政府勢力の繋がりを知っている。先ほどこの者が口にしたのは、その反政府勢力の金庫番の名前と私が寄付を行った日にち、そして金額の正確な額だった。万全に万全を期し、いくつもの迂回路を通じて行ってきた金銭的支援だが、一体どこで漏れたのか。クレアと同じほどの年齢にしか見えないが、当然、見た目通りの娘ではあるまい。可哀想にも思うが、この屋敷から生きて返すわけにはいかなかった。

            「さて……。お前は何者だ？　何を知っている？」

            　殺すのは簡単だが、その前に情報を聞き出す必要がある。革命への道はまだまだ遠い。今の時点で私の計画が漏れているのであれば、大幅な軌道修正が必要だった。

            「閣下、まず私が申し上げたいのは、私は閣下の敵ではないということです」

            「ふむ。ではお前は何だと？」

            「閣下の味方です。閣下が抱いておられる大計に、私も協力させて頂きたく存じます」

            　そういうと、娘は頭を下げた。

            「名前は？」

            「レイ＝テイラーと申します」

            「お前は平民だな？」

            「はい」

            「クレアのメイドになりたいと聞いたが？」

            「はい。ですが、それは私のしたいことの一部でしかありません。私の本懐はクレア様のお命を救うことです」

            「……」

            　私は驚きを飲み込んだ。この娘はなぜそれを知っている？　私は計画の全貌を誰にも話したことがない。アーラやアーヴァインにもだ。

            「確かめたいことがある」

            「なんなりと」

            「お前は私が何をしようとしているのか、どこまで知っている？　お前が知っていることを全て話せ」

            「はい」

            　私が命じると、娘は隠すことなく知っている全てを語った。私が腐敗した貴族政治を一掃しようとしていること。そのために密かに反政府勢力に資金を提供していること。ゆくゆくは王国内で革命を誘発し、腐敗貴族の象徴として断罪されようとしていること。そして、それに娘すらも巻き込もうとしていることも。

            「閣下のお志には尊敬の念を禁じ得ません。ですが、私はクレア様に死んで頂きたくないのです。私にクレア様を救わせて下さい」

            　娘――レイ＝テイラーはそう言って言葉を締めくくった。

            「お前はどうやってそれを知った？」

            「話しても信じて頂けるとは思えません」

            「信じるかどうかは私が判断する。話せ」

            「……分かりました」

            　レイが語ったことは、確かににわかには信じがたい話だった。彼女はこの世界とは別の世界からやって来たこと。この世界はその別世界で作られた、とある物語の舞台であること。自分はその物語の全容をこれから起きることを含めて知っていること。どれも普通であれば荒唐無稽な作り話だと一蹴していたような話だった。

            　だが、レイは実際に私の計画の全容を把握していた。それどころか、これから起きる未来の出来事を一部予言して見せるまでしたのだ。サッサル火山が噴火し、バウアーが窮地に陥るらしい。彼女はそれを利用しろとまで言う。これが演技なら彼女は超一流の役者だ。

            　事ここに至っては、横柄で鼻持ちならない悪徳貴族を装う必要もあるまい。私はレイに対する態度を改めた。

            「信じて頂けますか？」

            「……信じるしかあるまい。それで、キミはクレアをどうしたいのかね？」

            「閣下の価値観からはご理解頂けないかもしれませんが、私はクレア様を愛しています」

            「なに？」

            「もちろん、平民の身の上で結ばれようなどと大それた事は考えておりません。ですが、できる限りお側に控えて、長く仕えたいと考えております」

            「……」

            「閣下はクレア様も計画に巻き込まざるを得ないとお考えでしょうが、私ならそれを回避出来ます」

            　レイの目にはひたむきな色があった。私には同性同士の恋愛は理解出来ないが、彼女は純粋にクレアのことを案じているらしい。嘘を言っているようには見えなかった。

            　いや、嘘でもいいのだ。娘の命が助かるのであれば、私は悪魔にだって魂を譲り渡す。私だって助けられるものなら助けたいに決まっている。だが、仮にクレアだけを存命させたとして、貴族としてしか生きてこなかったあれがどうして生きて行けるだろう。おそらくは汚れて生き永らえるを良しとせず、早々にその喉を短剣で突くに違いなかった。

            「どうやって回避する？」

            「クレア様を反貴族側に立たせます」

            「……ふむ？」

            「閣下にはお辛いことと思いますが、表向き、クレア様には閣下と対立して頂きます」

            　彼女が書いたシナリオはこうだ。サッサル火山の噴火によって国内には甚大な被害が出る。その復興のためという名目で、増税を発表して民から反感を買う。それを主導するのが私で、それに異を唱えるのがクレアという風に誘導していくというのだ。

            「そう簡単に行くとは思えんが」

            「もちろん簡単なことではありません。ですが必ず成し遂げて見せます」

            「そのために、キミがクレアのメイドになることが必要なのだね？」

            「はい。クレア様はまだ貴族としてのご自分に疑問を持っていらっしゃいません。また、この国が抱える問題点にも目を向けていらっしゃらないでしょう」

            　私がそれを変えます、とレイは言う。

            「最終的にクレア様には革命の立て役者としての立場に立って頂きます。貴族としての地位は失いますが、この方法ならクレア様は命を繋ぐことが出来るでしょう」

            「ふむ……」

            　レイが言った案は、実は私も考えないではなかった。だが、それにはクレアを変えてくれる協力者が必要だった。誰かクレアを託せる相手がいれば伏してでも助力を乞いたかった。だが生憎と、クレアの身も心も守り通し、私と国の事情を話してもなお信頼できる、そんな都合のいい相手はいなかった。つまり、私が真っ先に切り捨てた案だったのだ。

            　だが、レイはその役割を自分が引き受けると言う。そして、クレアにこの国が抱える問題点を直視させ、成長させるとまで言っている。私は娘が変わること、強くなることをあまり考えていなかった。これでは父親失格だな。

            「……話は分かった」

            　私はひとまずレイを信じてみることにした。彼女は有能だ。予防的に殺してしまうより、手駒として私の計画に組み込んでしまった方がいいと私は判断した。

            「クレアのメイドとなることを許可する」

            「ありがとうございます」

            「定期的に手紙で近況を送ってくれ。私の計画とキミの計画をすり合わせたい」

            「かしこまりました」

            「私たちのたくらみのことは、クレアには知らせないということでいいのだね？」

            「はい。知ればクレア様は確実に反対するでしょうから。全てを知らせるのは、計画が引き返しようのない所まで行ってからがよいかと」

            「うむ」

            　レイはクレアの性格も実によく分かっている。だが――。

            「いいだろう。今日から私たちは共犯だ」

            「よろしくお願い致します」

            「キミのプランは非常によく出来ている。だが……娘が受け入れるだろうかね？」

            「？」

            「いや、何でもない」

            　私の危惧が杞憂であればいいのだが。

            「差し当たっては、キミをメイドにするようクレアを説得しなければいけないね」

            「そこはドル様の手腕に頼らせて頂きます」

            「どうしてクレアはあれほどキミに拒否感を持っているんだね？」

            「あー……。その、少し愛情表現が行きすぎまして」

            「ふむ？」

            　よく分からないが、クレアが他人に対してあんなに感情を剥き出しにするのも珍しい。ワガママではあるが、貴族らしく上辺を取り繕うことも得意な娘だから。

            「もう一つ頼まれてくれんかね、レイ＝テイラー」

            「私に出来ることであれば」

            「クレアの良き友人になってやって欲しい。あれは私に似て不器用でね。滅多に他人に心を開かない。例外はレーネくらいだ」

            　もう一人いるにはいるが、彼女は何を考えているのか分からない所がある。そもそも彼女を最後に見たのはいつのことだったか。いや、今はそんなことよりもレイだ。

            「友人……ですか」

            「もちろん、キミはクレアを恋愛対象として見ているのだろうが、実際問題それは難しかろう？　友人としてならば側に長くいられる」

            「そう……ですね」

            　後に私はこの発言に痛みを持って振り返ることになる。私のこの言葉がどれほどレイの心を傷つけ、縛り付けただろうか。

            　レイの中にあった葛藤の深さを、この時の私は少しも理解していなかったのだ。

            　

            　

            幕間・了

            　

            　

            


            　

            　

            　◆◇◆◇◆

            　

            　

            「ねえ、カトリーヌ。そろそろあなたのこと、ピピやロレッタにも紹介したいのだけれど」

            「んー……？」

            　わたくしの言葉に応えたのは、どこか眠たげなのんびりとした声でした。時刻は早朝、場所は学院の寮の自室です。そろそろレーネと、あの忌々しい平民がやって来る時間でした。室内にいるのはわたくしと、わたくしのルームメイトの少女――カトリーヌだけでした。

            　カトリーヌはわたくしと同じ金色のふわふわした巻き毛に、碧色の目をした娘です。わたくしと彼女は幼い頃から交流があり、髪色と瞳の色のこともあって、昔はよく姉妹と間違えられました。

            「ですから、ピピやロレッタに、あなたのことを紹介したいと言っていますのよ」

            「どうしてー？」

            「どうして……って、ピピやロレッタは友だちですもの。親しい相手にはあなたのことを知って欲しいと思うのは当然ではなくて？」

            「んー……」

            　カトリーヌはイエスともノーとも言わず、わたくしのベッドでごろんと寝返りを打ちました。その顔はまだ目が覚めていないのかと思うほど眠たげに見えますが、付き合いの長いわたくしには分かります。あれはただ、考えるのが面倒くさいだけですわ。

            「Zｚｚ……」

            「二度寝したフリはおやめなさいな。バレバレですわよ？」

            「クレアちゃんには敵わないねー。仕方ない、起きるかー」

            　カトリーヌはもそもそと上体を起こしました。

            「おはよう、クレアちゃん」

            「おはようございますわ、カトリーヌ」

            「頑張ったからご褒美ちょーだい」

            「頑張った……って、ただ起き上がっただけじゃありませんのよ」

            「ウチ的には超頑張った」

            「もう……、一個だけですわよ」

            「やったー。あーん」

            　わたくしは一つ溜め息をつくと、カトリーヌの机の上にあるキャンディポットを取り、そこからキャンディを一粒つまんでカトリーヌの口に放り込みました。

            「んー、やっぱりキャンディはリコリス味だねぇ」

            「わたくし、その味苦手ですわ」

            「クレアちゃんってばお子様ー」

            「大人ならそろそろ自分でお食べなさいな」

            「んー……やだー。せっかくクレアちゃんが買ってくれたものだしー」

            　このキャンディーはカトリーヌが好きな味なので、先日出かけた際に買い求めたものでした。

            「って、話を逸らそうとしていますわね？」

            「バレた？」

            「何年付き合いがあると思っていますのよ」

            　彼女とは物心がついた頃――、丁度お母様が亡くなってしばらくしてからの頃からの付き合いですから、もう十年以上の付き合いになります。

            「それで、いいですわね？」

            「クレアちゃん、せっかちー」

            「あなたがのんびりしすぎなんですわよ！」

            　昔からカトリーヌにはこういう所がありました。何をするにもマイペースなのです。物事を迅速にテキパキ進めたいわたくしとは対照的な子です。

            「んー……。やっぱり、二人に会うのはやめとくよー」

            「どうしてですのよ？」

            「だって、ウチなんかと関わり合いがあるって知ったら、クレアちゃんの迷惑になりそうだしー」

            　セリフこそ自虐的ですが、カトリーヌの顔にその色は全くなく、むしろ事実を淡々と述べているといった様子です。わたくしはそれが猛烈に気に入りませんでした。

            「どうしてあなたのことがわたくしの迷惑になりますのよ！」

            「だってウチの家、フランソワ家と仲悪いしー」

            「それはそれ、これはこれでしょう。確かにアシャール家とフランソワ家は円満とは言いがたい間柄ですけれど、わたくしたち個人の友情はまた別の話ですわ」

            　カトリーヌの実家であるアシャール家は、先に述べた四大勢力のうちの一つです。歴史があり家格は高いですが、今はその力を失いつつある諸貴族の一派の中心的な家でした。

            　現状、貴族派閥内の最大勢力は、現王ロセイユ陛下と第一王位継承者であるロッド様を支持している派閥ですが、フランソワ家とアシャール家はその内部で主導権争いをしており、カトリーヌが言う通り、両家の関係は決して良好なものとは言えません。

            　それでも、カトリーヌはわたくしにとって友人でした。貴族社会という閉鎖的な世界で長く時間を共にした彼女のことを、わたくしはわたくしなりに大切に思っているのです。

            「第一、ロレッタに至っては、あなたは未来の姉妹になるわけでしょう？」

            「んー……そうだねぇー」

            　カトリーヌの義理の兄であるクリストフ様は、ロレッタの婚約者なのです。この婚約を巡っては、貴族同士の勢力争いが深く絡んでいるのですが、それについてはまた別の機会に。とにかく、未来の義妹になる相手をロレッタがまだ知らないというのは、どう考えても不自然です。

            「姉妹って言ってもー……ウチは妾腹だからねー」

            「あなた、そんなことを気にしていたんですの？」

            「ううん、ウチは気にしてないけどー、父上や母上たちは違うだろうからさー」

            「……」

            　カトリーヌの父、クレマン様にはあまりいい噂がありません。家格や血筋といったものを尊ぶのはまだいいですが、それを笠に着て格下の貴族や平民に随分と無体を働いているといいます。お父様もその辺りには煩い方ですが、それでも理不尽なことはなさいません。格下や平民を嬲るなど、ただの弱い者いじめでしかないからです。クレマン様を始めとする貴族たちは、貴族であると言うことがどういうことなのかをはき違えています。

            （その証拠に……）

            　わたくしはカトリーヌの左足を見ました。彼女の足は膝から下がありませんでした。

            　カトリーヌが大けがをしたのは、お母様が亡くなったあの事故の時です。お父様とお母様が遭遇した馬車の事故の時、相手側の馬車に乗っていたのがカトリーヌでした。事故は大変なもので、お母様は帰らぬ人となり、カトリーヌも左足を大けがしました。

            　それでも、カトリーヌの足は本来であれば治せたはずなのです。落ち目とはいえ、アシャール家は侯爵です。治療院でお金を積めば、高位の治癒魔法を受けられたはずでした。

            　ですが、クレマン様はそれをしませんでした。噂では、クレマン様が妾の子に金を掛けることを嫌がったと言われています。結果、満足な治療を受けられなかったカトリーヌは左足の膝から先を切断することになり、今でも歩くには杖が必要です。

            「とにかく、ウチの紹介はまた今度ね」

            「もう……」

            　カトリーヌを強引にピピやロレッタに紹介することは出来ません。なぜなら――。

            「おはようございます、クレア様」

            「最愛の私が朝の到来を申し上げます！」

            「おはよう、レーネ。平民は帰りなさいな」

            「そうやって恥ずかしがっているところも凄く素敵です、クレア様！」

            「呆れてるんですのよ!?」

            　騒々しく、レーネと平民がやって来ました。平民は相変わらず世迷い言を言っていますが、相手にするだけ体力の無駄ですわね。

            「カトリーヌ様は今日もいらっしゃらないんですね。一度くらい、お目に掛かりたいのですけれど……」

            「そういえば、いっつもいないですよね」

            　レーネと平民は空になったベッドを見てそんなことを呟きました。そうなのです。つい今し方までわたくしの目に映っていたカトリーヌは、今は影も形もなくなっているのでした。

            「いえ、いるにはいるんですのよ。いるんですけれど……」

            「ああ、また姿を隠していらっしゃるんですね」

            「レーネから聞いてましたけど、本当に全然見えませんね」

            　カトリーヌの得意な魔法は隠形――わかりやすく言うと、姿や気配をゼロにする魔法なのです。彼女は来室があると必ずそれを使って姿を隠してしまいます。これがカトリーヌをピピやロレッタに強引に紹介出来ない理由です。

            「私たち、嫌われているんでしょうか。私、カトリーヌ様を最後に拝見したのは随分前のことのように思います」

            「そんなことありませんわ。彼女はちょっとその……気まぐれなんですわよ」

            「案外、恥ずかしがり屋さんなだけだったりして？」

            「あなたはちょっと黙ってなさい」

            　正直わたくしにも、カトリーヌがどうしてここまで自分を隠したがるのかは分かりません。彼女は怪我のことを理由に講義にもあまり顔を出しません。それでも中等部卒業まで一定の成績を維持して来たのですから、彼女の隠された努力には並々ならぬものがあります。カトリーヌは変わった子ですが、優秀なのです。

            （わたくし、あなたを皆に紹介することを諦めませんわよ？）

            　誰にも認識されないなんて、そんなの悲しすぎますわ。わたくしはいつかカトリーヌが友人たちと笑い合える日が来ることを、密かに願ってやまないのでした。

            　

            　

            　◆◇◆◇◆

            　

            　

            「あら？　この音はなんですの？」

            「何か聞こえてきますね」

            　フランソワ家の派閥に属するとある令嬢から誘われたお茶会への道すがら、どこからか美しい旋律が聞こえてきました。距離があるようでよく聞き取れませんが、どうやら竪琴のようです。

            「あ……」

            「？」

            　平民が何かに気がついたように声を上げました。わたくしが怪訝に思っていると、ふいに手を引かれました。

            「クレア様、こちらです」

            「ちょ、ちょっと平民！」

            「レイちゃん、お茶会始まっちゃうよ！」

            　わたくしもレーネも平民に抗議しましたが、彼女はぐいぐいとわたくしを引っ張って行きます。普段から妙に押しの強い娘ですが、ここまで物理的な手段に出ることは希です。一体、何だっていうんですの？

            「ちょっと平民、どこに向かってますの？」

            「しぃー！　ほら、見てみて下さい」

            　わたくしたちがやって来たのは、学院の中庭の一角です。普段、ピピやロレッタたちとお茶をしているそれとは別の、池の畔にある東屋。そこに、銀糸の髪の男性が静かに佇んでいました。

            「セイン様……」

            「わぁ……素敵な音色です」

            　レーネの感嘆はわたくしのものでもありました。セイン様が音楽に堪能でいらっしゃることは有名な話ですが、こうして直接耳にするのは初めてのことです。決して起伏の大きな音の並びではありませんのに、なぜだか胸をかきむしられるような、そんな切ない調べでした。

            　貴族の嗜みとして、わたくしにも音楽の素養はあります。ピアノでしたら、楽譜さえあれば大抵の曲は弾きこなす自信がありました。それでも、わたくしの腕はその程度のもの。ですが、セイン様のこれはそんなレベルではありません。

            　楽譜をなぞるだけの演奏ではなく、「表現」をする芸術家のそれでした。

            「素敵ですわ、セイン様！」

            　わたくしは堪らなくなって、セイン様に駆け寄りました。　後ろで平民が何か言ったような気がしますが、今は何よりこの素晴らしい演奏に対する賞賛と返礼をしたいとわたくしは思ったのです。

            　でも、セイン様はピタリと手を止めて、わたくしを温度のない瞳で見つめてきました。

            「……お前は……フランソワ家の」

            　今に至っても名前を覚えて頂けないことに、少しだけ切ない気持ちになります。　ですが、そんなことでくじけるようなわたくしではありません。

            「クレアですわ。そろそろ覚えて頂けると嬉しいですの」

            「……ああ……そうだったな」

            　興味なさそうに言いながら、セイン様は竪琴をしまい始めてしまいました。

            「あら？　もう弾かれませんの？　わたくし、もっと聴かせて頂きたいですわ」

            「……こんなものは戯れだ。他人に聴かせるような代物ではない」

            「そうでしょうか？　お上手でしたよ？」

            　レーネも賞賛の言葉を口にする。彼女はそれほど音楽の素養がないはずですが、そんな素人の耳にも分かるほど、セイン様の演奏は飛び抜けたものでした。

            「……竪琴など、教養くらいにしか役に立たん。王の資質には関係ないものだ」

            　吐き捨てるようにそう言うと、セイン様は竪琴を完全にしまい込んでしまわれました。

            　セイン様はとてもストイックな方です。王位継承権こそ第二位ですが、いつ自分が王位についてもいいよう、常に自己鍛錬を欠かしません。彼の理想は現国王であるロセイユ＝バウアー陛下。ですが、賢王と称されるロセイユ陛下に対し、セイン様は何やらわだかまりがあるともっぱらの噂でした。

            　初めて聞いたセイン様の竪琴は素晴らしいものでした。　これを戯れと切って捨ててしまうのは、わたくしにはとてももったいないように思いました。

            「なら、国王に必要な資質が問われるゲームでもしますか？」

            「……ほう？」

            　ふいに平民が言った言葉に、セイン様が興味を示しました。

            「……レイ＝テイラーか。クレアのメイドになったとは聞いていたが」

            　セイン様、わたくしの名前は覚えて下さらないのに、こんな平民の名前は覚えていらっしゃるのね。わたくしは屈辱感で一杯になりました。ロッド様といいユー様といい、どうしてみんなこんな平民に……。

            「おかげで幸せな毎日を送っております」

            「……そのことはいい。王の資質が問われるゲームとはなんだ？　チェスか？　確かお前は大した腕前だそうだな」

            　セイン様が仰っているのは、先日のロッド様とのチェス対決です。平民はあのロッド様を相手に互角の勝負を繰り広げ、そのことは学院の一部でちょっとした話題になっています。ですがセイン様ったら、そんなことまでご存知だなんて。

            「国王の資質が問われるゲーム……それは」

            「……それは？」

            「ずばり、王様ゲームです」

            　平民は聞いたことのないゲームの名前を口にしました。

            「……ほう、面白そうだ。どんなゲームだ？」

            　博識なセイン様でもご存じなかったようです。平民によると、それはくじを引いて当たった者が、残りの者に命令をするというゲームのようです。

            「……そんなもので王の資質が計れるのか？」

            「はい」

            「……いいだろう、やってやる」

            　平民は紙をよってこよりを作ると、そこに番号を振っていきます。そして、番号の部分が見えないようにそれを握りました。

            「では、皆さん、引いて下さい」

            　セイン様、わたくし、レーネの順番でくじを引き、最後の一本を平民が手にしました。

            「では、王様だーれだ？」

            「……なんだそれは？」

            「このゲームの作法です。くじ結果を検証するときに、みんなで言わなくてはなりません」

            　何ですのよその変な決まりは。

            「……そうか」

            「はい、じゃあ、もう一回」

            　

            「「「「王様だーれだ？」」」」

            　

            　最初の王様は――。

            「俺か」

            　セイン様でした。

            「では、セイン様。ご命令を」

            「……む……。そうだな……」

            　セイン様は戸惑う様子を見せました。お優しいセイン様のこと、きっとわたくしたちが嫌な思いをしないように気を配って下さっているのでしょう。

            「……二番が三番の手を握る」

            「二番は私です！」

            「くっ……三番はわたくしですわ」

            　平民がわたくしの手を握ることになってしまいました。どうしてこうなりますのよ。

            「ではクレア様、手を出して下さい」

            「仕方ありませんわね」

            　差し出した手を平民が握ってきました。改めて手を握ると、平民の手は平民にしては肌が綺麗ですべすべとしています。生意気に手入れなどをしているのかしら、などと思っていると――。

            「きゃっ!?　ななな、何してるんですの!?」

            　平民の親指がわたくしの手の甲を撫でたのです。

            「いやあ、クレア様の手のすべすべ感を味わおうと思いまして」

            「普通に握りなさいな！　さ、もういいでしょう？　次ですわ、次！」

            「そうですね。では二回目――」

            　

            「「「「王様だーれだ？」」」」

            　

            　二回目の王様は――。

            「わ、私です」

            　レーネでした。平民である自分がややもすると王族に命令することになるかもしれないと思ったのでしょう。レーネはかなりうろたえているようでした。先ほどのセイン様よりも長く悩んだ後、口にした命令は――。

            「四番が二番の頭を撫でて下さい」

            「……四番は俺だ」

            「に、二番はわたくしですわ」

            　ああ、なんてこと。憧れのセイン様が頭を撫でて下さる……？　わたくしは胸をときめかせました。

            「……婦人の髪にそう軽々しく触れるものではないと思うんだが……」

            「セイン様、ルールです」

            「……しかし……」

            「セイン様、わたくしなら平気ですから」

            　このままだとセイン様がやめてしまうと思ったわたくしは、少し強めにアピールをしてみました。

            「……なら、すまんな」

            　あの繊細な音を生み出すセイン様の美しい手が伸びてきます。わたくしは目を閉じました。躊躇うようにわたくしの髪に触れた手で、そのまま優しく撫でて下さいました。

            「はふぅ……」

            　異性の髪というのは閨ねやの睦むつ言ごとよりも後に触れる場所という説もあるくらいです。ということは、わたくしたち……いえ、落ち着きなさい、クレア＝フランソワ。セイン様の前ですわよ、妄想している場合ではありませんわ。

            「……もういいだろう。次だ」

            　時間にして十秒にも満たない間でした。手を離したセイン様のお顔は真っ赤になっていらっしゃいました。お可愛らしいですわ。

            「はい。では三回目――」

            　

            「「「「王様だーれだ？」」」」

            　

            　三回目の王様は――。

            「あ、私ですね」

            　平民でした。とうとう一番なってはいけない者が王様に。わたくしは嫌な予感しかしませんでした。どんな理不尽な命令をされるのかと身構えていると、

            「では、二番と四番はキスして下さい」

            「……なんだと？」

            「ちょ、ちょっと平民!?」

            　四番はわたくしです。しかも、反応からすると、二番はセイン様のようでした。えっ、えっ？　もしかして、もしかして？

            「……おい、さすがにその命令はダメだろう」

            「そ、そうですわよ」

            　淑女らしく一応反対してみるものの、心のどこかではほんの少し……ほんの少しだけ期待しているわたくしもおりました。でも、こういうのは段階を踏んでから……。

            「おや？　王様の命令は絶対ですよ？　さ、早くなさって下さい」

            「……分かった」

            「セイン様!?」

            　セイン様の言葉に、わたくしは思わずうろたえてしまいました。口づけを？　こんな公衆の面前で!?

            「では、キスを――」

            「……そうではない」

            「セイン様？」

            　セイン様の声は固いものでした。そこに孕まれているのは明らかな怒気です。

            「……このゲーム、王の資質などになんら関係ないな？」

            　セイン様が平民をにらみつけました。

            「……俺をからかったのか？」

            　事と次第によっては許さない、という目です。平民は平然としていますが、無礼を働いたのは明らか。平民はわたくしの使用人ですから、責任は全てわたくしにあります。セイン様の心証が悪くなるのは残念極まりないですが、バウアー貴族として通すべき筋は通さなくてはなりません。

            「セイン様、このご無礼はわたくしの――」

            「さすがです、セイン様」

            「……なに？」

            　言いかけたわたくしを遮って、平民がセイン様を賞賛しました。セイン様は虚を突かれたように瞠どう目もくしています。

            「このゲームの本質は、まさにその事実に気づけるかどうか、なのです」

            　平民はしれっとそう言いました。

            「もしあのまま、セイン様が無体な命令に従っていたら、セイン様に国王の資質はありませんでした」

            「……試したのか、俺を」

            「それについてはお許し下さい。ですが、やはりセイン様は国王の資質をお持ちです」

            「……」

            　セイン様の表情は複雑でした。王の資質ありと言われても、相手がこの平民では嬉しくもないでしょう。

            「……帰る」

            「セイン様！」

            　仏頂面をして、でも平民を手打ちにはせずに、セイン様は席を立って東屋を出て行かれました。相変わらず気難しい方ですわ。ですが、そういう所に親近感を覚えてしまうのがわたくしなのでした。

            「レイちゃん」

            「なに？　レーネ」

            「今の話、本当？」

            「や、ただ私がクレア様で遊びたかっただけ」

            　な、何ですって!?

            「へ、平民！　あなたねぇ……！」

            　いくらなんでもやっていいことと悪いことがありますわよ！

            「クレア様」

            「何ですの」

            「セイン様に頭を撫でられてどうでした？」

            「△◆◇×○！！！」

            　ああ、もう！　嬉しかったに決まってますわよ！

            　

            　

            　◆◇◆◇◆

            　

            　

            「と、言うことがありましたのよ」

            「羨ましいですわ、クレア様。あのセイン様の竪琴をお聴きになっただなんて！」

            「私もご一緒したかったです」

            　放課後、学院の東屋で。わたくし、レーネ、ピピ、ロレッタ、平民の五人は最近いつもここでお茶をしています。席に着いているのは貴族の三人で、レーネと平民は後ろに控えて給仕に専念しています。テーブルには香り高いお茶と様々なお菓子が並んでいます。どれもわたくしが高級料理店ブルーメから取り寄せた品々で、ピピとロレッタは大層喜んでくれました。

            　色々な話題を見つけては話していましたが、今の話題は先日のセイン様のことです。

            「わたくしはともかく、ピピやロレッタから見ても、セイン様の竪琴は素晴らしくて？」

            「はい！」

            「もちろんです」

            　ピピとロレッタはわたくしよりも遙かに音楽に造詣が深いのです。ピピはヴァイオリン、ロレッタはピアノを得意としています。その実力はかなりのもので、王国内の音楽コンクールで何度も賞に輝くほどでした。

            「そういえば、あなた方と最初に知り合ったのも音楽がきっかけでしたわね」

            　ふと思い出して、わたくしがそう口にすると、ロレッタがばつの悪そうな顔をしました。

            「あの時の事を思い出すと、恥ずかしさで死にそうになります……」

            　顔を赤らめて小さくなるロレッタに対してピピは、

            「別に恥ずかしがることないじゃない。今じゃロレッタは一流の演奏家なんだから」

            　と励ますようにいいました。二人の関係は、出会った頃から何も変わっていないようでした。

            　過去の話が出たからでしょうか、わたくしの脳裏に自然と当時の記憶が蘇ってきました。

            　

            　

            　最後の全音符を弾き終わると、周りから感嘆の声が上がりました。

            「結構です、クレア様。大変お上手でした」

            「恐縮ですわ、キャロル様」

            　教師役のアシャール夫人に礼をしてから、わたくしはピアノから離れました。

            　ここは王立学院中等部の音楽室です。わたくしたちは今、中等部に上がって最初のピアノの授業を受けています。貴族にとって音楽は必須の教養です。その中でもピアノは基礎中の基礎。幼い頃から厳しく訓練を受けてきたわたくしにとって、この程度のエチュードなど弾きこなすのは造作もありませんでした。

            「さすがですわ、クレア様！」

            「素晴らしい演奏でした！」

            「これくらい大したことありませんわ。皆さんにも弾けますわよ」

            　これは謙遜などではなくただの事実です。ほとんどの学生は家がつけた家庭教師からわたくしと同じように教育を施されています。この程度のエチュードで躓いているようでは、貴族としての沽券に関わるでしょう。もっとも、最近数の増えて来た平民学生たちには、とても真似できない芸当でしょうけれど。

            「次はロレッタさんね。前へいらして」

            　柔和な笑顔を浮かべたアシャール夫人――キャロル様は次の学生を呼びました。声に応じて立ち上がったのは、ショートカットの黒髪に黒い瞳をした女生徒でした。歩く姿が非常に美しく、恐らく何か武術を嗜んでいるということが分かります。そばかすのある顔には満面の笑みが浮かんでおり、わたくしは何がそんなに嬉しいのかしらと思いました。

            「緊張しなくていいわ。さあ、弾いてご覧なさい」

            「はい！」

            　キャロル様に促され、ロレッタと呼ばれた少女は一つ深呼吸をすると、鍵盤に手を置いて弾き始めました。演奏は決して褒められたものではありませんでした。何度も音を間違えましたし、流れも悪く、必要とされる技法が身についていないことが明らかでした。

            「ひっど。あの子、あれでも貴族でしょ？」

            「満足な教育を受けさせて貰えなかったのね。可哀想に」

            　聴いている学生の中から、失笑が漏れ聞こえてきます。確かに演奏はお世辞にも上手とは言えませんでしたが、陰口はわたくしの趣味ではありません。わたくしは不愉快な思いで、これがロレッタに聞こえていなければいいと思いました。

            　ですが、ロレッタの耳にはそんなさもしい声は全く届いていないようでした。彼女はとても楽しそうにピアノを弾いていました。技術こそ拙いものの、ロレッタは演奏を楽しんでいます。ずっとこれがやりたかった――そう顔に書いてありました。

            　ロレッタは実に名残惜しそうな顔で、最後の鍵盤から指を離しました。

            「結構です。技術的にはまだまだですけれど、あなたはとてもピアノがお好きなのね」

            「はい、大好きです！」

            「それはとても素晴らしいことよ。好きという気持ちは何より大事です。でも、このエチュードはまだあなたには早いようね。もう少し簡単な所からやっていきましょう」

            「分かりました！」

            　ロレッタは深々とお辞儀をすると、席に戻りました。

            「次、ピピさん。前へいらして」

            「はい」

            　次の学生が呼ばれる中、わたくしはロレッタのことを見ていました。　ピアノって、そんなに楽しいものだったかしら――そんなことを考えながら。

            　

            　

            「ねえねえ、あなた。人前であんな演奏をして、恥ずかしくないの？」

            「酷かったわよね。直前のクレア様に比べたら、天と地ほどの差があったわ」

            　その日の放課後、忘れ物をしたことに気がついたわたくしが教室に戻ると、何人かの学生が二人の女生徒を囲んでいました。床にうずくまっているのはロレッタ、そして彼女を庇うように前に立ちはだかっているのは、確かピピと呼ばれた娘でした。

            「何よ、よってたかって！　今に見てなさい！　ロレッタはこの国で一番のピアニストになるんだから！」

            　毛を逆立てた猫のように威嚇していますが、その顔には余裕がありません。

            「あっははは！　ねぇ、聴いた？　この国一番のピアニストだって！」

            「中級のエチュードも満足に弾けない才能なのに？」

            「ムリムリ！　才能ないよ、その子！」

            「うるさい、うるさい、うるさい！」

            「……」

            　周りを囲んでいる学生たちが口々にロレッタを馬鹿にします。ピピは必死にそれから庇おうとしていますが、ロレッタの目には涙が浮かんでいました。

            　どうやらこれはいじめの現場のようですわね。貴族という閉鎖社会にはつきものですが、多数で少数を虐げるというのはわたくしの趣味ではありません。

            「あらあら。才能才能と随分と浅い見識ですわね？　もしかしてあなた方、成長や努力と言う言葉をご存じありませんの？」

            「く、クレア様……」

            　わたくしが教室に入ると、いじめていた学生たちがたじろいだ様子を見せました。わたくしは続けます。

            「クグレット家は武門の家。魔法や格闘で勝負したら、あなた方なんて軽くひねられますわよ？」

            「！」

            　その時になってようやく自分たちの立場を認識したのでしょう。　学院の授業には当然、模擬戦闘の訓練などもあります。

            「第一、彼女に才能がないということ自体がまるででたらめですわ。彼女には最も重要な才能があるじゃありませんのよ」

            「……？」

            　いじめていた周りの人間たちではなく、ロレッタ自身が不思議そうにこちらを見てきました。彼女にも分からないのでしょう。

            「キャロル様も仰っていたでしょう。あなた、ピアノが好きなのでしょう？　あんなに楽しそうにピアノを弾いていたのは、わたくしたちの中であなただけですわ」

            「あ……」

            「それとも、あれはあの場だけの舌先三寸でしたの？」

            「違います！　私は……私は本当にピアノが好きなんです！」

            　ロレッタはちぎれそうな程に何度も何度も首しゆ肯こうしました。

            「で、でも、クレア様。好きっていう気持ちだけじゃ――」

            「努力は夢中に勝てない、という言葉をご存知？」

            「え？」

            「ぞ、存じ上げませんけれど」

            　そうでしょうね。でなければ、こんな愚かなことはしていないでしょう。

            「努力というのは辛いことを我慢してやり通すことですわ。でも、好きで好きで堪らなくて、楽しいことを喜んでやり続ける人にはどうやったって勝てっこないのですわ」

            「それがこの子だって、クレア様は仰るんですか？」

            「そうなるかどうかは、これからのロレッタ次第ですわ。でも、そうなったらどんなに痛快かとわたくしは思いますわね」

            　わたくしがそう言うと、いじめっ子たちは気まずそうに目を見合わせました。そして、

            「ねぇ、もう行こう」

            「そ、そうね」

            「うん……」

            　そうして、一人、また一人と散り散りになって行きました。

            「ありがとうございます、クレア様」

            「わたくしはただ、本当のことを言っただけですわ。それよりあなた。あの人数を相手に、よく立ち向かえましたわね？」

            「ロレッタは親友ですから。私、彼女のピアノと一緒にヴァイオリンのコンサートをするのが夢なんです」

            　ピピによると、ロレッタは幼なじみなのだそうだ。わたくしとカトリーヌみたいなものかしら。

            「その友情、大切になさいな。貴族社会は繋がりの社会。強固な絆は武器になりましてよ？」

            「はい！」

            「そしてロレッタ」

            「は、はい！」

            「このクレア＝フランソワにここまで言わせたのです。どうかわたくしを嘘つきになさらないでね？」

            「はい！」

            「結構」

            　わたくしはロレッタの手を引いて立ち上がらせると、二人に言いました。

            「あなたたちは見所がありますわ。今日からわたくしのものになりなさい」

            　

            　

            「っていじめられてた子が、今じゃ同世代有数のピアニストですからねぇ。あの時いじめてた子たちですら、今じゃロレッタのファンですし」

            「ピピだって、今度のコンサートのソリストでしょ？　凄いよ」

            　お互いを褒め合うピピとロレッタは、とても誇らしそうでした。

            「あれだけのことをしておいて、調子のいい方たちですわね、全く」

            「アハハ……、過ぎたことですから。もう気にしてません」

            「ロレッタってそういうとこ、ちょっとさっぱりしすぎだと思う」

            　わたくしとピピは少し不満でしたが、ロレッタはもう水に流したようです。

            「ま、わたくしの人を見る目は確かだったってことですわね」

            　わたくしが満足げに言うと、

            「つまりクレア様のお眼鏡に適った私も、将来有望ってことですね？」

            「あなたを認めたことは、ただの一度もありませんわよ!?」

            　平民がふざけたことを言ったので、厳しく反論しておきました。

            「でも、クレア様には本当に感謝しているんです。あの時助けて頂かなかったら、私たち潰れちゃってたかも知れませんし」

            「はい、ありがとうございます、クレア様」

            　ピピとロレッタが改めて礼を言ってきました。そんなこと、必要ありませんのにね。わたくしは気に入らないものを気に入らないと言い、好きなものを好きなように手に入れただけですわ。

            「今さら水くさいですわよ。二人ともわたくしのゆうじ――所有物なんですから」

            「そうですよ、私たちの仲じゃないですか」

            「「「何しれっと混ざってます（る）のよ!?」」」

            　思わず恥ずかしいことを言いそうになったので、わたくしは平民を弄ることで誤魔化したのでした。

            　

            　

            　◆◇◆◇◆

            　

            　

            「ねえ、レイ。あなたっていわゆる同性愛者なわけ？」

            　それはある日のお昼休みのことでした。食堂で食事を取っていると、ミシャが唐突にそんなことを平民に尋ねました。あまりにも率直すぎる聞き方に、わたくしは喉を詰まらせて咳き込みます。

            「けほっけほ。ちょっと、ミシャ。どう触れても面倒なことにしかならないことを……」

            「ミシャ様。こういったことは、あまりおおっぴらに語るものではないと思いますよ？」

            　レーネも、この話は避けるべきという点では一致しているようです。

            「別に話してもいいけど、聞きたい？」

            「親友としては気になるわね」

            　わたくしとレーネの危惧などどこ吹く風といった様子で、淡々と会話をするミシャと平民。別にわたくしは興味があるわけではありませんが、それでも聞いてみたい気持ちも少しはありました。

            「んー……。多分だけど、私はそうなんだろうね。これまで男性を好きになったことはないし」

            


            


            

            　あっけらかんと平民は言ってのけました。まさかとは思っていましたが、やっぱりそうですのね。わたくしは平民から距離を取りました。すると、それに気付いた平民が離れた分だけ距離を詰めてきます。わたくしはさらにまた距離を取りました。

            「どうして距離を取るんです？」

            「身の危険を感じるからですわよ」

            「そんな、何にもしませんってば」

            「どうかしらね」

            　同性に性的欲求を持つなんて普通ではありませんわ。このような者を側仕えにしておいて大丈夫なのかしら。いつ何時、貞操を奪われるか分かったものでは――。

            「クレア様。同性愛者だからといって、その反応は偏見がすぎるかと存じます」

            　しかし、ミシャは意外なことを言いました。

            「どこがですの？」

            「例えば、クレア様は異性愛者ですよね？」

            「当たり前ですわ」

            　これまでに女性を好きになったことは……あ、あれは違いますわよね!?　お姉様のことはちょっと勘違いしていただけで……。でも、お姉様が相手だったら別に……いえ、何を考えているんですの、クレア＝フランソワ。

            「セイン様が好きなんですよね」

            　からかうように平民が言ってきます。この娘はどうしてだか、最初からわたくしの恋心について知っていましたが、どこで知ったのでしょう。

            「レイ、茶々を入れないの。ちょっと黙っていて」

            　ふざけ倒そうとする平民を咎めて、ミシャは続けました。

            「クレア様が男性に、襲うなよと言われたらどう思いますか？」

            「わたくしははそんな痴女じゃありませんわよ！」

            「そうですよね。でも、クレア様がレイに言ったことは、まさにそういうことですよ」

            「……あ」

            　わたくしは自分の中に確かに偏見があったことに気がつかされました。同性愛者だからと言って好きになる相手が同性なだけで、他は普通の人と変わらないのでしょう。常に欲情しているわけではありませんし、むやみやたらと性的な言動をするわけでもありません。この平民はちょっと、日頃の行動に問題ありのような気もしますが。

            「ま、まあ……。好きになった相手がたまたま女性だったというだけですよね。性別なんて関係ないってことですよね」

            　少しひりついた空気を解きほぐすように、レーネが明るく言いました。しかし――。

            「ん？　それは違うよ？」

            「え？」

            「性別はちゃんと関係ある」

            「そ、そうなの？」

            　平民によるとレーネの言うことは、これまたよくある同性愛者への思い込みなのだそうです。考えてみると当たり前のことですが、同性愛者は異性を性的な意味で好きになりません。好きになれば性別は関係ないというのは物語としては美しいですが、現実の同性愛者にとっては綺麗事に過ぎないのだとか。そういう意味で、性別はちゃんと関係がある、と平民は言いました。

            「そうなのね。私もよく知らなかったわ」

            「まあ、知る機会もないだろうから、仕方ないと思うよ」

            　同性婚が認められているナー帝国とは違い、バウアーでは同性愛というのは圧倒的少数派です。わたくしが持っていたような偏見は普通ですし、理解しようとする動きもあまりありません。戯曲や小説の中で描かれる同性愛者は、わたくしが思い込んでいたように性にだらしない人か、あるいはレーネの思い込みのような極端に理想化された存在でした。実際に当事者から話を聞けば、そうでないということは分かるはずですのに。

            「私たちにもっとこうして欲しい、とかそういうことはある？」

            　ミシャは静かに平民に問いかけました。彼女は本当に平民のことを大切に思っているのでしょう。積極的に彼女を理解しようとする姿勢が見られます。

            「んー、別にないかな。私はクレア様を毎日愛でられるだけで幸せだし」

            「あなた、そういうことばっかり言っているから、私も身の危険を感じるんですのよ？」

            　確かに、わたくしの中にも偏見はあったでしょう。でも、この娘は自ら率先してそれを助長するような振る舞いをしていました。あんなことでは、誤解されても仕方ないじゃありませんの。

            　わたくしはそう思ったのですが、

            「茶化さないとやっていけないんですよねー」

            　平民は珍しく力なく笑いました。いえ、それはわたくしの気のせいだったかも知れません。でも、普段の満面の笑みとは違う、どこか儚い笑いだったようにわたくしには見えました。

            「レイ……あなた……」

            　ミシャが気遣わしげな視線を平民に送ります。

            「大丈夫、大丈夫。思いが報われないなんていつものことだから」

            　平民はわたくしのことを好きだと言います。聞く限り、それはどうも本気のようです。ですが、わたくしにそのつもりはありません。

            　どうしてでしょう。言い寄られることなど慣れきっていたはずですのに、この平民の想いに応えられないことは、なぜだか少し胸が痛みました。

            「じゃあ、レイはクレア様のことは諦めているわけ？」

            「今日はずいぶん踏み込んでくるね、ミシャ」

            「気を悪くしたなら謝るわ」

            「そんなことはないけどね。そうだねー。諦めてるかと言われると、そうだとも言えるし、違うとも言えるかな」

            「どういうこと、レイちゃん？」

            　要領を得ない平民の言葉に、レーネが問いを重ねます。

            「クレア様に思いを受け取って貰えるとは考えてないよ。クレア様には好きな人いるし、それを応援してるし、近くにいられるだけで幸せだし。でも――」

            「でも？」

            　わたくしも問いました。

            「でも、だからってクレア様のことを完全に諦められるかっていうと、それはちょっと無理ですねー」

            　あはは、と平民は茶化そうとしましたが、それは上手く行きませんでした。なぜだか――本当に気の迷いとしか思えませんが、わたくしはふいに平民を抱きしめたいような衝動を覚えました。

            「まあ、そういうわけなので、クレア様は今まで通りでいて下さい。私は現状の関係で割と幸せなので」

            「……そう……」

            「別に好きになってくれてもいいんですけれどね？」

            「なりませんわよ」

            「デスヨネー」

            　わたくしは内心の動揺を押し殺して、平民の言葉を即座に否定しました。

            「はい、この話はここまで。じゃあ、クレア様。いつも通りイチャイチャしましょうか」

            「しませんわよ!?　ってか、したことありませんわよ!?」

            「またまた。まんざらでもないくせに」

            「寝言は寝てからおっしゃい！」

            「あはは」

            「……」

            　そこから先は、普段のわたくしたちでした。わたくしを平民がいじり、レーネが宥めて、ミシャがそれを見守っています。そう、いつも通り。でも、わたくしはほんの少し――本当にほんの少しだけ、平民のことが気になりました。道化のように振る舞っているこの娘は、これまで一体どれだけ傷ついて来たのだろう、と。

            「クレア様」

            「なんですの」

            「私のこと嫌いですよね？」

            　答えを欲していない、分かりきった問いかけです。ですからわたくしも、期待通りの言葉を返します。

            「当たり前でしょう」

            「デスヨネー」

            　平民はその言葉に満足したように笑いました。

            「でも、私は好きですよ」

            　報われないことが分かっていても、あなたは好きになることをやめないんですのね。　

            「同じ同性愛者の人を好きになればいいんだろうけどねー」

            　そんな風に呟く平民はもうすっかりいつもの彼女でした。でも、それを見つめるわたくしの胸からは、ずっと切ない痛みが消えないのでした。

            


        
        
            第二章　わたくしと生意気なメイド

            　

            　

            「という訳で、今年も希望者には学院騎士団への選抜試験を行うものとする」

            　土曜日の学院の講義室。生徒たちの前でそう言ったのは、現学院騎士団長であるローレック＝クグレットでした。セカンドネームからお分かりの通り、彼はロレッタの兄です。クグレット伯爵家は武門の家系で、軍の要職を占めている名家の一つです。王国内でいち早く魔法の重要性に気づき、王国の魔法文化の功労者であるトレッド＝マジク先生から教えを請うことで、魔法導入後も勢力を維持した家でもあります。

            　ローレックは武門の跡取りらしく、サバサバとした性格で温厚な人柄をしています。その辺りはロレッタも同じなのですが、彼女の場合はあまり細かいことを気にしない大雑把な性格と言うべきかも知れません。

            　ローレックの言う学院騎士団というのは、王立学院内の自治組織のことです。学院生の中から選抜された数名の生徒で構成されるそれは、上位の生徒ならば教師に匹敵する権限を持ちます。伝統的に王族を始めとする上位貴族が所属することが多く、学院内の自治と風紀取り締まりを担当します。もちろん学院騎士団の名の通り、有事の際には戦闘にも参加するので、ただの名誉職というわけでもありません。

            「オレは当然、受けるぞ」

            　ロッド様が真っ先に名乗りを上げました。ロッド様のご性格からすれば、これは当然のことですわね。

            「僕も受けます」

            　ユー様も手を上げました。まるで女性のようなたおやかなお顔立ちのユー様ですが、彼の「氷の王子」と呼ばれる戦闘スタイルは、恐らく学院でも有数の戦闘能力に違いありません。魔法の扱いのみに限ればそれほどでもないのですが、ユー様には幼い頃から仕込まれてきた白兵戦闘の技術があります。

            「セイン、お前もだぞ」

            「……面倒くさいな、正直」

            　ロッド様に促されて、セイン様も手を上げました。セイン様の性格上、こう言った団体行動はあまり好みではないのでしょうけれど、王子でありながら騎士団に参加しないというのは許されることではありません。

            「王子様方の参加はありがたいです。ぜひ、試験を頑張って下さい。他にはいるか？」

            「わたくしも挑戦しますわ」

            　ローレックの問いに答えて手を上げたのは、もちろんわたくしです。

            「クレア様……。しかし、ご婦人には少々荷が重いのでは？」

            「そんなことはありませんわ。確かに筋力などでは男性に及びませんけれど、魔法の扱いや日常の事務能力を考えれば、私にも受ける資格が十分にあるはずです」

            　フランソワ家の者は皆、代々学院騎士団に所属していました。お父様も、そしてお母様もそうです。ならば、わたくしがそれに倣ならわない手はありません。

            　ローレック学院騎士団長は少し逡巡していたようですが、そこは長を務める力量のある人です。すぐにいいでしょう、と快諾した。

            「なら私も」

            　すぐ横で平民も立候補しました。わたくしは露骨に嫌そうな顔をしました。

            「あなたには無理ですわよ」

            「あれ？　入学直後の試験で礼法以外私に負けたクレア様がそれ言っちゃいます？」

            「キーッ！　次の試験は負けないから、見ておきなさい！」

            　一度の勝負に勝ったくらいで調子に乗って！　今に見ていないさいよ！

            「ミシャ、貴女も受けなさいな。万一、この平民が受かったら、手綱を握る者が必要でしょう？」

            「私はレイの保護者じゃないんですが……」

            　万一のことを考えて、わたくしはミシャにも声を掛けました。ミシャは気乗りしない様子でしたが、それでも仕方なさそうに手を上げます。

            　その他にも何人かの生徒が手を上げ、ローレックはその名前をメモすると試験要綱を配布しました。

            「試験は明日、日曜日の朝から始める。試験項目は事務と魔法の二項目だ。詳しいことは要綱に書いてあるから各自目を通しておくこと。それでは、失礼する」

            　そう言ってローレックは立ち去りました。そのまま解散の流れになります。

            「ふん、あなたのような卑しい輩に、学院騎士団など無理に決まってますわ」

            　わたくしは隣に座っている平民を馬鹿にするように言いました。……で、どうしてこの平民は生暖かい笑みを浮かべているんですの？

            「クレアにレイ、ミシャも受けるのか、楽しみだな」

            「ロッド様……」

            「僕らも頑張らないとね、セイン兄さん」

            「俺はどうでもいい」

            　三王子もいらっしゃいました。余裕たっぷりのロッド様、静かな自信を見せるユー様、どうでも良さそうなセイン様と三者三様です。

            「あなた、本当にぶれないわね。大方、学院騎士団に憧れなんてないんでしょう？」

            　ミシャが平民に問いかけると、

            「うん。クレア様と一緒にいたいからだよ」

            「やっぱり」

            　溜め息とともにやれやれ、とミシャは両手を上げました。ミシャは始めは受けるつもりがなかったようですが、受けると決めた以上は彼女の性格からして手は抜かないでしょう。

            「試験というのはどんなことを試されるかご存じでして、ロッド様？　事務と魔法を試すとしか伺っていないのですけれど」

            　わたしはロッド様に問いかました。先に述べたとおり、王族が代々学院騎士団に所属していることは周知の事実なので、わたくしは概略を聞かせて頂こうと思ったのです。

            「そいつは言えないな。チャンスは公平にしないと。まあ、明日になれば分かるだろ。事前の準備ったって、今日の明日じゃあたいしたことも出来ないだろうし」

            「そうですわね」

            　とはいえ、試験は試験。ということで――。

            「平民、勝負ですわ！」

            　わたくしは平民をキッと睨み付けて言い放ちました。平民の頭の上でレレアが驚いたように跳ねます。レレアというのは、平民が手なずけたウォータースライムの幼体です。魔物ではあるのですが、非常に愛らしく。一つ一つの挙動がとても可愛いのでした。それはさておき。

            「もし、学院騎士団に受からなかったら、あなたは学院を去りなさい」

            「え、やですけど？」

            「だから、少しは考えたらどうですの!?」

            　どうしてこの平民は毎回毎回、わたくしのやる気を削ぐようなことを。

            「仕方ないですね。じゃあ、今回も前と同じ条件で行きましょう」

            　わたくしは、ええ、いいですわよ、と言いかけて、

            「ちょっと待ちなさい。また引っかけるつもりですの？」

            　そう、前回の勝負でわたくしは見事にこの平民の卑劣な罠に掛かったのでした。

            「まあ、そんな意地悪はしませんよ。単純に私が落ちたらクレア様の負け。私が受かったら私の勝ちということでどうですか？」

            「いいで……よくありませんわよ!?　どっちにしてもわたくしの負けじゃないですの!?」

            　全く、油断も隙もないこと。

            「仕方ありませんね。私が落ちたらクレア様の勝ち。私が受かったら私の勝ちということで手を打ちましょう」

            「わたくしが受かったら、わたくしの勝ち、ではいけませんの？」

            「クレア様は受かるでしょう。それだけでクレア様の勝ちとするのは、分が悪すぎます」

            　平民のその言葉に、わたくしは少し気分を良くしました。この平民も少しは物事が分かるようになったじゃありませんの。

            「いいですわ。あなたが勝ったら？」

            「前と同じく、私の言うことを何でも一つ聞いて頂きます」

            「いいでしょう」

            「かしこまりました。では、勝負ですね」

            　わたくしたちは以前と同じく、ミシャ立ち会いの下で神への宣誓を行いました。こうしてわたくしたちは、学院騎士団選抜試験に臨むことになったのです。

            　

            　

            　◆◇◆◇◆

            　

            　

            「おーっほっほ！　わたくしが直々に引導を渡してあげますわ」

            　わたくしは自信満々に笑いつつ、平民に指を突きつけました。

            　ここは学院の演習場の一つです。わたくしと平民は騎士団選抜試験の一次試験を突破し、実技試験へと進んだのでした。実技試験は模擬戦です。既に九組の対戦が終わり、残すは私と平民だけになりました。

            「そうは行きませんが、たくさん遊びましょうね」

            　わたくしを前にしても、平民は余裕の表情です。ふん、きっとダブルキャスターだからと言ってうぬぼれていますわね。

            「遊び、ですって？　平民風情が、わたくしを簡単に倒せると思わないことですわ」

            「ふふ、頑張ってください」

            「キー！」

            　平民は飽くまでわたくしを小馬鹿にしたような態度を崩しません。目にもの見せてくれますわ。

            「両者準備はいいですか？」

            「よくってよ」

            「はい」

            「では、最終試合……始め！」

            　わたくしは魔法杖を油断なく構え、平民の出方を見ました。しかし、平民は特に何をするでもなく片手にだらりと杖を提げ、こちらの様子を窺っているようです。

            「来ませんの？」

            「クレア様こそ」

            「わたくしのは余裕というやつですわ」

            「そうですか」

            　軽い言葉の応酬。しかし、平民はやはり動こうとしません。

            「あなた、ホントに来ませんの？　勝負にならないじゃないですの」

            「や、私はクレア様を眺めているだけでも幸せなので」

            「おちょくってますわね!?」

            　こうなったらわたくしから――と思ったその時、

            「まあでも、こうしていても何ですし、私から」

            　平民はすっと右腕を上げました。

            「閉じろ」

            　言葉と供に視界が閉ざされます。気がつくと、わたくしは何かの中に閉じ込められていました。どうやら土属性魔法で作った檻のようです。

            　侮られたものですわ。

            「ふん、こんなもの」

            　わたくしは火属性魔法の槍を叩きつけると、土壁を溶解させて外に出ました。全くもう……、少し土埃が着いてしまったではありませんのよ。わたくしが肩を払っていると、平民の方でまた動きがありました。

            「ではさらに嫌がらせを」

            　平民は小さな石製の矢を生成して、こちらに放ってきました。

            「無駄ですわ」

            　わたくしは大きく真横に腕を振ると、目の前に炎の壁を吹き上がらせました。平民の放った石矢が溶解して消えます。

            「こんなものですの？」

            「いえいえ、さすがはクレア様です」

            「ふん。なら、今度はこちらから行きますわよ」

            　わたくしは片手を上げると、その上に大きな槍をイメージしました。火属性魔法フレイムランス――中適性魔法ながら、適性の高い者が使えばその威力は跳ね上がります。空に向かって伸ばした手のひらの上で、馬上槍ほどの魔法槍が燃えさかりました。

            「貴族たるもの、魔法ですら芸術的にですわ」

            「さすがはクレアさま！　センスは別としてハイレベルな制御能力ですね！」

            「だまらっしゃい!?」

            　しょせん平民などに、この芸術性は理解出来ませんのね。……これ、そんなにかっこ悪いかしら。と、とにかく！

            「消えなさい！」

            　わたくしが手を振り下ろすと同時に、炎槍は凄まじいスピードで平民の元に飛んでいきました。平民はそれを土壁で防ごうとしているようです。

            「おバカさん！　先ほど溶かしたのを忘れましたの!?」

            　わたくしの炎槍はそんじょそこらのフレイムランスとは桁違いの威力を持っています。また、土属性魔法は火属性魔法と相性が悪く、わたくしの槍は平民の土壁を貫通するはずでした。しかし――。

            「!?　溶けない!?　なぜ……!?」

            　平民が作り出した金属光沢を持つ謎の土壁は、わたくしの炎槍を頑としてはねのけました。

            「腐っても超適性ということですわね」

            「恐縮です」

            「でも、他にいくらでもやりようはありましてよ？」

            　わたくしはもう一度炎槍を生成すると、それをわざと平民から外れた方向へと放ちました。

            「曲がりなさい！」

            　わたくしはそれを平民の死角から迫るように軌道を制御しました。しかし、敵もさるもの。平民は自分の背後に先ほどの土壁を生成して防御を試みます。でも、甘いですわ。

            「弾けなさい！」

            　炎槍と土壁が接触する直前に、わたくしは指を鳴らしました。その拍子に炎槍が弾け、特大の炎槍は無数の小さな炎弾となり、防壁を回り込むように降り注ぎました。

            「とりましたわ！」

            　今度こそ、わたくしは勝利を確信したのですが、

            「はい、惜しい」

            　平民はなんと、わたくしが生成した魔法弾を全て、謎の土弾で打ち落として見せたのです。

            「おいおい、あそこから間に合うのかよ」

            　ロッド様が呆れ半分、賞賛半分の声を上げます。

            「ぐぬぬ……。平民のくせに……」

            「あれ？　どうしました？　もう終わりですか？」

            「まさか」

            　わたくしは次の一手を打つことにしました。

            「ロッド様、ご無礼を」

            「あ？」

            　わたくしは炎槍から一つ魔法のレベルを落とし、炎弾を無数に生成して平民に叩きつけました。平民はそれを謎の土壁で防ぎます。でも、それは計算の上のこと。

            「まだまだ！」

            　わたくしは構わずに次から次へと炎弾を浴びせ続けました。

            「なるほどね」

            　ユー様が納得したような声を上げた。そう、これはロッド様が先ほどミシャとの戦いで見せた酸欠戦法のコピーです。いかに平民の防御壁が強固であろうと、連続して殺到する炎弾によって消耗していく空気はどうしようもないはずです。

            「じゃあ、こうかな」

            　ところが、平民はそれにさえ対応してきました。防壁を自分のごく近くから外側に向かって移動させて行きます。炎弾を押し返しつつ空間と空気を確保しようという心づもりでしょう。平民はさらにそのまま防壁を拡大し、回り込ませるようにわたくしを飲み込もうとしました。

            「そうは行きませんわよ？」

            　大方、最初のようにわたくしを閉じ込めようとする一手でしょうけれど、そうは行きません。わたくしは足を使ってそれを回避すると、平民との距離を取りました。

            「オレたちみたいな派手さはないが、玄人好みの見応えのある試合になったな」

            「そうですね」

            　ロッド様とミシャの会話が聞こえます。わたくしはともかく、平民がここまで戦える相手だったとは誤算です。頭でっかちの優等生というわけではありませんでしたのね。

            「この……。生意気な」

            「さあ、クレア様。次は何を見せて頂けるんですか？」

            「調子に乗るんじゃなくてよ」

            　わたくしは両手をふわりと上げました。虚空に四つの家紋――フランソワ家の紋章が浮かび上がります。

            「平民相手にこれを使うことになろうとは……。光よ」

            　わたくしの声と供に、紋章から四条の熱線が迸りました。熱線は平民のすぐ両横を通り過ぎ、地面を蒸発させていました。流石の平民も、顔に緊張の色が見えます。

            「今のは警告ですわ」

            　これこそ、わたくしの切り札、火属性高適性魔法マジックレイです。非常に殺傷力の高い魔法のため、これまでにも使ったことは数えるほどしかありません。

            「わたくしでもそう何度も撃てるものではありません。でも、威力は分かりましたでしょう？　結界があるとはいえ、直撃したらただでは済みませんわよ？　降参なさいな」

            　勝利を確信したわたくしは、平民に降伏勧告を突きつけました。いくら鼻持ちならない平民相手とはいえ、無闇に怪我をさせたくはありません。

            「うーん、そうですね。それもいいんですけど……」

            「けど？」

            「やっぱり悔しいので勝ちに行きます」

            　え？　わたくしが耳を疑った瞬間、視界が上に飛んでいきました。

            「きゃあ！」

            　気がつくと、わたくしは地面に開けられた穴の中に落とされていました。最初は五メートルほどだった穴の深さが、みるみる内に深くなっていきます。

            「ちょっと！　こんな地味な魔法で！」

            「でも、有効ですよね？」

            　平民の言うことは悔しいですがその通りでした。セイン様のように空中を移動できればまだしも、わたくしにはこの落とし穴というものに対処する方法がありません。炎属性で足場を形成するのは無理ですし、垂直の推進力を得ようとするのは、この穴の狭さでは危険すぎます。水属性であれば水を徐々にためて浮かぶことも出来るでしょうけれど、それも穴を掘り下げるスピードを上回るのは困難でしょうし、下手すると溺れてしまいます。

            　でも、こんな……こんな地味な魔法で……！

            「認めませんわよ、こんな決着！」

            「じゃあ、脱出してみて下さい」

            「待ってなさい！　こんなもの魔法で穴を広げて――」

            「……諦めろ、クレア」

            　なおも食い下がろうとするわたくしを止めたのは、セイン様の涼やかな声でした。

            「何を仰いますのセイン様。わたくしはまだ――」

            「……気づいていないのか。レイはお前の炎属性に有効な水属性の魔法を一度も使っていないんだぞ？」

            「!?」

            　セイン様の指摘に、わたくしは愕然としました。平民の適性は水と土の超適性。そして、彼女はこの実技試験において、確かに一度も水属性魔法を使っていないのでした。

            「あなた……手加減していましたの？」

            「はい！」

            「くうぅぅぅ！　馬鹿にして……！」

            「で、クレア様、まだやります？」

            「当然ですわ！」

            　わたくしはむきになって周囲の土を火属性魔法で溶かそうとしますが――。

            「クレア様、がんばれー」

            「ほんっとうに性格悪いですわね、あなた!?」

            　わたくしが溶かした側から、意地の悪い平民が土を追加してきます。

            「～～～～～～！」

            　わたくしは冷静さを欠こうとしていました。こんなにあっさりと平民の術中にはまったのは、わたくしの油断です。魔法適性についての知識は事前からありました。こうなったのはわたくしの責任です。

            （なにか……何か出来ることはありませんの……！）

            　自分で言うのもなんですが、わたくしは優秀な人間の部類だと思います。無力であることを痛感したのは久しぶりでした。ここまで一方的に何も出来なかった経験はほとんどありません。

            （……ああでも、あの時も……）

            　脳裏に蘇る鈍色の記憶。それはお母様が亡くなった時のこと。あの時も、わたくしは何も出来ずにただお母様の死を受け入れることしか出来ませんでした。

            （またあんな思いをするくらいなら……！）

            　爆発を推進力にする方法は危険だということは百も承知ですが、何もしないよりはましかもしれません。わたくしは覚悟を決めて、足の下に魔力を――。

            「クレア様、申し訳ありませんがレフェリーストップとさせて頂きます。勝者、レイ」

            「お疲れ様でした」

            　レフェリーストップで、わたくしは敗北を宣言されてしまいました。

            「わたくしは認めませんからね!?」

            　

            　

            「クーレーアーさーま！」

            「分かってますわよ。なんなりと仰いなさい」

            　試験は勝敗ではなく内容で判断するものでしたので、わたくしも平民も無事に学院騎士団に合格することが出来ました。騎士団員の証しである徽章を受け取ったところで、平民が嬉しそうにやってきました。どのような形であれ敗北は敗北。わたくしは大人しく平民の言うことを聞くつもりでした。

            　ところが、

            「私の願いは、以前と同じです」

            「え？」

            「何があっても、諦めないでください」

            「ちょっと、どういうことですの？　それは前回お約束したでしょう」

            　わけが分かりません。平民はこの性格です。わたくしが何でも言うことを一つ聞くのであれば、喜んでそれを自分の欲望を満たすために使うと思っていたのですが。

            「いいんです。同じで。もう一度約束して下さい」

            「構いませんけれど……。本当にそんなことでいいんですの？」

            「はい」

            「分かりましたわ。わたくし、クレア＝フランソワは、神に誓って諦めたりしません。いついかなる時も希望を捨てず、最後まであがき続けることを誓いますわ」

            「結構です」

            　なぜだか、平民はとても満足そうに笑っています。本当に、この平民の行動基準はよく分かりませんわ。

            「クレア様、お腹がすきました。食堂に行きましょう」

            「あんな卑劣な勝ち方をしておいて、悪びれもしませんのね」

            「ありがとうございます！　頑張りました！」

            「褒めてませんわよ!?」

            　次に手合わせする機会があったら見てなさい、などとわたくしが決心を固めていると、

            「ずっとそのままのクレア様でいてくださいね」

            「はあ？　何を突然」

            「いいえ、なんでも。さ、行きましょう、クレア様」

            「ちょっと！　気安く触るんじゃないですわよ、平民！」

            　わたくしの手を取って食堂へと向かう平民の顔は、なぜだか少し憂いを帯びていたように見えました。

            　わたくしは今になっても彼女のことがよく分からないのでした。

            　

            　

            　◆◇◆◇◆

            　

            　

            「それでは、バウアー王立騎士団第百四十三期生の入団を祝って――乾杯！」

            「「「かんぱーい！」」」

            　グラスを打ち付け合う音が部屋に響きました。ここは学院の中にある騎士団に割り当てられた会議室です。普段は書類に埋もれているらしいのですが、今は綺麗に片付けられ、デスクには様々な料理が大皿で配されています。わたくしが普段口にしているものと比べると一段落ちますが、普通の貴族なら喜べるレベルのご馳走が並んでいます。平民などは乾杯の音頭の直後から忙しなく料理を自分の皿に盛り付けているのでした。

            「全く……卑しいですわね。これは言わばセレモニーですのよ？　食事は形式的なものですわ」

            「えー、だってもったいないじゃないですか。それに、これ結構いけますよ？」

            　平民の皿を見ると、数種のパンにローストビーフ、野菜のマリネなどが手際よく盛り付けられていました。彼女の頭上ではウォータースライムのレレアもビスケットをもぐもぐしています。

            「ふん、平民のあなたにはそれで満足なのでしょうけれど、わたくしの口には――」

            「クレアは不満なのかい？」

            「ゆ、ユー様……」

            　わたくしが平民を嘲あざけろうとした所にやってきたのはユー様でした。その手には平民と同じく、料理が盛られた皿があります。

            「結構、美味しいよ？　そりゃあ、ブルーメなんかと比べるのは気の毒だけどさ」

            「おう。ローレック団長たちが気ぃ利かせてくれたみてぇだな」

            　ロッド様もお肉をもりもり召し上がっています。

            「……クレアは食べないのか？」

            　そう尋ねて来たのはなんとセイン様でした。セイン様も自分の皿に野菜を中心とした料理を盛り付けて召し上がっているようでした。

            「あ……えっと、その……わたくしは……」

            「お待たせしました、クレア様。お料理をお持ちしました」

            　一人孤立しそうになっていたわたくしを救ってくれたのは、レーネでした。レーネは焼き菓子を中心にしたデザートを綺麗に盛り付けた皿をわたくしに向かって差し出すと、パチンとウィンクして見せました。

            「ああ、レーネに取りに行かせてたんだね」

            「ええ、ええ！　そうなんですのよ。レーネに任せておけば、栄養バランスもばっちりですのよ」

            「そうだよなあ。これだけ歓待されて口をつけないなんて無礼を、フランソワ家の令嬢がするわきゃねぇか」

            「……ふむ」

            　三王子も納得した様子を見せました。　さすがはレーネ、わたくしのメイド。どこかの役立たずとは大違いですわね。

            　わたくしがホッと胸をなで下ろしていると、ローレック団長がやって来ました。

            「王子様方にクレア様、入団おめでとうございます。レイとミシャもおめでとう。優秀な団員を迎えられて、団としては嬉しい限りですな」

            　がっはっは、と豪快に笑うローレック団長は、あまり礼儀作法を得意としていないようですが、不思議と無礼さを感じさせない人でした。

            「おう、団長。世話になるぜ」

            「最初は勝手が分からず迷惑をかけると思うけど、よろしくね」

            「……よろしく頼む」

            　それは三王子も同じだったようで、彼の無礼を咎めることはせず、むしろ彼を立てるような発言をなさいました。

            「よろしくお願いしますわ、団長」

            「これはこれは皆さんご丁寧に。こちらこそよろしくお願い申し上げる」

            　わたくしも王子様方に習って挨拶をすると、ローレック団長はからからと笑いました。つられたのか、平民の上でレレアもぴょんぴょん跳ねています。可愛いじゃないですのよ、もう。

            「副団長も紹介しておこう。ランバート、こっちに来てくれ」

            「はい」

            　ローレック団長に招かれ、人の間を縫ってやってきたのは、細身の学者然とした雰囲気の男性でした。わたくしは彼のことをよく知っています。

            「彼の名はランバートと言います。クレア様はご存知ですな。レーネの兄に当たります」

            「ええ、存じおりますわ」

            「妹がお世話になっております」

            　そう言うと、ランバートは如才なく礼をしました。その所作には淀みがなく、ローレック団長よりもよほど団長然としているほどでした。

            「ってーことは、平民か。平民で騎士団に合格するたぁー、優秀なんだな」

            「いえ、私など……」

            「こら、ランバート。無意味な謙遜はするな。ロッド様の仰る通りです。彼は戦闘能力こそ人並みですが、彼にしかない才能があります」

            「へえ、それはどんなものだい？」

            　ユー様も興味を持ったようでした。

            「彼は魔物の研究者なのです。従魔化を始めとする魔物のコントロールを専門にしています」

            「魔物のコントロール、ですの？」

            　わたくしは平民の頭の上に視線をやりました。

            「その節は世話になりましたね、ランバート」

            「クリストフ様!?」

            　柔和な声と供に現れたのは、背の高い金髪碧眼の男性でした。その一挙手一投足に気品が溢れており、その隙のなさは王族たる三王子にも負けないほどでした。

            　彼の名はクリストフ＝アシャール様。カトリーヌの義理の兄であり、名門アシャール侯爵家のご嫡男です。彼はロレッタの婚約者でもあります。

            「よかった。来て下さったのですな、団長」

            「よして下さい、ローレック。私はもう団員ですらないのですから。他ならぬあなたの頼みだからこうして顔を出させて貰いましたが、本来であれば私はここにいることの許されない身ですよ」

            　クリストフ様は苦笑しながら言いました。

            「それはそれとして、これ食べますか？　ドーナツという焼き菓子なのですが」

            「ふむ、奇妙な形の菓子ですな？　……ん、味は悪くないと思います」

            　クリストフ様は手に持っていた紙袋から円形の焼き菓子を取り出すと、それをローレック団長に手渡しました。一口囓ったローレック様は及第点、という顔をしました。

            「焼き菓子のことはともかく、あいつらは一体何の話をしてたんだ？」

            「なんだろうね？」

            「……分からん」

            　わたくしは彼らが何について話しているか分かっていますが、三王子は最初よく分からない様子でした。ローレック様はそれに気がつくと、王子たちに向き直って口を開きました。

            「去年、学院の周辺で噂になった魔物騒ぎのことはご存知ですか？」

            「ああ、ちらっと耳に挟んだことがあるな」

            「確か軍用の魔物が逃げ出したんだっけ」

            「……キマイラだと聞いている」

            　さすがは王子様方。ご自分に必ずしも関係が深くなくても、重要な案件には全て目を通していらっしゃるようです。

            「王子様方もご存知でしたか。ああ、これいかがですか？　なかなか美味しいお菓子なのですが」

            　クリストフ様は王子様方にもドーナツという菓子を勧めました。

            「一つ貰うか」

            「あ、美味しいね？」

            「……悪くない」

            　一つずつ手に取って口に入れた王子様方の反応は上々です。わたくしも気になったので一つ頂きましたが、私の口には少し合いませんでした。悪くはないのですが、少しジャンキーな味がしましたわ。

            「ところで、話の続きだけどよ」

            「ええ、ロッド様たちの仰る通りです。市民からの通報で我々騎士団が出撃したのですが……平民たちに被害を出した上、キマイラを取り逃がすという失態を犯してしまったのです」

            　クリストフ様が穏やかに説明をすると、ローレック団長とランバートが気色ばみました。

            「あれは失態などではありません！　学院内の貴族主義派が功を焦って余計なことをしなければ――」

            「そうです！　それなのに奴ら、クリストフ様に言いがかりを……」

            「実際に、被害は出たのです。キマイラに襲われた平民の女性――確かマリエル＝モンと言いましたか。彼女は重傷を負い、彼女の菓子店も経営が立ちゆかなくなったと聞いています」

            　やりきれません、とクリストフ様は沈痛な面持ちです。

            「その取り逃がしたキマイラを捕らえたのがランバートなのです。彼は研究中の魔物を操る魔道具を使って、キマイラを見事取り押さえました」

            「その甲斐あって、平民の身でありながらこうして騎士団の一員に加えて頂きましたが、一方でクリストフ様は引責辞任なさったのです」

            「責任者というのは、いざという時に責任を取るためにいるのです。これは当然の結果ですよ」

            「しかし――！」

            「そこまでにしましょう。王子様方の御前です。これ以上の問答は控えるべきでしょう」

            「……はい」

            　クリストフ様に諭され、ランバートは引き下がりました。どうもランバートはクリストフ様のことを崇敬しているようですわね。クリストフ様は父であるクレマン様とは違い、公明正大な人格者でいらっしゃるので、平民にも人気があると聞いています。

            「前置きが長くなりました。王子様方、クレア様、そして平民の二人も、騎士団のことをよろしくお願いします」

            　そう言うと、クリストフ様は軽く礼をしてから、会場を後にしました。辞任した前団長がいつまでもいるのはよくないと考えたのでしょう。思慮深い方ですわ。

            「なんつーか、遊ばせておくにゃ惜しい人材だな」

            「ただ、彼の父親がね……」

            「……アシャール侯爵はあまり好かん」

            　三王子もクリストフ様には好印象を持たれたようですが、やはり懸念はクレマン侯爵のようです。クリストフ様を下手に重用すると、それはすなわちアシャール侯爵家を重用することになり、ひいてはクレマン様を増長させることになります。

            「クレアひゃま～」

            「なんですのよ、平民。というか、パンをくわえたまま喋るんじゃありませんわよ。レレアが真似したらどうしますの」

            「貴族って大変ですねぇ」

            「今頃気がついたんですの？　あなた方お気楽な平民とは違うんですのよ」

            「平民で良かったです」

            　のほほんとした平民の顔を見ていたら、何だか気が抜けてしまいました。

            「ま、アシャール家のことは追い追い考えるさ。親父だってクリストフみたいな優秀なヤツはほっておかねぇだろうし」

            「そうだね」

            「……」

            　わたくしはまだ知らなかったのです。この時話題に出たキマイラ騒ぎやクリストフ様のことが、いずれわたくしにも関係してくるなんてことは。

            　

            　

            　◆◇◆◇◆

            　

            　

            　騎士団に入団して最初の仕事は、最近学生の間で噂になっているある騒ぎでした。

            「最近、夜になると幽霊が出るんです」

            　ゆ、幽霊ですって……？　自慢ではありませんが、わたくしは幽霊がとても苦手です。昔、ある出来事をきっかけに、お化けの類いはどうしようもなく怖くなってしまったのでした。

            「そ、そうですの。へー……、ふーん……」

            　わたくしはぎくりとしましたが、懸命に冷静なフリをしました。平民にこのことを知られたら、一体どれほどからかわれるか分かったものではありません。

            「目撃場所はどの辺りですか？」

            「友だちが見たのは二階と三階の間の階段だったらしいんだけど、私が見たのは調理室ね」

            「まちまちなんですね。幽霊に特徴は？」

            　平民はテキパキと事情聴取を進めて行きますが、正直わたくしは今にも「それ」が出るのではないかと気が気ではありませんでした。とはいえ、ここで仕事を放棄することなど出来ません。わたくしは誇り高きフランソワ家の一人娘であり、名誉ある学院騎士団の一員なのです。これは課せられた義務であり、わたくしには履行の義務があります。

            「そうね……。私、最初はそれを幽霊だって気づかなくて。不審に思って近づいたら、水を掛けられたわ」

            「み、水ですの？」

            「はい。学院の川で溺れ死んだ女の子の幽霊かもしれません」

            「ひっ」

            「どうかしましたか、クレア様？」

            「な、なんでもありませんわ」

            　思わず悲鳴が漏れてしまったのを何とか誤魔化します。そういえば昔そんな子がいたという噂を聞いたことがあります。亡くなった子は気の毒とは思いますが、現世の人間を脅かさないで欲しいですわ。そう、これは幽霊が怖いとかそういうことではなく、あの世とこの世の境界管理の問題です。……何を言い訳していますの、わたくしは。

            「貴重なお話をありがとうございました」

            「絶対、退治してね」

            「……ごきげんよう」

            　平民と供にそれからしばらく事情聴取を続けました。共通する情報は、「夜」、「調理室か階段付近」で「水に関係する事象を目撃した」ということのようです。

            「次は現場に行ってみましょうか」

            「……あなた一人でいいのではなくって？」

            「何言ってるんですか。一人で手がかりを探すよりも、二人の方が効率がいいに決まってるじゃないですか」

            「そ、そうですわね……」

            　それとなく現場に行くのをやめたかったのですが、鈍感な平民にはそれは通じなかったようです。これがレーネなら何も言わずとも察してくれますのに。ちなみにレーネはお父様の手伝いがあるとかで、今この場には同行していません。

            　などということを考えていると、調理室に到着しました。普段と変わらないはずのそこは、どことなくおどろおどろしい雰囲気が漂っているように感じました。

            「ここですね」

            「鍵がかかってますわよ？　仕方ありませんわ。ここは後回しに――」

            「あ、借りてきました」

            「……そうですの」

            　平民は鍵を取り出すとそれを鍵穴に差し込んで回しました。カチリという音を立てて鍵が外れます。わたくしは嫌でしたが、平民は構わず調理室の扉を開けました。

            　中を覗くと、一見そこは普段と変わらない調理室のように見えました。

            「クレア様は入り口付近を探して下さい。私は奥を見ます」

            「わたくしに指図するんじゃありませんわよ！」

            「じゃあ、クレア様が奥を見ますか？」

            「……仕方ありませんわね。譲ってあげますわ」

            　平民などに譲歩するのは悔しいですが、怖い物は怖いのです。とはいえ、仕事は仕事。わたくしは恐る恐る入り口付近を調べました。特に変わったところはない――そう思っていた時、わたくしは見つけてしまったのです。

            「ひっ!?　平民！　あなた！　レイ！」

            　気が動転したわたくしは、思わず平民のことを名前で呼んでしまいましたが、この時はそれどころではなかったのです。

            「どうしました？」

            「あ……あれ……！　……って、どうしてあなた半笑いですの？」

            「あ、すいません。クレア様が可愛らしくてつい」

            「こんなときにふざけるんじゃありませんわよ。それよりあれですわ、あれ！」

            　わたくしが指をさしたその先――調理室の扉の縁に、青いゼリー状のものがこびりついていました。

            「何でしょう……。単なる汚れとも思えないですね」

            　わたくしは恐ろしくて震えていましたが、平民はなんとそれに触ろうと手を伸ばしました。

            「触るんじゃありませんわよ！　何かあったらどうするんですの！」

            「あれ？　心配して下さるんですか？」

            「巻き込まれたくないんですの！」

            　思わず本音が漏れてしまいましたが、だってそうでしょう？

            「仕方ないですね。分析科に回しましょう」

            　平民は調理室にあったチョップスティックと空き瓶を一つ拝借すると、それらを使って青い物体を採取しました。

            　分析科というのは学院内にある施設のことで、名前の通り対象を分析する場所です。以前は博物学的な所でしたが、魔石が発見されてからは魔法的なもの――魔法石や魔物、魔法などを主に分析の対象にしています。レーネの兄であるランバートもそこに所属しており、魔物の研究をしています。

            「にしても、ここにはこれ以上の手がかりはなさそうですね」

            「早く出ましょう」

            「そうですね。夜にまた来ましょう」

            「……何ですって？」

            　わたくしは耳を疑いました。日中である今ですら怖いのに、夜になってからまたここに……？

            「夜になったら、真相が分かるかもしれないじゃないですか」

            「で、でもですわね。本当に幽霊が出たらどうするんですの？」

            「捕まえるなり、退治するなりすればいいじゃないですか。大体、幽霊見たことある人っているんですか？」

            「目撃談は良く聞きますわ。私の友人の友人が見たとも言っておりましたし」

            「あー……、こっちでも幽霊は怪談のカテゴリーなのかあ。ファンタジーなのに変なの」

            　平民は事もなげに言います。

            「変なのは貴方ですわよ、何ブツブツ言っていますの。そもそも、そういうのは軍の仕事ではありませんの？」

            「モノホンのアンデッドならともかく、幽霊ごとき学院騎士団で十分ですよ。大体、幽霊なんているわけないじゃないですか」

            「そ、それはそうですけれど、さっきのゲル状物質のこともありますし……」

            「大丈夫ですって。私が守ってあげますよ」

            「馬鹿になさらないで下さる!?　自分の身ぐらい自分で守れますわ！」

            　余裕綽々の平民が憎たらしくて、わたくしは思わずそう言い返してしまいました。ああ、これでは夜にまた来ることを承諾したことになるじゃありませんのよ。後悔しても後の祭りです。

            「それじゃあ、本番は夜ですね」

            「はあ……。どうしてあなたはそんなに楽しそうですの……」

            　

            　

            　夜。既に就寝時間に近く、学院寮はしんと静まりかえっています。改めて調理室にやって来たわたくしたちは、部屋の中の様子を注意深く観察しました。

            「……何もいませんわね？」

            「そうみたいですね」

            「ほら、異常は何もありませんでしたわ。きっと幽霊は何かの見間違いだったんですのよ」

            「念のため、一晩は様子を見ましょう」

            「ここでですの!?」

            　わたくしは平民の正気を疑いました。幽霊が出るかも知れない所で、一夜を明かす？　冗談でしょう？

            「大丈夫です。レーネに言って、寝具は用意して貰っています」

            　そういう問題じゃありませんわよ！　……というか、

            「最初からそのつもりだったんですわね？」

            「はい」

            　平民の楽しそうな顔といったら、本当に憎たらしいことこの上ありません。

            「布団の用意をしますね」

            「ちょっと！　ホントにここで一夜を明かすつもりですの!?」

            「そうですよ？」

            　そう言うと、平民はさっさと布団を準備し始めました。……って、ちょっとちょっと！

            「はい、じゃあ寝ましょうか」

            「一枚しか敷いてないじゃありませんの！　ちゃんと二枚あるんですから、二枚敷きなさいな」

            「え？　だってそれだとクレア様と同じ布団で寝られないじゃないですか」

            「それでいいんですのよ！」

            「わがままだなあ」

            「わたくしですの!?　わたくしが間違ってますの!?」

            　このやり取りも何度目かしら。でも、お陰で少しだけ怖さが薄れたような感じがしました。

            「クレア様は先に布団に入っていて下さいな」

            「あなたはどうするんですの？」

            「私はちょっと夜食でもと思いまして」

            　平民はパジャマの上からエプロンをつけると、調理室の氷室から材料を取り出し量り始めました。

            「……あなた、料理も出来ましたのね」

            「平民なら当たり前のことですよ」

            「……そうですわね」

            　貴族の子女の中にも、お菓子作りを趣味にしている娘は少なくありません。ですが、わたくしは料理の類いが一切出来ませんでした。また一つ、平民に負けた気がして、わたくしは少し面白くありません。

            「でも、最近は新しいレシピに挑戦したりしてるんです。それがけっこう、面白くて」

            「そうなんですの。平民らしい趣味ですこと」

            　憎まれ口を叩いたとき、わたくしはふと疑問に思いました。

            「……って、あなたいつも私の側に仕えてるじゃありませんの。いつ料理をしてるんですの？」

            「夜中にこっそりと、ですね」

            「ああ、そうなんです……の……？」

            　何かがわたくしの脳裏に閃きました。

            「夜中に……調理室で？」

            「はい」

            「まさか……。調理室の幽霊って……？」

            「はい、私のことだと思います！」

            「帰りますわ！」

            　なんてばかばかしい！　平民はきっと最初から幽霊騒ぎの元凶が自分だということを分かっていたに違いありません。なんて人騒がせな！　わたくしは付き合っていられず、布団をはねのけると調理室を出て行こうとしました。

            　その時、青い物体が私の前を通り過ぎました。

            「ひっ！　で、出たー！」

            「よく見て下さい、クレア様。レレアですよ」

            「え……？」

            　平民の言葉通り、よく見ると青い物体は彼女の従魔であるレレアでした。

            「それじゃあ、あのゲルの正体も？」

            「はい、レレアだと思います」

            　ウォータースライムの身体は不定形です。何か固く尖った場所にこすれば、その身体の一部がこびりつくのは不思議でもなんでもありません。タネさえ分かってしまえば、何ということはないのでした。

            「……本当に人騒がせな飼い主とペットですこと」

            「黙っていたのは謝ります。お詫びにこちらを召し上がって下さいな」

            　呆れたように言うわたくしに、平民が差し出して来たのは焦げ茶色の焼き菓子でした。

            「これは？」

            「新作のお菓子です。クレア様のお口に合うといいのですが」

            「何を言ってますの。わたくしの口に合うものなんて、それこそブルーメクラスでなければ到底――」

            　憎まれ口を叩きつつも、漂ってくる甘い香りに釣られて一口食べると、芳醇なチョコレートの香りが口いっぱいに広がりました。

            「!?　美味しいですわ!?　なんですのこれ。ケーキのようで中にとろっとしたものが……」

            「フォンダン・オ・ショコラという料理です。チョコレートケーキのなかに、温かくとろかしたチョコレートが入っています」

            「チョコレートはブルーメでも最近始めたばかりの最先端のお菓子ですわ。それを応用したお菓子が作れるなんて……あなた本当に何者ですの？」

            　考えてみると、この平民は謎が多いのです。お父様を心変わりさせた所から始まって、勝負に負けたわたくしに意味深なお願い、そして今度は平民に扱えるはずのない食材を使った美味。

            　わたくしが怪訝な視線を向けると、

            「何者って、クレア様の愛の奴隷ですけど？」

            「だからそういう冗談で誤魔化すんじゃありませんわよ！」

            「まあまあ。冷めると美味しくないお菓子なんで、早めにお召し上がり下さいな。今、お茶も入れます」

            「全く……。でも、このお菓子は素敵ですわ。褒めて差し上げます」

            「ありがとうございます」

            　その後は夜のティータイムを頂いてから、平民の戯言を子守歌に眠りに就きました。

            「やったぜ、お泊まりデート大成功」

            「……うるさいですわね……むにゃむにゃ」

            　寝る間際、平民が何やら余計なことを言っていた気がしますが、わたくしはチョコレートに囲まれる幸せな夢を見ていたのでした。

            　

            　

            　◆◇◆◇◆

            　

            　

            　幽霊騒ぎから少し経ったある日のこと。講義が終わり、レーネと平民を連れて学院の寮に戻ろうとすると、

            「あれ？　あれってクレア様の取り巻きさんじゃないですか？」

            「取り巻きって言うんじゃありませんわよ。でも、本当ですわ。ロレッタですわね」

            「お隣にいらっしゃるのはクリストフ様でしょうか」

            　道の脇に作られた花壇に囲まれたベンチで、クリストフ様とロレッタが何やら話をしているようでした。

            「まあ、お二人は婚約者同士ですから、積もる話もあるんでしょう」

            「邪魔しちゃいけないですね」

            「そうかしら？」

            　なんとなく、二人は会話が弾んでいるようには見えませんでした。クリストフ様の方は穏やかな表情でロレッタに話しかけていますが、ロレッタの方は身を固くしているように見えます。クレマン様と違いクリストフ様のことですから、おかしなことはしていないとは思いますが、わたくしは少し気に掛かりました。

            　とはいえ、レーネの言う通り二人の会話を邪魔することは出来ないのも事実。わたくしはそのまま通り過ぎようとしました。

            　ところが、

            「あ、クレア様！」

            「おや、クレア様。ご機嫌よう」

            　二人の方がわたくしたちに気がついて声をかけてきたのです。わたくしは仕方なくベンチへと進路を変更しました。

            「クリストフ様、ロレッタ、ごきげんよう。お二人で何を話していらっしゃいましたの？」

            　既に二人を観察していたことはおくびにも出さず、わたくしは如才なく二人に挨拶をしました。後ろでレーネと平民も礼をします。

            「ああ、大したことじゃないんです。ロレッタももう十六になったのですし、そろそろ正式に式を挙げませんかという話をしていました」

            「まあ！　そうでしたのね。ロレッタ、おめでとう」

            「あ……えっと、その……」

            　祝辞を述べるわたくしに対して、ロレッタは何やら言い淀みました。わたくしがおや、と思っていると、クリストフ様は苦笑して、

            「それが、結婚を渋られてしまいまして」

            「え？」

            「ち、違います、クリストフ様！　私はまだクリストフ様に相応しい淑女になっていないので、もっと花嫁修業を積んでからと――」

            　肩をすくめるクリストフ様に対して、ロレッタが慌てたように言いました。どういうことですの？

            　ロレッタの実家であるクグレット家はフランソワ家の派閥に属しています。以前言及した通り、クグレット家は古くからの武門の家系で、いち早く魔法を取り入れたことで王国の軍の中でも強い発言権を持つに至りました。

            　そこに目をつけたのがクリストフ様のお父様であるクレマン様です。クレマン様は息子であるクリストフ様の嫁にロレッタを迎え入れることで、軍での発言権を強めつつフランソワ家の勢力減退を図ったのでした。

            　とはいえ、この縁談自体はロレッタにとって悪い話ではないはず。有力な武門の家系とはいえ、家を継ぐのは長男であるローレック様です。女性であるロレッタは、彼女に課された特殊な事情を無視すれば、いずれ他の貴族の元へと嫁いでいくことになります。その先がフランソワ家と対立関係にあるアシャール家であるというのは少し残念ですが、それでもアシャール家は家格で言えば王国貴族でも随一です。嫁ぎ先としてはこの上ないはずでした。

            「ロレッタは今でも十分魅力的ですよ？」

            「ええ、クリストフ様の仰る通りですわ。ロレッタは素敵な淑女ですわよ」

            「……クレア様……」

            　クリストフ様の言葉にわたくしが相づちを打つと、ロレッタは捨てられた子犬のような顔をしました。？？？

            「ふふ、どうもね、ロレッタはもっとクレア様の側にいたいみたいなんですよ」

            「く、クリストフ様！」

            「え？」

            　話が見えませんわ。

            「彼女はまだ同性の友人といる時間の方が心が安らぐようなんです。結婚はまだ考えられないと言われてしまっては、私も引き下がらざるを得ません」

            「ロレッタ……」

            「……」

            　ロレッタは恥ずかしげに顔を伏せてしまいました。

            「私はいくらでも待つつもりなんですが、父が少しうるさくて。婚儀があまり遅れるようだと、余計なことをしないか心配なんですよ」

            　クリストフ様は実の父親のことを揶や揄ゆするように言いました。確かに、クレマン様は相手が自分の思うようにならないと、攻撃的になる所があります。

            「私も父にはよく言って聞かせておきます。クレア様ももしロレッタが何か理不尽な目に遭いそうになったら、それとなくフォローして上げて下さいませんか」

            　父がご迷惑をお掛けします、とクリストフ様は頭を下げました。

            「顔を上げて下さい、クリストフ様。ロレッタは親友ですもの。クレマン様には悪いですけれど、彼女に害なすようなことがあれば、フランソワ家が代わりに相手になりますわ」

            「心強いです」

            　クリストフ様は安心したように微笑みました。

            　ロレッタが再び口を開いたのは、その時でした。

            「待って下さい」

            「ロレッタ？」

            「婚儀のこと、承ります」

            　そう口にするロレッタは、でも、どこか悲愴な顔をしていました。

            「その代わり、秋の音楽会まで待って頂けませんか」

            「毎年のあれですね？」

            　二人が言っているのは、毎年、収穫祭の後に開かれる国王主催の音楽会のことでした。王国に限らず、世界中から優秀な音楽家を招いて開催されるそれは、音楽家たちにとって憧れの舞台なのです。

            「ロレッタはもう招かれているんですか？」

            「……いいえ。でも、今年こそ、必ず参加出来るように頑張ります」

            「ふむ」

            　音楽祭に招かれる音楽家は超一流の技量を持つ者ばかりです。ロレッタも新進気鋭の若手音楽家ではありますが、まだ秋の音楽会に招かれたことはありません。参加するのは熟練の音楽家が多く、同年代で招かれたことがあるのはセイン様くらいのものでした。

            「もし、参加資格を得られなかったらどうしますか？」

            「その場合は、直ちに婚儀の準備に入ります。これ以上お待たせするわけにはいきませんから」

            　毎年、音楽会の参加者は夏頃までには確定します。つまり、夏までに招待を受けなければ、ロレッタはそのまま結婚の準備に入ると言っているのです。

            「いいですよ。元々、私はいくらでも待つつもりだったのです。ロレッタがその気になってくれたのであれば、こんなに嬉しいことはありません」

            「ありがとうございます」

            　二人の会話を聞きながら、わたくしは何かがおかしいと感じました。先ほども言った通り、この結婚は二人にとっては何ら悪い話ではないはずなのです。それなのに、まるで……まるで……。

            「なんか、イヤイヤ結婚するみたいですね？」

            　空気を読んでわたくしが口にしなかったことを、平民が構わず口にしました。

            「平民！」

            「だって、そうじゃないですか。結婚ってもっと喜ばしいもののはずでしょう？　なのに、ロレッタ様もクリストフ様も――」

            「お黙り。それ以上は許しませんわよ」

            「はーい」

            　平民はおどけたように言って口をつぐみましたが、彼女が言ったことはそのままわたくしが感じたことでもありました。

            「レイと言いましたね。ある意味で、あなたの言うことは正しい」

            「クリストフ様!?」

            　血相を変えたロレッタを制して、クリストフ様は続けました。

            「平民の結婚とは違い、貴族の結婚は政略結婚です。本人たちの思いよりも、家同士の事情が優先されます。必ずしも本人たちが望んだことではないことも多いのです」

            「……」

            　クリストフ様の言葉に、ロレッタはうなだれてしまいました。

            「でも、私はロレッタを愛しています。彼女を幸せにしたい。問題は、彼女が同じように思っていてくれるかどうか、なのですよ」

            「!?」

            　ロレッタが驚いたように顔を上げました。まるで、隠し事を見抜かれたように。

            「ロレッタ、あなたに別に思い人がいることは知っています。ですから、無理に私を好きになろうとしなくていいのですよ。私はあなたを愛していますが、無理にあなたの気持ちを歪めようとは思いません。少し、寂しくはありますが」

            「クリストフ様……」

            「ですから、結婚のことも焦らなくて大丈夫ですよ。私はあなたに幸せになって欲しいと思いますが、幸せにするのが私でなくてはならないとは思いませんから」

            「！」

            　わたくしは耳を疑いました。場合によっては婚約を破棄しても構わない、そうクリストフ様は言っているのです。

            「クリストフ様」

            「ご自分の気持ちとゆっくり向き合って下さい、ロレッタ。結婚の件はあなたの気持ちの整理がついてから、また話しましょう。急かすようなことを言ってすみませんでした」

            　そう言うと、クリストフ様は一礼して去って行きました。

            「ロレッタ……」

            「すみません、クレア様。少し考えたいことがありますから、一人にして頂けませんか」

            「……分かりましたわ」

            　わたくしはロレッタに何か言葉をかけようとしましたが、やんわりと拒絶されてしまいました。仕方なく、わたくしはレーネと平民を連れてその場を後にしました。

            「なーんか、面倒くさいですね、貴族って」

            「前にも言ったでしょう。平民のような気楽な立場とは違うんですのよ」

            「しかも、当の本人は全く気がついてないっぽいし」

            「？　何のことですの？」

            「さあ、なんでしょう」

            「レイちゃん！」

            　聞きとがめる所を見ると、レーネも何の話か分かっているようでした。

            「レーネ？」

            「すみません、クレア様。これは私の口からは申し上げられないことです」

            「わたくしが命じても？」

            「はい、クレア様がご自分で気がつくべきことです」

            「……」

            　こうなったらレーネは頑固です。彼女は基本的には従順ですが、わたくしのためにならないことは頑としてしない娘です。わたくしは釈然としませんでしたが、レーネがそうするなら何か意味があることなのだろうと引き下がったのでした。

            　

            　

            「……ということがありましたのよ」

            「ふーん。なるほどねー」

            　灯りの消えた自室で、二段ベッドの上にいるカトリーヌに今日あったことをわたくしは説明しました。

            「何のことだと思いまして？」

            「クレアちゃんはー……クレアちゃんだなー」

            「だから、どういうことですのよ、もう！」

            　どうもその場にいなかったカトリーヌにも、何のことだか分かっているようです。

            「レーネちゃんの言う通り、これはクレアちゃんが自分で気がつかないと意味がないよ、おやすみ」

            「ちょっと、カトリーヌ！」

            　やがて上の段からすやすやと寝息が聞こえてきました。

            （……どういうことですのよ）

            　その日は寝るまでずっと、釈然としない気持ちが続きました。わたくしがこの時の話を思い出すのは、ずっと後のことです。

            　

            　

            　◆◇◆◇◆

            　

            　

            「創立記念祭……ですか？」

            「そうだ」

            　平民の聞き返しに、ローレック団長が頷きました。ここはいつもの騎士団の会議室です。ローレック団長の収集で集まった皆に伝えられたのは、毎年恒例の王立学院創立記念祭のことでした。

            　創立記念祭は学院関係者や外部の者を招いて、その成果を見せるというものです。もっとも、その内実は学生たちのお祭り騒ぎという側面が強く、成果を見せるというのは大義名分でしかありません。各教室別に催し物や展示を行うのですが、そうなれば当然、学院騎士団はとても忙しくなります。

            「しばらくは出し物の申請認可や備品の貸し出し手続きなど、記念祭の準備で忙しくなることと思う。各自、仕事を割り振るので分からないことがあれば聞くように」

            「なあ、団長。オレら学院騎士団も出し物するんだよな？」

            　皆に注意を促したローレック団長に、ロッド様がお行儀悪く座りながら聞きました。

            「はい。例年通りであれば、喫茶店ですな」

            「ただの喫茶店じゃつまらないだろ。なんか変わったことしようぜ」

            　人の悪そうな顔をするロッド様は、何やら企んでいらっしゃるご様子。

            「そうは言っても、何をする気なの、ロッド兄さん？」

            「……普通でいいと思うが」

            　ユー様の方は興味を持ったようですが、セイン様の方はあまり乗り気ではないようです。セイン様はもともと実学を尊ばれる方。こういうお祭り騒ぎに意味を見いだせないのかも知れません。

            「王都では男女逆転カフェなんていうものが流行ってるらしい。どうだ？　オレたちもそれでいかないか？」

            「男女逆転カフェってどんなものなんですか？」

            　言葉の響きから不穏なものを感じ取ったのでしょう。ミシャはロッド様に問いました。

            「簡単なことだ。男は女装して、女は男装して給仕するんだ。衣装を変更するだけなのに、普通にやるよりずっと面白いだろ？」

            　どうだ、とロッド様は目を輝かせました。

            「どうだ……って仰いますけれど、ロッド様も女装するんですのよ？　その……許されますの？　王族的に」

            　王族は王国民の模範たるべしというのは、改めて言葉にするまでもない不文律だったはずです。

            「バレなきゃいいんだよ、バレなきゃ」

            　そう言ってけらけら笑うロッド様は、完全に悪戯小僧の顔をしていました。男性というのは……いえ、ロッド様が特にそうなのでしょうけれど、いくつになっても子どもっぽい所がありますわね。

            「女性の男装はともかく、男性の女装は見るに堪えないと思いま……す……わ……？」

            　わたくしは懸念を口にしようとしましたが、居並ぶ顔ぶれを見回して尻切れトンボになってしまいました。三王子は皆さま美形揃い。お顔立ちもとても綺麗でいらっしゃいます。

            「……いえ、意外といけるかもしれませんわね？」

            「私たちもいるのですが……。なあ、ランバー……ト？」

            　ローレック団長がやはりわたくしと同じように懸念を口にしましたが、隣にいるランバートを見て固まりました。ランバートも王子様方ほどではありませんが、やはり女装しても違和感のない優男です。

            「なんてことだ……。笑いものになるのは、私だけじゃないか」

            　ローレック団長はわなわなと苦悩に震えています。いえ、彼の容姿が特別に劣っているとかそういうことではないのです。ローレック団長は十分に魅力的な王国貴族ですわ。ただ、優れた容姿にも種類があって、彼の無骨な武人らしい顔立ちは、単に女装とは相性が悪いのでした。

            「じゃあ、異論はないな？」

            　ローレック団長の苦悩は無視して、ロッド様がまとめにかかりました。こういう時に押しが強いのはロッド様らしいですけれど、少し団長が気の毒ですわね。

            「僕は別に構わないよ」

            「……皆がいいなら、それでいい」

            　ユー様は賛成、セイン様も消極的賛成のようです。

            「私も別に反対意見はありません」

            　ユー様がああ言えば、ミシャが反対するはずもなく。

            「わたくしも別に構いま――」

            「クレア様の男装……尊い……」

            「……やっぱり反対に一票で」

            　わたくしが賛意を表明しようとすると平民がまた妄言を吐いたので、わたくしは反対票に転じました。とはいえ、多勢に無勢ですわね。

            「いや……私は反対なんですが……」

            「諦めましょう、団長」

            　ローレック団長は最後まで反対していましたが、その声が届くことはなく、ランバートがその肩をぽんと叩きました。

            「じゃあ、決まりだな。今年の学院騎士団は男女逆転喫茶『キャバリアー』だ」

            「キャバリアー？」

            「学院騎士団の正式名称だよ。キャバリアーというのは、騎士という意味なんだ」

            　平民は初耳だったのか、ロッド様の言葉を聞き返し、それにランバートが答えました。今となってはあまり使われなくなった名称です。そんなことまでご存知とは、さすがはロッド様ですわ。

            「上品さを保ちながらも無鉄砲で呑気くらいのニュアンスがあるんでしたっけ？」

            「間違ってはいないけど、出来れば、無鉄砲でも呑気でも上品であれ、くらいの語順にして欲しいかな」

            　ランバートの言う通り、語順というものは大切ですわね。それだけで受ける印象がかなり違ってきます。こういうことは詩の基礎でもありますが、この平民にそれを求めるのも無理というものですわね。やれやれですわ。

            「ということは、クレア様はキャバリアーのお嬢様。つまり、キャバ嬢ですね！」

            　平民が何やら言い出しました。キャバジョウとやらが何なのか分かりませんが、面白がるような平民の顔からして、褒められているとは思えません。後にこのキャバ嬢というのは、水商売の女性であるということを平民から聞くことになるのですが、わたくしはその時かなりしっかり平民を叱りました。わたくしを水商売の女性扱いしたからではありません。水商売の女性を示す言葉を揶揄するような文脈で使ったからです。

            　平民は知らないようでしたが、王国にも水商売を生業とする女性はいます。彼女たちを蔑んで見下す者は多いですが、貴族の男性だって彼女たちの接待を受けるのです。いわば、彼女たちは対人関係のプロフェッショナル。彼女たちは客の話についていけるように、普通の平民は取らない新聞を取り、容姿を磨き、芸事に長じます。基本となる会話一つ取ってみても、彼女たちが駆使するそれは、いかに相手を楽しませるかを考えた専門スキルです。

            　もちろん、彼女たちが全て望んでその職業に就いたとは思いませんが、そうやって懸命に生きる女性たちのことを揶揄するのはとんでもないことです。とはいえ、この時のわたくしにそんなことは分かるはずもなく。

            「何を言っているのかわかりませんけれど、それは絶対に褒めてませんわよね？」

            「すっごい褒めてます！　私だったら毎日指名します！」

            「だから何の話ですの!?」

            　とまあ、ひたすら平民に翻弄されるしかないのでした。

            「クレア様、盛り髪にしましょう！」

            「何ですの、その盛り髪って」

            「キャバ嬢のみに許された特別な髪型です！」

            　この盛り髪というのも、平民の世界の女性たちが苦心して編み出したお洒落であり、トレードマークでもあるのでした。聞けば、そうそう簡単にできる髪型ではなく、女性たちの中には毎日髪結いに通って整えて貰う人もいるのだとか。もちろん、それに掛かる費用は自分持ちです。

            「特別……？　ふ、ふん！　まあいいですわ。特別にして上げてもよくってよ」

            　そんなことはつゆ知らず、わたくしは特別な髪型という響きに気を良くして、平民の口車に乗ってしまうのでした。打ち合わせが終わり、会議室を後にしたわたくしたちは、一足先に部屋に戻っていたレーネと合流しました。カトリーヌはやはり姿を消しているようです。

            「何をするの、レイちゃん」

            「クレア様をキャバ嬢にしようと思って」

            「？」

            「ではクレア様、ちょっと失礼しますよ？」

            　ドレッサーの前に座ると、平民がわたくしの髪型を変えていきます。

            「へー、こんな風になるんだ？」

            「うん。後ろ髪の半分で土台を作って、そこにピンでどんどん留めていく感じだね」

            　わたくしの位置からは見えないのですが、特に引っ張られて痛いということもないので、平民は髪結いのスキルまであるようでした。

            「クレア様の髪型が縦ドリルでよかったです。くるくるさせるのが一番時間がかかるので」

            「それはレーネのお手柄ですわね」

            「恐縮です」

            　平民の言う盛り髪はわたくしのこの髪型と相性がいいのだとか。三十分も掛からず、平民は盛り髪とやらを仕上げてしまいました。

            「出来ました」

            「わー、クレア様、素敵です」

            「へえ……。なかなか悪くないじゃありませんの」

            　わたくしは首を左右にひねって髪型を確認します。華やかな雰囲気のある盛り髪は、この国では初めて見るものです。

            


            


            

            「凄いですね、クレア様！　どこからどう見てもキャバ嬢です！」

            「そ、そうですの……？」

            　この揶揄も、平民がどういう意図で言ったにせよ、聞く人が聞けば眉をひそめる言い方でしょう。そのことに気がついたのは、平民から話を聞いた後のことですが。

            「クレア様。しばらくこの髪型にされますか？」

            　レーネが笑顔のまま提案してきます。その意味するところを、わたくしは間違えていません。彼女は彼女なりに、わたくしに「成長」を促しているのでしょう。でも――。

            「……いえ、いつもの髪型で結構ですわ。レーネ、お願いしますわ」

            　わたくしの特徴的な髪型は、亡くなったお母様と同じもの。この髪型は、お母様との絆なのです。

            「そうですか。かしこまりました」

            　レーネは少し残念そうに言いました。彼女としてはわたくしが早くお母様のことを克服して欲しいと思っているのでしょう。ですが、まだわたくしはその期待に応えることは出来そうにありません。

            「そんな所も好きですよ！」

            「貴女は唐突に何を言ってますの……？」

            「いえ、ちょっと愛があふれてしまって」

            「……もういいから、あなたは部屋にお戻りなさいな」

            　相変わらず、平民の言うことはよく分かりません。わたくしが追い払うと、珍しく平民は素直に部屋を出て行こうとしました。

            「あ、クレア様」

            「何ですの？」

            　その途中で、彼女はわたくしに呼びかけると、

            「男装、楽しみにしてます！」

            「早くお帰りなさいな！」

            　などと、やはり妄言を吐いて行くのでした。全くもう。

            　

            　

            　◆◇◆◇◆

            　

            　

            「ならそこはこちらの技術を使って――」

            「いいえ、それは少し難しいです。むしろ、そこは紙の方が強みを――」

            　講義を終え、いつものように騎士団の部屋へやって来ると、そこには珍しい組み合わせの二人がいました。

            「あら、ピピ？　ランバートと何をしていますの？」

            「まあ、クレア様、ごきげんよう。ええ、ちょっと実家の頼まれ事を……」

            　わたくしに気付いたピピが挨拶を返す一方で、ランバートも黙って腰を折りました。

            「ピピ様の実家というと……バルリエ家でしたっけ」

            「ふん、平民が軽々しく口にしていい家名ではなくてよ！」

            　平民が思い出したように言うと、ピピは拒絶反応を示しました。平民はピピをロレッタと一緒にわたくしの取り巻き扱いしているため、ピピからの印象は最悪でしょう。そんな相手――しかも平民から家のことを言及されては、いい顔をしないのも当然でした。

            　もっとも、そんなことを気にする神経がある平民でもないわけで。

            「ピピ様のお父様は確か……パトリス様でしたね」

            「な、なによ。気安くお父様を呼ばないで――」

            「普段は頼りなさげなのに追い詰められると強いタイプで、覚悟を決めると途端に勝負強さとド根性で盤面をひっくり返す方ですよね。一部にとても人気があります」

            「分かってるじゃないの！！」

            　パトリス男爵に面識のないはずの平民が立て板に水とばかりに述べると、ピピはよく言ってくれたと平民の手を握りました。ピピ、ちょっとチョロすぎませんこと？　ピピの手のひら返しにびっくりしたのか、平民の頭の上でレレアが震えています。

            「ピピ様、お父様のこと大好きですよね」

            「ええ、もちろん。最高のお父様ですもの」

            「ちょっとファザコンなんですよね」

            「ええ！　……ちょっと、どういう意味？」

            「いえ、こちらの話です」

            　話の流れはともかくとして、ピピはさっきよりも平民と打ち解けたように思います。平民も言うとおり、ピピにとってパトリス男爵はウィークポイントなのです。

            「ごきげんよう、クレア様、レイ。妹がお世話になっております」

            「ええ、ごきげんよう、ランバート。レーネはよくやってくれていますわ。この平民と違って」

            「えへへ、褒められちゃいました」

            「褒めてませんわ!?」

            「くすくす……仲がおよろしいですね」

            　この穏やかな笑い方、本当に兄妹ですわね。

            「妹のこと、引き続きよろしくお願いします。時々、変なスイッチが入る妹ですが、基本的には善良な人間だと思いますので」

            「ええ、もちろんですわ。それにしても、ピピとなんの話を？」

            「ピピ様から魔道具を使って、事務仕事周りの効率化が出来ないかの相談を頂いておりました」

            　ランバートはまだ若いですが魔道具研究の第一人者なので、ピピに限らずこういった質問をよく受けています。

            「事務仕事って大量の紙を使いますよね？　紙は貴重品な上にかさばりますし、そこを簡素化、あるいは別のものに置き換えられたらと思ったんです」

            　ピピもランバートに続いてそう説明しました。なるほど、ピピの言うことはもっともです。事務仕事に書類はつきものですが、貴重品である紙を別のものに置き換えられたなら、それは一つの技術革新かもしれません。

            「なんらかの見通しは立ってるんですか？」

            　普段、ピピには全く興味を示さない平民が、珍しく首を突っ込もうとしています。

            「珍しいですわね、平民。ピピの話に耳を傾けるなんて」

            「やー、事務仕事のペーパーレス化って、私も苦労した覚えが――げふんげふん、何でもありません」

            「？」

            　相変わらず平民の言うことはよく分かりません。

            「平民の言うことはよく分かりませんけれど、ランバートもやはりそこは難しそう、ということでした」

            「紙って本当に便利なんですよ。薄くて軽くて比較的丈夫で、情報の記録媒体としては非常に優秀です。これに代わるものを探すのは至難の業かと」

            　ランバートに言わせると、歴史的に長く記録媒体として使われてきただけに、紙というものはとても優れたもので、代替物はそう簡単には見つからないとのことでした。

            「いい思いつきだと思ったのですけれど……」

            「ええ、着眼点は素晴らしいと思います、ピピ様」

            　少し落ち込んだ様子のピピをランバートがフォローするように言いました。

            「ピピはよくこういうことを考えているのかしら？」

            「え？　あ、えーと、はい。私はいずれ別の家に嫁ぐことになるでしょうし、バルリエ家を継ぐわけではありませんが、今こうして自由を謳歌できるのは家の放任主義があるお陰です。結婚して家を離れる前に、何らかの形で恩返しが出来るといいなと思って」

            「見上げた心がけですわ、ピピ」

            　最近の貴族はピピのように殊勝なことを考える者が減りつつあると聞いています。自分を育ててくれた家のことなど顧みもせず放蕩三昧をし、果ては家を取り潰されてしまう者も少なくないとか。伝統あるバウアー貴族であることを、なんと考えているのでしょう。

            「いえ、そんな。当然のことです、クレア様」

            　わたくしの賛辞を受けて、ピピは嬉しそうに微笑みました。

            「そういえば、ロレッタ様は今日はご一緒じゃないんですね、ピピ様？」

            　平民がふと気がついたようにそんなことを言います。

            「あなた、私とロレッタがいつも二人でいるように思い込んでない？」

            「え、思ってますけど？」

            「……クレア様ぁ……」

            「ピピ、相手にしなくていいですわよ。徒労に終わるだけですから」

            「そうしますぅ……ぐすん」

            　よしよし、とピピの頭を撫でました。

            「ずるいです、クレア様！　私にも！」

            「黙らっしゃい!?」

            「ははは……」

            　ランバートも苦笑しています。同じ平民でも、この差は一体何ですのよ。

            「ロレッタはピアノのレッスンです。ほら、創立記念祭が近いじゃないですか」

            「ああ、それで……」

            「？　どういうことですか？」

            　わたくしはすぐにピピの話を理解出来ましたが、平民は要領を得ないようでした。レレアも「？」という顔をしています。

            「ロレッタは創立記念祭で演奏会をするんですのよ」

            「まあ、あなたなんかに価値は分からないでしょうけどね！」

            「へー、そうなんですか」

            　平民はすぐに興味を失ったようでした。全く、この娘は何というか、興味の矛先が偏りすぎてませんこと？

            「ところでさっきの話ですが」

            「？　何の話ですの？」

            「事務仕事の効率化の話です」

            　平民は唐突に話題を巻き戻しました。

            「それがどうしましたのよ？」

            「確か、情報を音声情報にして記録する魔道具がありませんでしたっけ？　あれは結構小さくて蓄積情報量も多いですから、上手いこと使えば業務の効率化に繋がるのでは？」

            「？　そんな魔道具聞いたことありませんわよ？」

            「私も知りませんけれど、そんな魔道具があるの？　平民、もうちょっと詳しく教えなさいよ」

            「えーと、私も詳しくは知らないのですが」

            「……そう」

            　ピピは残念そうに肩を落としました。

            「あ、いえ、確かにそういう魔道具は存在します。非常に稀少な品ですので、クレア様やピピ様がご存じなくても無理もありません」

            「「!?」」

            　ランバートが言うには、ロセイユ陛下やサーラス様、そしてお父様クラスの最上級貴族が使う魔道具の中には、確かに平民が言うような魔道具が存在するということでした。

            「どうして平民であるあなたがそんなこと知っていますのよ!?」

            「ちょっと小耳に挟みまして」

            「……どうだか」

            　この平民は相変わらず胡散臭いですわ。

            「それで、どうなんですか、ランバート様。あれは使えるんですか？」

            「難しいと思います。あの魔道具は現在の王国における魔法技術の粋を集めて作られた特注品です。まだ量産化の目処も立っていません。事務仕事に使うには高価すぎる品物です」

            「なるほど、それじゃあダメですね」

            「粗悪な模造品が密かに出回っているという噂も耳にしたことがありますが、所詮噂でしょう。魔法技術に優れたナー帝国でも作れないくらいですから」

            「そうですか」

            　平民はもう既に興味を失っているようでした。

            「ランバート、ちょっといいかしら」

            「何でしょう？」

            　ピピは興味を持ったようでした。

            「その魔道具についての情報をまとめて、お父様に提出しておいて下さる？　王国の事務環境を一変させる可能性を秘めたものだもの」

            「構いません。一両日中に」

            「ありがとう」

            　平民の言ったことを真に受けたわけではないでしょうが、それでも可能性を感じたのか、ピピはランバートにそう約束させました。

            「それにしても……情報の漏洩を心配した方がいいんじゃありませんこと、ランバート？　こんな平民が知っているのはおかしいですわ」

            「……仰る通りかもしれません。関係各所に注意を促しておきます」

            　そう言うと、ランバートはこの場を辞去しました。

            「私もそろそろ部屋に戻ります。騎士団の皆様がいらっしゃるでしょうし」

            「あら、別にここは関係者以外立ち入り禁止ではありませんわよ？」

            「ええ、存じてます。でも、そろそろ私もヴァイオリンのレッスンをしないと」

            「ロレッタに負けていられませんものね」

            「はい！」

            　彼女の夢は、ロレッタと共演することらしいですから。

            「では、クレア様、そっちのあなたもごきげんよう」

            「ごきげんよう、ピピ」

            「ごきげんよう、ピピ様」

            　ピピは部屋を出て行きました。

            「平民。どうやらあなたもピピを軽んじることを考え直したようですわね？」

            「まあ、少しは」

            「彼女たちはわたくしの大切な友人ですのよ？　彼女たちへの侮辱はわたくしへの侮辱と思いなさい」

            「そうですか。つまり私のライバルってことですね」

            「比較にもなりませんわよ!?」

            　その後は、三王子方を始めとする騎士団の面々がやって来て、話はなあなあになってしまいました。でも、後から振り返れば、この時点で既に、平民が持つ知識の異質さに気がついても不思議ではないはずでした。

            　その他のことも含めて、わたくしの目は曇りきっていたのです。

            　

            　

            　◆◇◆◇◆

            　

            　

            「というわけで、レーネにサービスの講師をして貰います」

            「レーネと申します。よろしくお願いしますね」

            　創立記念祭を数日後に控えたある日、騎士団の部屋にレーネが招かれていました。側に立つ平民はさも当然といった顔でレーネを皆に紹介していますが、わたくしは何も話を聞いていません。

            「ちょっと平民。なに人の使用人を勝手に使っていますの」

            　レーネは飽くまでわたくしの使用人です。確かにレーネと平民はとても仲が良いようですが、それとこれとは別の話です。親しき仲にも礼儀あり。つけるべきけじめはきっちりつけておきませんと。

            「いや、これはオレが頼んだんだ」

            「ロッド様……」

            　ロッド様によると、来きたる学院祭での男女逆転喫茶において、騎士団の面々が接客や調理をこなせるように、講師を探していたとのこと。その話を聞いた平民がレーネを紹介したという流れのようですが、これはやはり平民の越権行為です。既に述べた通りレーネの雇用主はこのわたくし、ひいてはお父様です。レーネに何か仕事を頼むのであれば、わたくしを通すのが筋というものです。

            「それなら……仕方ありませんけれど」

            　とはいえ、そんなことをロッド様に申し上げるわけにもいきません。平民には後できつく言っておくことにして、この場は引き下がることにしました。

            「じゃあ、お願いね、レーネ」

            「うん」

            　平民に促されて、レーネが講義を始めます。

            「皆さんに接客や調理を教える前に、お願いがあります」

            「うん？　何かな？」

            　ユー様が先を促しました。

            「皆様とは違って私は平民です。中には平民の学院騎士団員の方もいらっしゃるようですが、それでもやはり選抜試験をくぐり抜けた精鋭の方ばかりです。私のようなものに教えを請うということに抵抗がある方も多いのではないでしょうか」

            　レーネが言うことは至極もっともなことでした。平民たちはどうか知りませんが、我々貴族は自分の立場に非常に自覚的な者ばかりです。平民に何か教えを請うなど、考えられないことでした。わたくしはレーネを信頼していますから、まだ受け入れられるとして、他の方たち――例えば王族の方々は抵抗が大きいのではと思いました。

            「……それがどうしたんだ？」

            　セイン様がレーネに問い返します。ご本人にそのつもりはないのでしょうけれど、セイン様はいつも仏頂面なので、普通に喋っていても相手を威圧するような雰囲気があります。ところが、レーネはそんな雰囲気はものともしません。

            「ご無礼は承知の上ですが、教えるからには王族、貴族、平民の区別を無くして頂きたいのです。そんなものにこだわっていては、接客など出来ませんから」

            「ふむ、いいだろう。構わないよな？」

            　わたくしの予想を裏切って、ロッド様は軽く請け負いました。わたくしは驚きましたが、セイン様もユー様も大して問題視している様子はありません。あれかしら。身分差が大きすぎて、平民に教えを請うということがイマイチピンときていないのかもしれません。レーネが無礼打ちされるのでは、と密かに危惧していたわたくしは、そっと胸をなで下ろしました。

            　しかし――。

            「ありがとうございます。それでは、これから記念祭当日まで、私のことは先生と呼んで下さい」

            　レーネがとんでもないことを言い出しました。平民が貴族や王族に向かって講釈をたれることすら本来あり得ないことですのに、それに加えて自分を先生扱いしろなどと。今度こそ王族の方々の不興を買うと思い、わたくしは先んじてレーネを咎めることにしました。

            　お願い、間に合って。

            「レーネ、あなた調子に乗るんじゃありま――」

            「レーネ先生、です」

            　わたくしの必死のフォローを、レーネは遮るように言いました。ば、バカ！　大人しく言うことを聞いて！

            「な、な……」

            「クレア様、呼んでみて下さい。さん、はい？」

            「ぐっ……」

            「ふはは！　こいつは面白い。クレア、呼んでやれ」

            　わたくしが絶句していると、ロッド様が心底おかしそうに笑いました。これは……この路線なら、あるいは大丈夫なのかしら。

            　わたくしは内心ドキドキしながら、レーネの要求に応じるフリをしました。彼女が無事でいられるのなら、こんなことくらい何でもありません。

            「くっ……。レーネ……先生」

            「声が小さいです」

            　でも、レーネ？　あんまり調子に乗るものではなくてよ？

            「この……！」

            「ふふ……。クレア、ダメだよ？」

            　少し本音が頭をもたげたわたくしを、ユー様がやんわりと窘たしなめました。

            「……レーネ先生」

            「よく出来ました、クレア様。その調子でお願いします」

            「あなた、後で覚えておきなさいよ……」

            　とは言え、これでレーネが無礼打ちされるようなことはなさそうです。

            「それでレーネ先生、何から覚えればいいのかしら？」

            　ミシャがごく自然にレーネを先生と呼びつつ問いました。彼女は元々建前よりも実利を重視する性格ですし、今はレーネと同じ平民です。レーネに教えを請うことに、何ら抵抗はないようでした。

            「まずは心構えからですね。メイド道の基本精神はなんだと思いますか？」

            「メ、メイド道……？」

            　不穏な単語に、わたくしが思わず聞き返します。すると、レーネは見たこともないような、一種、恍惚としたような顔で続けました。

            「そうです。私がみなさんに教えるのは、メイド道です」

            　レーネは柔らかい笑みを浮かべていますが、何だかいつもと様子が違います。端的に言えば怖いです。平民の上でレレアが小さくなって震えています。

            「いいですか。メイド道というものは非常に奥深いものです。本来であれば一週間かそこらで究められるものでは到底ありません」

            「いえ、わたくしたちメイド道なんてものを極めるつもりは――」

            「しかーし！」

            　言いかけたわたくしの言葉をレーネは遮って続けました。その言葉にはますます熱が入っているようです。

            「皆さんのような貴族や平民の代表にも、献身と奉仕の素晴らしさを伝えたい。その一心で私はここにいます」

            　レーネの後ろに、何かよくないものが見えるような気がしました。彼女は悪いものに取り憑かれているようにわたくしには見えました。

            


            


            

            「そう。献身と奉仕……これがメイド道の本質です。みなさんには馴染みのないものかと思いますが、これは世界平和にすら繋がる重要な概念です」

            　何やら話はどんどん壮大になっていき、わたくしは止めることも出来ず、レーネの話を聞くしかないのでした。

            　

            　

            　レーネ先生の話は一時間以上に及びました。こんな貴重な話を聞かせて頂けるなんて、わたくしは何て幸せなのでしょう。……何か変なような気がしますが、きっと気のせいでしょう。

            「――というわけで、そろそろみなさんにもメイド道の端たん緒しよを理解して頂けたと思います」

            「はい、レーネ先生」

            「いい返事です、クレア様。それではおさらいです。メイド道の本質は何ですか？」

            「献身と奉仕です、レーネ先生」

            「その通りです。よく出来ました」

            「ありがとうございます、レーネ先生」

            　そう、献身と奉仕。それは世界平和にも繋がる素晴らしい概念です。どうしてわたくしは今までその価値に気がつかなかったのか。

            「では、ロッド様。メイド道の基本は何から始まりますか？」

            「挨拶です、レーネ先生」

            「よろしい。では、声に出してみましょうか、みなさんご一緒に」

            「「「「「お帰りなさいませ、ご主人様」」」」」

            「声が小さい！」

            「「「「「お帰りなさいませ、ご主人様！！！」」」」」

            「そうです。みなさん、段々分かってきましたね。先生はとても嬉しいです」

            　レーネ先生の言葉に、わたくしも嬉しくなります。

            「あの、レーネ？」

            「レーネ先生、です」

            　平民がおずおずとレーネ先生に声を掛けました。レーネ先生は毅然とした態度で平民の言葉を正しました。

            「レーネ先生、なんかおかしな方向に行ってない？」

            「そんなことはありません。私は純粋にメイド道の素晴らしさを理解して頂こうと思っているだけです」

            「そ、そう……」

            「はい、レイちゃんも声を出して。お帰りなさいませ、ご主人様？」

            「お……お帰りなさいませ、ご主人様」

            　平民もどうやら分かってきたようです。そう、供にメイド道を究めましょうね。

            「メイド道の基本は？」

            「「「「「献身と奉仕！！！」」」」」

            「挨拶はきちんと？」

            「「「「「お帰りなさいませ、ご主人様！！！」」」」」

            　ええ。後から思うと、わたくしは完全にどうかしていたと思います。

            　

            　

            「……酷い目に遭いましたわ」

            　騎士団の部屋から出てしばらくすると、わたくしは自分が何やらおかしなものに取り憑かれていたことを悟りました。何が献身と奉仕ですのよ。自室に着く頃には、わたくしはすっかりくたくたになっていました。

            「申し訳ありません。つい、熱が入ってしまいまして」

            　先ほどまでの怖い彼女が嘘のように、今は穏やかな微笑みを浮かべるレーネ。でも、わたくしはまだ彼女のことが少し怖く思いました。それくらい、先ほどの妙な狂騒はおかしかったのです。平民の頭の上のレレアも、何だか元気がありません。前から思っていたのですけれど、この子人間の言葉が分かるのかしら。

            「怒る気力もありませんわ……。レーネ、あなたにあんな一面があったなんて」

            「普段、ご覧に入れる機会のない顔ですからね」

            「出来れば、永遠に見たくなかったですわ」

            　わたくし、人間不信になってしまいそうですわ。力尽きたわたくしは、ばさっとベッドに突っ伏しました。

            「ダメですよ、クレア様。お風呂に入って、着替えもしないと」

            「……疲れてるんですのよ」

            「ダメです。起きて下さい」

            「むー……」

            「起きなさい」

            「はい！　レーネ先生！　……あ」

            　つい、条件反射で。わたくしが羞恥に震えていると、

            「……思わぬ副次効果ですね」

            「むしろ後遺症じゃありませんの!?」

            　そのまま飲み込むには綺麗過ぎる平民の言葉を修正しつつ、わたくしは忌ま忌ましい記憶を持て余していました。

            「今日のことは全部忘れてしまいたいですわ」

            「そんなこと言っちゃダメだよー」

            　二人が帰った後のこと。カトリーヌにそう言われつつも、わたくしにはまだ自覚がなかったのです。

            　――忘れていいことなんて、何一つなかったのに。

            　

            　

            　◆◇◆◇◆

            　

            　

            　夜の自室。わたくしは上のベッドのカトリーヌと会話をしていました。創立記念祭を明日に控え、わたくしは少し興奮して眠れなかったのです。

            　ふと、会話が途切れました。学院はもうすっかり寝静まっているようで、部屋にはカトリーヌが飴を口の中で転がす音だけが響いていました。

            「ねぇ、カトリーヌ。一つお願いが――」

            「やだー」

            「……まだ何も言ってませんでしょう」

            　わたくしが話を切り出したのは、そんな時でした。しかし、カトリーヌにすげなく断られます。

            「だって、クレアちゃんが折り入ってウチにお願いするなんて、絶対面倒事に決まってるもん」

            「そんな大層なことじゃありませんわ。本当にちょっとしたお願い事なんですのよ」

            「……怪しー……」

            　上のベッドでのそりと動く気配がしました。カトリーヌは逆さまになってこちらをのぞき込んで来ました。

            「まー、他ならぬクレアちゃんの頼みなら、聞くだけ聞いて上げないことはないけどー」

            「さすがカトリーヌですわ。えっとですわね、明日開かれる記念祭のコンサートに一緒に行って欲しいんですのよ」

            「却下ー」

            「ちょっとカトリーヌ！」

            　カトリーヌは首を引っ込めて寝る体勢に入ったようでした。わたくしは身体を起こすと二段ベッドのはしごを登って、カトリーヌに呼びかけました。

            「明日のコンサートは大事なものなんですのよ。ロレッタが秋の音楽祭に呼ばれるかどうかがかかっていますの！」

            「それは確かに大事なコンサートだろうけどー、どうしてウチが行く必要があるのさー？」

            「だって、そんな大事なコンサート、一人じゃ怖くて聴きに行けませんもの……」

            　ロレッタは本番に強いタイプですが、それでもミスというのは起こりえるものです。彼女は明日のコンサートで秋のコンサートへの招待状を獲得できなければ、そのまま花嫁修業に入ると言っています。クリストフ様はそんな約束をしたつもりはないでしょうが、ロレッタの性格を考えると彼女は約束を履行しようとするでしょう。わたくしはそもそも結婚に賛成な立場ですが、ロレッタがあまり気乗りしていないことは分かります。そうであるなら、彼女が納得いくまで音楽の道を究めて欲しいとも思います。

            「ウチ以外にも誘える人はいるでしょー？　レーネちゃんはー？」

            「レーネはキャバリアーの監修で一日身動きが取れませんわ」

            「ならあの平民ちゃんはー？」

            「あの者はロレッタの出番とキャバリアーのシフトが被っていますのよ。そもそも、あの者とでは心の平穏とはほど遠いコンサートになってしまいますわ！」

            「わがままだなー」

            　え、わたくしが悪いんですの、これ？

            「なら、セイン様を誘ってみたらー？」

            「……え？」

            「コンサート鑑賞なんて、王族貴族の理想的なデートコースじゃないのさー」

            「ば、ばばばバカおっしゃい！　セイン様がわたくしなんかに付き合って下さるわけないでしょう！」

            　などと否定しつつも、わたくしの邪な心は余計な想像力を働かせるのでした。

            　

            『……素晴らしいな』

            『ええ、ロレッタの演奏は本当に素晴らしいですわ』

            『……違う』

            『え？』

            『……俺が言っているのは、お前のことだ、クレア』

            『せ、セイン様……？』

            『……この美しい旋律も、お前の声には適わない』

            『そんな……ご冗談を……』

            『……俺が冗談を言うタイプに見えるか？』

            『……』

            『……俺を見ろ、クレア』

            『セイン様……』

            　そして二人の顔が近づいて――。

            　

            「現実を見よー？」

            「うきゃあ!?」

            　妄想がとんでもないことになる直前で、わたくしはカトリーヌの声に我に返りました。

            「と、とにかく、セイン様はナシ、ナシですわ！」

            「わがままだなー」

            　だからわたくしが悪いんですの!?

            「じゃあ、ピピちゃんはー？」

            「ピピはクラスの出し物があるとかで、無理だそうですわ」

            「ドル様ー」

            「お父様はお仕事ですわよ」

            「うーむー」

            　カトリーヌは考え込んでしまいました。

            「クレアちゃん」

            「なんですの？」

            「クレアちゃんって、友だちいないの？」

            「ば、バカ言うんじゃありませんわよ!?　わたくしの趣味は社交ですわよ!?　友人なんて星の数ほどいますわ！」

            「その割に、こういう重要なイベントをご一緒してくれる友だち少なくなーい？」

            「ぐっ……！」

            　図星なだけに言い返すことも出来ません。

            「というか、ウチの足これだよー？　移動に難がありすぎるよー」

            「ああ、それについてはご心配なく、ですわ」

            「？」

            「平民が面白いアイデアをくれましたの。ちょっと待ってて下さいまし」

            　わたくしは部屋の隅に畳んでおいたそれを広げると、それを押してベッドに戻りました。

            「な、何それー？」

            「車椅子、というものらしいですわ。杖を突いて歩くよりも、随分早く移動できるそうですわよ？」

            　わたくしがカトリーヌの足の事に言及したとき、平民が提案してきたのがこの車椅子です。無論、平民が作ったわけではなく、彼女からのアイデアとコンセプトを貰い鍛冶職人に伝えて特注で作らせたものです。

            「本来は車輪で移動するものらしいのですけれど、ランバートのアイデアで風属性の魔法石がはめ込んであります。つまり、地面から少し浮いているわけですわね」

            　車輪だと階段などが大変ですが、これなら多少の段差はものともしません。もちろん、崖などは登れませんが。魔力が尽きた時でも動けるように、車輪も併用しているのがポイントです。

            　この部分を考えてくれたのはランバートです。どうもこういうことを考えるのは好きらしく、ノリノリで設計に参加してくれました。彼によると、足腰の悪くなった老齢の貴族たちにも需要がありそうだとか。

            「……」

            「どうかしら、カトリーヌ。一緒に来ては下さらない？」

            　カトリーヌの目は珍しくいつもの眠そうな糸目ではなく、大きく驚きに見開かれていました。その視線は車椅子に注がれています。

            「……は」

            「？」

            「あはは……はははっ……！」

            「カトリーヌ？」

            　カトリーヌは笑っていました。普段から朗らかな娘なので笑顔を目にすることは多いですが、この時の彼女は本当に心の底からおかしいといった感じで笑っていました。

            「ど、どうしましたのよ？」

            「クレアちゃん……バカじゃないの……？」

            「な!?　バカとは何ですの、バカとは！」

            　わたくしは憤慨しかけましたが、カトリーヌの続く言葉に声を失いました。

            「だって……こんなウチに……壊れたおもちゃみたいなウチに……ここまでしてくれるなんて……」

            「カトリーヌ……」

            　カトリーヌの目には涙が浮かんでいました。彼女が置かれてきた境遇がしのばれるというものです。まっったく、あのクレマン様という方は……！

            「いいよー」

            「……え？」

            「明日のコンサート、行ってもいいよー。ううん、ぜひご一緒させて下さいなー」

            「カトリーヌ！」

            　彼女の返事に、わたくしは嬉しくなってベッドを駆け上がると、彼女の身体を抱きしめました。

            「クレアちゃん、痛い痛いー」

            「ああ、ごめんなさい。でも、ありがとうございますわ、カトリーヌ」

            「こちらこそ、だよー。ああ、この車椅子のお金――」

            「そんなの気にする必要ありませんわ。わたくしにとってははした金ですもの」

            「でも――」

            「わたくしたちの友情の印に、受け取ってちょうだい？」

            「……クレアちゃんには敵わないやー」

            「くすくす」

            　こうしてコンサートに一緒に行く約束を取り付けたわたくしは、この上なくいい気分でベッドに入りました。明日は久しぶりにカトリーヌとお出かけです。

            「楽しみですわね」

            「うん」

            　

            　

            　◆◇◆◇◆

            　

            　

            　バウアー王立学院には敷地外に専用のコンサートホールがあります。

            「うわぁー……。初めて来たけど、凄いとこだね」

            　わたくしのすぐ隣、車椅子に乗ったカトリーヌが感嘆の声を上げました。無理からぬ事でしょう。

            　今日はいよいよ創立記念祭の当日です。学院内で様々な催しがある一方、学院に隣接するこのコンサートホールでは記念コンサートが開かれます。わたくしはキャバリアーの給仕のシフトをやりくりして時間を捻出すると、カトリーヌと供にやって来たのでした。

            　コンサートホールは小中大ホール合わせて五つのホールがあり、総敷地面積は学院そのものの四分の一ほどにもなります。王立の施設らしく、調度品の数々も優れたものばかり。数十年ごとに建て替えられているため、その歴史の古さに反して受ける印象は新しく感じます。

            　カトリーヌとわたくしは優美なレリーフで彩られたエントランスを抜けると、大ホールへの廊下を進みました。

            「これだけのコンサートホールは世界中を見渡してもなかなかないと思いますわ。ナー帝国の帝立劇場、スースの王国オペラ座にも勝るとも劣りませんわ」

            「見れば納得だよー。内装だって王宮並みじゃなーい、これ？」

            　カトリーヌは物珍しげにキョロキョロしています。家柄こそ一流の彼女ですが、前述の通りクレマン様が冷遇しているせいで、彼女には社交の経験がほとんどありません。貴族なら当然経験しているべき音楽会への出席なども、彼女には縁遠い話なのでした。

            　デートの約束を取り付ける際、わたくしはロレッタの大切な演奏を一人で聴く自信がないから、と説明しましたが、実は理由はそれだけではありません。カトリーヌをあの狭い寮の部屋から連れ出して上げたかったのです。他の貴族たちが自由を謳歌している間も、カトリーヌはあの部屋で一人きり。たまに出かけることもあるらしいと聞いてはいるものの、彼女の足では行動範囲は非常に限られます。まして、クレマン様があの態度では、他の貴族たちと繋がりを持てるはずもありませんでした。

            「来て良かったでしょう、カトリーヌ？」

            「うん、ありがとう、クレアちゃん」

            　わたくしが笑いかけると、カトリーヌも笑い返してくれました。誘ってみて本当に良かった、とわたくしは思いました。

            　しかし――。

            「お嬢様方、あまりはしゃぎ過ぎませぬよう。旦那様からあまり目立つ振る舞いは避けるように仰せつかっております」

            　そんなわたくしの気分に水を差したのは、背の高い黒目黒髪の年配の女性でした。黒髪を引っ詰めたどこか冷たい感じのするその女性は、カトリーヌのメイドです。

            「ごめーん、エマ。でも、エマも少し気分が高揚しないー？　こんなに素敵な建物に入るなんて」

            「特には。そんなことよりも、わたくしはお嬢様が悪目立ちしていることの方が心配でございます」

            　ぴくりとも表情を変えず言ったエマの視線の先は、カトリーヌの車椅子でした。エマの指摘は実はもっともではあります。宙に浮く椅子に座って移動するカトリーヌは、先ほどから注目の的となっていました。わたくしという存在に遠慮しているのか、無遠慮にしげしげ見つめてくる者こそいないものの、横目でちらちらとこちらをうかがう者は両手でも足りないほどでした。

            「そんなこと言わないでー、エマ。これは折角クレアちゃんがウチのために作ってくれたものなんだからー」

            「それについても、一言ご相談を頂きたかったです。こんなものを勝手に頂いたと旦那様に知れたら……」

            　額に皺をつくり、はあ、と大きく溜め息をつくエマ。カトリーヌの使用人でありながら、まるでクレマン様の意向の方が大事だと言わんばかりの態度です。

            「あなた……エマと言いましたわね？」

            「はい、クレア様」

            「あなたはカトリーヌの使用人でしょう。クレマン様は確かに雇い主かもしれませんけれど、仕える相手はカトリーヌではありませんの？」

            　わたくしは立ち止まると、エマに問いました。レーネだって直接の雇い主はお父様ですが、わたくしが何か悪さをしても、それを告げ口するような真似はほとんどしたことがありません。彼女はいつもわたくしに忠誠を誓ってくれています。なのに、この女ときたら！

            「クレアちゃん、いいの。やめて」

            「よくありませんわ」

            「ご気分を害したようでしたら申し訳ございません。ですが、これは当家の問題。クレア様がいかにフランソワ家のご令嬢であろうと、口を挟まれることはお控え下さい」

            「……なんですって？」

            　エマは一瞬不愉快そうな表情を浮かべると、あろうことかこのわたくしに向かってそんな口を叩きました。

            「この――」

            「エマ、黙って。これは命令だよ。クレアちゃんもお願い。ウチ、こんな素敵な日を、台無しにしたくない」

            「カトリーヌ……」

            　それは懇願でした。表情こそいつも通りの柔和な笑顔でしたが、カトリーヌが必死であることがわたくしには分かりました。エマにはまだ言ってやりたいことが山ほどありましたが、カトリーヌを困らせることが目的ではありません。わたくしは仕方なく口をつぐみました。

            「ありがとう、クレアちゃん」

            「……行きましょう。そろそろ始まりますわ」

            　わたくしは憮然とした表情のまま、また歩き出しました。使用人ですらカトリーヌの味方をしてくれないなんて。せめてエマがレーネのような人だったら、カトリーヌが孤独にならずに済むのに、とわたくしはとても残念に思いました。

            　

            　

            「出て来ましたわ」

            「いよいよだねー」

            　大ホールの特等席に腰掛けて、今か今かとロレッタの出番を待っていたわたくしたちは、ようやく巡ってきた彼女の出番に少し浮き立ちます。エマのせいで台無しになりかかっていた雰囲気も、コンサートに参加している素晴らしいアーティストたちの演奏ですっかり浄化されていました。

            　純白のステージドレスに身を包んだロレッタは舞台袖から中央に歩いて行き、優雅に一礼するとピアノに座って椅子の高さを調整しました。

            「ロレッタちゃん、緊張しているみたいだねー」

            「無理もありませんわ。彼女の人生がかかっていますもの」

            　この演奏が成功して秋の音楽会への招待状を得られればそれでよしですが、得られなければ彼女はもう音楽の道を諦めざるを得ません。緊張するなという方が無理ですわ。

            （ロレッタ……頑張って……！）

            　わたくしが祈るような気持ちでいると、ロレッタは大きく深呼吸してから指を走らせました。

            「亡き巨匠の個展、ですわね」

            「うん」

            　ロレッタがこの演奏会に選んだ曲は、北方の大国が生んだ偉大な作曲家メタレゲセクーの名曲「亡き巨匠の個展」でした。前奏曲と五つの間奏曲の間に十の曲が並ぶ大曲で、ピアノ曲としてだけでなく編曲されてオーケストラで演奏されることも多いものです。覚えやすいメロディーと変幻自在な緩急から大変聴き応えのある曲ですが、弾きこなすには非常に高度な技術が必要な曲でもあります。

            「……」

            　直前まで緊張で強ばっていたロレッタですが、弾き始めるとその表情は徐々に柔らかいものに変わっていきました。それは油断でも弛し緩かんでもありません。

            「ロレッタちゃん、気持ちよさそうに弾くねー」

            「ええ」

            　彼女が浮かべる表情は――恍惚。ピアノを弾くことが、音を生み出し音と戯れることが楽しくて気持ちよくて仕方がない、といったような、そんな表情でした。鍵盤を縦横無尽に走り回る指先から紡ぎ出される調べは、聴覚を越えて視覚にまで訴えかけ、かのメタレゲセクーが見たという十枚の絵画たちを幻視させるほどでした。

            　この日、コンサートを聴きに来ていたある評論家は、この日のロレッタの演奏をこう評します。ロレッタ＝クグレットは虹色のパレットを持つピアニストだ、と。

            「凄いねー……」

            「ええ、見事ですわ」

            　知らず、わたくしは涙を浮かべていました。ロレッタが自らの力で道を切り開いていくのが、よく分かったからです。クグレット家は武門の家系。普通なら他家に嫁ぐことを望まれる女性である彼女に期待されたことは、別のことでした。

            　すなわち、バウアー初の女性軍人になることです。

            　昔であれば不可能であったはずのそれは、魔法という技術の発見によって不可能ではなくなりました。クグレット家は早くから魔法の導入に成功していたこともあり、数代前から女性の軍人を輩出することを目指すようになっていたのです。そのためロレッタは幼い頃から軍事的な訓練を叩き込まれてきました。本人もそのことに疑問を持ってはいませんでした。

            　ピアノと出会うまでは。

            　クグレット伯爵はあまり教養を重視しませんでしたが、それでも貴族です。最低限の教養を、と連れられて行ったコンサートで出会ったピアノという楽器に、初等部に上がったばかりのロレッタは魅了されました。しかし、ピアノを習いたいという彼女の願いが叶うのはずっと後のこと――彼女が中等部に上がってからです。最初は他の貴族たちより遙かに下手だったロレッタですが、カトリーヌの義母、キャロル様の指導でめきめき上達し、今や同世代でも一、二を争うピアニストとなりました。

            　今日の演奏を聴いてわたくしは確信します。彼女のピアニストとしての歩みは、まだまだ終わりはしません。

            　そして、それを裏付けるように、数日後、ロレッタの元には秋の演奏会への招待状が届くのでした。

            　

            　

            「凄かったー……」

            「ええ、本当に」

            　ホールを出たカトリーヌとわたくしは、半ば放心状態でした。それほどまでに、ロレッタの演奏は凄かったのです。

            「ロレッタちゃん、頑張ったねー」

            「尊敬に値しますわ」

            　ここまでの演奏が出来るようになったからには、彼女にはピアニストとしての才能があったのでしょう。ですが、これまでの彼女の努力を知っているわたくしは、それを才能の一言で片付けることなど到底出来ません。

            「どうかしら、カトリーヌ。この後、少しお茶でも飲んで、感想を語り合うというのは？」

            「あ、いいね――」

            「なりません」

            　喜んで頷こうとしてくれたカトリーヌを遮ったのはエマでした。

            「エマ……」

            「本日の外出の目的は達しました。速やかにお部屋にお戻り下さい」

            「ちょっと。あなた、差し出がましいですわよ？　主人が望むのならそれを叶えるのが使用人の役目――」

            「いいの、クレアちゃん」

            　折角のいい気分を台無しにされてわたくしが抗議しようとすると、それをカトリーヌが押しとどめました。

            「あんなに素敵な演奏を聴けたんだものー。ウチはもう十分だよ－。怒ってくれてありがとうねー、クレアちゃん。でも、ウチは大丈夫だからー」

            「でも！」

            「クレアちゃんはロレッタちゃんに会いに行くでしょー？　ウチは先に部屋に戻ってるよー。行こう、エマ」

            「はい。それではごきげんよう、クレア様」

            「カトリーヌ……」

            　足早にこの場を後にするカトリーヌの後ろ姿を、わたくしはただ見送ることしか出来ませんでした。公爵令嬢ともてはやされても、わたくしは親友の自由一つどうこうすることも出来ないのです。

            　でも――。

            「……わたくし、諦めませんわよ」

            　わたくしは、クレア＝フランソワ。泣き寝入りなんて、まっぴらごめんなのですわ。

            　

            　

            　◆◇◆◇◆

            　

            　

            「……」

            　キャバリアーでの接客を終え、わたくしは隣の控え室にやって来ました。フランソワ家の一人娘たるこのわたくしが接客などという下々の仕事をさせられて、疲れないはずがありません。王子様方が不平不満を何一つ仰らない手前黙っていますが、本来であれば絶対にやりたくない仕事です。出来ないと思われるのは癪なので完璧にこなしてやりましたけれど、中には調子にのって口説いてくる者もいてうんざりとした気分でした。

            「……げ」

            　その気分に拍車をかけるように、控え室では平民が着替えていました。わたくしは気付かれないうちに回れ右しようとも思いましたが、生憎、向こうは先に気がついていたようです。

            「お疲れ様です。クレア様も休憩ですか？」

            「そうですわ。まったく、どうしてこのわたくしが接客などという低俗なことをしなければなりませんの」

            　何も会話をしないのも不自然と思い、適当に話を合わせながら着替えます。この執事服は機能性重視らしく、レーネの手伝いなしでもわたくし一人で着替えられるようになっていました。わたくしももちろん一人で着替えるつもりでしたが、平民は自分の着替えもそこそこに、わたくしに着替えの手伝いを申し出てきました。ふん、少しは使えるようになりましたわね？

            「でも、クレア様、接客上手ですね。意外です」

            「上っ面を取り繕うのは慣れていますもの。わたくしが財務大臣の娘だということを忘れてなくって？」

            　先ほど、平民は他国の王族に難癖をつけられていました。他の客にも影響が出そうだったことと、平民の対応があまりにもあまりだったので、思わず助け船を出してしまいました。あの手合いはまともに相手をするだけ無駄ですわ。下手に出るフリをして、相手をこちらの思うように手のひらで転がす。そういった手練手管も、社交界ではしばしば求められる芸当です。

            「でも、私は普段の素直なクレア様が好きですよ」

            「……わたくしのどこが素直ですのよ。おべんちゃらはよして。自分の困った性格くらい把握してますわ」

            　わたくしは自分のことをよく分かっています。素直というのはわたくしからほど遠い単語ですわ。わたくしを目の前にしてそう言う者はほとんどいませんが、わたくしに対する評価のほとんどはワガママな公爵令嬢というものでしょう。

            　だって事実ですもの。わたくしはわたくしのしたいようにするだけ。ワガママであることを、決して素直とは言いませんわ。

            「確かにクレア様は扱いやすい性格ではないと思いますが、そんなの多かれ少なかれ誰だってそうでしょう？」

            「……自分を特別だと思うなと言いたいんですの？」

            「そうではありません。ただ、ご自分を卑下されるのを見ているのは悲しいです」

            「卑下なんて、別に……」

            　平民の言葉を否定しようとして、先ほどの自分の発言を振り返りました。まるで相手に否定して欲しいかのような、甘ったれた自己否定。フランソワ家の者にあるまじき醜態ですわ。

            「はぁ……。きっと慣れないことをして疲れているのですわね。平民なんかにこんなことをこぼすなんて」

            「私は嬉しいです。弱ったところを見せて頂けるのですから。つけ込んでいいですか？」

            　平民はそんなわたくしの気持ちには気がつかなかったフリをしました。この者は妙なところで引き際を心得ています。相手が本当に嫌なことはしない、というのかしら。心の距離感の取り方が、わたくしには真似できないほど上手いと思います。

            　普段の強引さは辟易しますけれど。

            　ふむ、そうですわね。こんな平民でも、わたくしの気まぐれに付き合わせるには丁度いいかしら。

            「バカを仰い。ほら、待っていてあげますから、さっさと着替えなさい」

            「は？」

            「何を鳩が豆鉄砲食らったような顔してますの。私の気晴らしに付き合いなさい、と言ってるんですのよ」

            　わたくしが目を逸らしつつそう言うと、平民は信じられないことを聞いたとばかりに目を見開きました。なんですのよ、その顔は。

            「クレア様」

            「な、何ですの？」

            「私のこの格好、どう思います？」

            　言われて、改めて平民の格好を見ます。彼女は先ほどまでのわたくしと同じく、執事服に身を包んでいました。しかし、その着こなし具合はわたくしとは天と地ほどの差があります。わたくしは服に着られているようでしたが、平民は完全に執事そのものになりきっていました。実に様になっています。

            　しかし、そう素直に言うのは悔しいので、

            「言ったじゃないですの。平民らしく、給仕服が馴染みますわね、と」

            「つまり、似合ってはいるんですね」

            「だから何ですの！」

            　誤魔化し誤魔化し言うわたくしに、ここぞとばかりに平民が畳みかけてきます。まったく。

            　わたくしがぷりぷり怒っていると、平民は白手袋をはめた手をすっと差し出して来ました。

            「短い間ですが、エスコートさせて頂きます」

            　わたくしの目をじっと見つめながらそう言う平民は、ほんの少し格好良かったのです。い、いいえ！　気の迷いですわ！

            　

            　

            「どこへ入りましょうか？」

            「飲食系はイヤですわよ？　どうせどこも粗末なものしか出てこないに決まっているのですから」

            「学院祭なんてそんなものでは？」

            「わたくし、体に入れるものは選ぶ主義ですの」

            　平民とぞんざいに会話をしつつ、学院内の廊下を歩きます。創立記念祭は平民にも門戸が開かれているので、学院内には珍しく平民の姿も多く見られました。わたくしは平民たちがあまり好きではないので苦々しく思いましたが、これは学院の伝統なので文句は言えません。

            「じゃあ、ここにしましょう」

            「何ですのここは？」

            　平民が指さした先の教室は、何やらおどろおどろしげな装飾がなされていました。わたくしは嫌な予感がしました。

            「お化け屋敷です」

            「絶対にごめんですわ！」

            　わたくしが逃げだそうとすると、手を引かれてすぐに捕獲されてしまいました。その時になって初めて、わたくしは平民と手を繋いでいたことに気がつきました。なんという迂闊！

            「あれ、クレア様ってば、お化けなんかが怖いんですか？」

            「そ、そんなことありませんわ！　ただわたくしはお化けなんていう子どもだましに付き合いきれないだけで――！」

            「はいはい。すみませーん。学院生二人お願いしまーす」

            　わたくしの抗議を聞き流して、平民はさっさと手続きをしてしまいました。これではもう入るしかありません。

            「クレア様」

            「な、なんですの……？」

            「怖かったら抱きついてくれていいんですよ？」

            「バカを言うんじゃないで……きゃー!?」

            　ゾンビのような何かに脅かされ、わたくしは思わず平民にすがりついてしまいました。後で覚えていなさいよ、平民！

            　

            　

            「酷い目に遭いましたわ……」

            「かわいいクレア様を堪能させて頂きました」

            　お化け屋敷を出たわたくしたちは、中庭の休憩場へやってきました。散々驚かされたわたくしは、疲労困憊です。色とりどりの春の花が咲く花壇も、わたくしには目に入らないのでした。

            「一息入れましょう。何か飲み物を買って参ります」

            「おかしなものを買ってくるんじゃないですわよ？　水でいいですからね？」

            「善処します」

            　釘を刺すと平民はその場を離れ、ものの数分もしないうちに戻って来ました。　手には果実水の入ったコップを二つ持っています。

            「遅いですわよ」

            「失礼しました。お水をどうぞ」

            　実際にはそれほど待ってもいないのに、わたくしはそんな憎まれ口を叩きます。平民は気にする風でもなく、ごく自然な仕草でわたくしにコップを渡してきました。一口くちに含むと、柑橘系のほのかな香りが口に広がりました。爽やかな香りに、気分がリフレッシュされるのが分かります。

            「クレア様、これを。つまらないものですが」

            「これは……？」

            　平民が続けて手渡してきたのは、アミュレットでした。銀細工の中心に魔法石がはめ込んであります。教会の品なのでしょう。いわゆる護符のようなもので、謳われている効能は――。

            「……恋愛成就？」

            「セイン様とうまく行くといいですね」

            　そう言って、平民はにこやかに微笑みました。わたくしは、釈然としない気持ちになりました。

            「あなたは本当に変な人ですわね」

            「どうしてですか？」

            「からかってるだけって分かっていますけれど、それでもあなたは一応、わたくしのことが好きだと公言しているわけでしょう？」

            「本気なんですけどね」

            「黙らっしゃい。それなのに、私とセイン様の恋を応援するなんて、おかしいじゃないですの」

            　わたくしは手渡されたアミュレットの鎖をなんとなく弄りながら、平民に疑問を投げかけました。今になっても、わたくしは彼女の真意が分かりません。彼女が本当に――真にわたくしを欲しいと言うのなら、セイン様との恋を応援するような真似は出来ないはずでしょう。

            「私は、自分の恋が叶うことよりも、クレア様に幸せになって欲しいんですよ」

            「偽善者っぽい発言ですわね」

            「まあ、そう思われるのも無理もないですね。でも、紛れもない本心です」

            　苦笑しながら、平民はそれでもそう言い切りました。それを聞いて、わたくしはずっと聞きたかったことを切り出しました。

            「……あなたはどうしてそこまで私に入れ込むんですの？」

            　平民は初対面の時からわたくしに好意を示してきました。最初はただのおべんちゃらか冗談かと思いましたが、それならメイドにまでなろうとするのは明らかにやり過ぎです。この平民には平民なりの、行動原理があるはず。偽りの好意に慣れきっているわたくしは、だからこそこの平民の好意を測りかねていたのです。

            　そこに、ほんの少しの期待がなかったとは言いません。でも、彼女の答えは――。

            「あなたに、心を救われたからです」

            　そんな、どう考えても嘘としか思えない答えでした。だってそうでしょう。平民とは学院高等部の入学式が初対面。それ以前には、彼女と接点など何もないのですから。

            「またからかってるんですのね。わたくしがあなたを救った？　バカバカしい」

            　わたくしは内心の失望を押し隠しつつ、平民を鼻で笑いました。その時、平民は一瞬、何故かとても残念そうな表情をしました。本当に一瞬だったので、わたくしは見間違えたかと思いました。

            「じゃあ、今救って下さい。具体的にはハグとかキスとかで」

            　……やはり見間違えだったようですわね。平民はいつもの平民ですわ。

            「バカなことを言ってるんじゃないですわよ。そろそろ休憩時間も終わりますわね。戻りましょう」

            「はあい」

            　間の抜けた返事をして、平民はまた手を差し出して来ました。エスコートのつもりなのでしょう。でも、わたくしはもうその手を取る気にはなりませんでした。

            「紳士ごっこはおしまいですわ。わたくしはわたくし、あなたはあなた。貴族と平民でそれ以上でもそれ以下でもないのですから」

            「残念です。クレア様の手を握る大義名分が失われてしまいました」

            「あなたは本当に……」

            　いつもふざけてばかりで。本心を見せてはくれない。そんな相手をどう信じろと言うんですの？

            　わたくしはさっさと先に歩き出しながら、それでも――。

            　プレゼントされたアミュレットを手放すことは出来なかったのでした。

            


            


            

        
        
            第三章　わたくしと弁えた平民

            　

            　

            「……」

            「～♪」

            　夜の自室で私は今日あったことを振り返っていました。部屋の中は静かで、リコリスの飴を口に含みながらカトリーヌが口ずさむ鼻歌だけが流れていました。

            「ねぇ、カトリーヌ」

            「なあにー、クレアちゃん？」

            「あなた、平民運動についてどう考えまして？」

            「平民運動ー？」

            　上のベッドでカトリーヌが動く気配がしました。すぐ後に、いつものようにカトリーヌが逆さまになってわたくしを覗き込んできます。

            「どうしたのー、突然？」

            「今日、平民運動の活動家を学院内で見かけましたのよ。あんまりにも目障りだったので、わたくしついレーネに当たってしまって」

            「ああ、そういうことかー」

            　平民運動とは貴族と平民の平等を唱える運動のことです。貴族と平民では課された義務も、積み上げてきた歴史も、持てる富も違うというのに、彼らは貴族と同等になりたいと主張します。

            「詳しく聞かせてくれるー？」

            「ええ」

            　わたくしは今日あったことをカトリーヌに話しました。平民運動の活動家たちを見かけたこと、平民が彼らに声を掛けられたこと、それをランバートが取りなしたこと、レーネが平民運動を支持するような発言をしたこと、わたくしがそれを咎めたことも。

            「うーん、難しいねー」

            「何も難しいことはありませんわ。貴族と平民が同等になるだなんて、あり得ませんもの」

            　そんなことをすれば社会秩序などあっという間に崩壊してしまうでしょう。平民たちは字も読めないような者が大多数です。仮にそんな者たちが貴族と同等の権利を持つようになったら、政治や社会秩序など立ちゆかなくなるでしょう。わたくしはそんな暴論など妄想に過ぎないと感じていました。

            　でも、だから、レーネがそんな者たちのことを擁護するような発言をした時、わたくしは反射的に彼女を咎めてしまいました。彼女が平民運動の主張に染まっているとは思いませんが、彼女とて平民の一人。妄想に過ぎないとしても、今より生活が良くなると言われれば、その主張に何かしら思うところがあるのかもしれません。

            　わたくしは心配なのです。今はまだそうでなくとも、将来レーネが平民運動に加担するようなことがあるのではないか、と。

            「まずさー、平民たちはどうして貴族と平等になりたいんだと思うー？」

            　カトリーヌはいつも通りののんびりした口調で、そんな問いを発しました。

            「そんなのお金が欲しいだけじゃありませんの？　わたくしたちの生活が羨ましいのでしょう。その裏にある厳しい礼節や慣習、義務も知らないくせに」

            　確かに貴族は平民よりも裕福ではあるでしょう。恵まれた教育も受けられるでしょう。ですが、そうであることにはちゃんと理由があります。貴族はいざ他国と戦争になった時、兵を率いてこれと戦う義務があります。また、平時においても領土を治め、民たちが暮らしていけるように管理しなければなりません。そのためには高度な知識、教養、判断、財力、軍備が必要です。貴族が貴族たるのは、相応の根拠があるのです。気楽に日々を送っている平民とは違うのです。

            「うん、クレアちゃんが言うことも一理あると思うよー。でもさー、クレアちゃんも平民たちのこと、あんまり知らないんじゃなーい？」

            　逆さまになったまま、カトリーヌは器用に首を傾げました。

            「そんなことありませんわ。わたくしの周りには貴族以外の者もいますもの。レーネにあの平民だってそうですわ。大体、平民の生活については、学院の講義でも散々学ぶじゃありませんのよ」

            　平民のことを知らずに、領地経営など出来るわけがありません。平民たちは怠惰で、私利私欲に駆られがちで、非理性的な存在だと学院では習います。

            「うーん……。それはだいぶ偏ってると思うよー？」

            「どこがですのよ」

            　カトリーヌに反論され、わたくしは少しムッとしました。レーネだけでなく、カトリーヌまで平民の肩を持つのかと思ったのです。

            「まずさ、クレアちゃんの周りにいる平民って、すごーく特殊なんだよ。レーネちゃんにしても、レイちゃんにしても」

            「どこがですの？」

            「レーネちゃんは大富豪の一人娘だしー、レイちゃんにしたって学院に入学を許されるほどの才媛じゃなーい。彼女たちを一般的な平民の例として捉えるのは無理があると思うなー」

            「む……」

            　カトリーヌの言い分には一理ある、とわたくしは思いました。レーネの実家はオルソー商会。バウアーの魔法石採掘を一手に担う大商会で、その財力は下手な貴族を凌駕します。

            　あの困った平民にしても、普段の迷惑極まりない言動は別にせよ、実力テストでわたくしを負かすほどの教養を持ち、平民らしからぬ礼儀作法を身につけ、魔法に至っては世界レベルの使い手です。

            　平民のサンプルとして彼女たちを挙げるのは、確かに無理があります。

            「それに、学院で教えられる平民像もだいぶ脚色されてるよー？　あれは為政者・治世者としての貴族や官僚として上に立つエリートの平民が想定する、治められる側としての平民像だからー」

            　カトリーヌによれば、平民を必要以上に怠惰・貪欲、本能的であると仮定することで、治める側が最悪の事態を想定しやすいからそうなっているのだ、ということでした。実際の平民の全てがそんな傾向を持ち合わせているわけではない、と彼女は言います。

            「……随分、平民について詳しいんですのね？」

            「そりゃあ、まーねー。お母様は平民だったし、ウチも少しの間は平民として暮らしてたこともあるからねー」

            「あ……」

            　そうでした。カトリーヌはアシャール家に籍があるものの、妾腹として冷遇されています。ですが、たとえ妾腹でも貴族の母親だったならば、それ相応の待遇が約束されるものなのです。カトリーヌの置かれている苦境は、彼女の母が平民であったことに由来します。

            　カトリーヌは生まれたときから貴族籍があったわけではありません。平民として生まれ、政争の道具としてクレマン様が手元に呼び寄せたのでした。

            「……わたくし、知らないうちにあなたを傷つけていて、カトリーヌ？」

            「ううん、そんなことないよー。ウチももうすっかり貴族としての生活に慣れちゃってるし、今では元々平民だったことを意識することもほとんどないからねー」

            「そう……。ならいいのですけれど」

            「でも――」

            　そこでカトリーヌは少し間を置きました。わたくしの目をじっと見つめてきます。

            「でも？」

            「でも、クレアちゃんには平民のことをもっと知って欲しいとは思うかなー」

            「どうしてですの？」

            「クレアちゃんはいずれこの国の財政を預かる人の奥さんになるワケでしょー？　そうなった時に、旦那さんが平民に無体を働かないよーに、平民のことも考えられる人であって欲しいからー」

            　そう言って、カトリーヌはにっこりと笑いました。

            「わたくしは財務大臣の妻として必要な教育は受けていますわ」

            「うん、そうだろうねー。でもさ、いい機会だから、もうちょっと平民のことを知ろうとしてみてよ。きっとクレアちゃんのためになると思うー」

            「……そうかしら……」

            　わたくしはあまり気が乗りませんでした。

            「まあ、クレアちゃん次第だけどねー。ウチはそう思うってことだけ覚えて置いてよー」

            「分かりましたわ。突然、変な話を振って申し訳ありませんでしたわ」

            「全然」

            　そう言うと、カトリーヌは頭を引っ込めました。と、思いきや、再びひょこりと顔を出します。

            「そうそう」

            「どうしましたの？」

            「もしも自分が平民になったら、って考えてみるといいかもー」

            「わたくしが平民に……？」

            「うん」

            　このわたくしが？

            「そんなことはあり得ませんわ」

            「だから、もしもの話ー。想像力の訓練だと思ってやってみてー？」

            「……考えておきますわ」

            「うん。おやすみー」

            「おやすみなさいませ」

            　カトリーヌは今度こそ自分のベッドに戻っていきました。わたくしは、彼女に言われたことを反はん芻すうします。

            「わたくしが……平民に……？」

            　それはあまりにも現実感がなく、どれほど想像力を働かせても、わたくしにはまるで実感を得られないのでした。

            　

            　

            　◆◇◆◇◆

            　

            　

            　騎士団で平民運動について議題を話し合い、ユー様と政治体制についての問答を行った後、わたくしたちは食堂にやって来ました。メンバーはわたくし、レーネ、ミシャ、平民の四人です。ユー様は別の女子に声を掛けられ、別行動となりました。相変わらずおモテになりますわね。

            　先に立ってわたくしの手を引く平民は、相変わらず何も考えていないような顔をしています。レーネはきっと色々考えているのでしょうけれど、それを表には出しません。表面上は同じですが、二人の間には明確な違いがあります。全く、この平民はお気楽でいいですわね。

            「へい、お嬢ちゃんたち、今日は何にするねい？」

            　食堂に着くと、調理担当の職員が声を掛けてきました。独特のイントネーションからも分かる通り、彼は生粋の王国民ではありません。彼は帝国からの亡命者だそうで、あちらでも料理人をしていたらしいのですが、環境に耐えかねて王国に逃げ延びてきたのだとか。きっと帝国の国民たちは、圧政に虐げられているのでしょう。

            「私は牛丼で！」

            「私も牛丼をお願いします」

            「私も」

            　平民とレーネ、ミシャは同じものを頼むようです。わたくしの口には合わないのですが、今年から食堂で提供されるようになったこの牛丼という新作料理はなかなかの人気があるようです。

            「わたくしはビーフシチューセットを頂けるかしら」

            「パンとライスはどうするねい？」

            「パンでお願いしますわ」

            「あいよ」

            　本当はもっと格調高い食事がしたいのですが、学院ではそれも叶いません。わたくしは無難に注文をまとめました。料理が出来上がるまでの間、しばらく列に並んで待ちます。

            　料理は注文を受けてから作られるわけではなく、下ごしらえと作り置きをしたものを温め直す程度のものです。ほどなく料理を渡され、わたくしたちは席を探して座りました。

            「「「「いただきます」」」」

            　簡易礼句を口にして、食事を始めます。シチューは作り置きしているだけに野菜が少し型崩れしていますが、その分味がよく染みており、それほど悪くない味でした。

            「ねえ、レイ。あなたはどう思ったかしら、今日の話？」

            「ん、どの話？」

            　ミシャがスプーンでライスを口に運びながら平民に問いましたが、平民は何のことか分からないようでした。

            「ミシャ様、今日の話ってユー様たちの話ですか？」

            「ええ、そうよ、レーネ。それと、私に敬称はいらないわ。あなたと同じ平民だもの」

            「これは私のけじめみたいなものなので、お許し下さい」

            「そう……分かったわ。そうね、あなたの意見も聞いてみたいわ、レーネ」

            「私ですか？　そうですねぇ……」

            　そう言うと、レーネは一旦スプーンを置いて考え込みました。

            「答えにくいようなら、私から質問してもいいかしら？」

            「あ、はい」

            「ありがとう。じゃあ、質問。あなたは貴族のような暮らしに憧れはある？」

            　ミシャは牛丼の上にのったベニショウガとやらをスプーンですくいながら尋ねました。

            「あんまりありませんね。普段から最高位の貴族であるクレア様のお世話をさせて頂いていますから」

            「なるほど……日常的に貴族の生活に慣れ親しんでいるということね。でも、それならそれで、自分の置かれた経済状況との差に羨望を覚えることもあるんじゃない？」

            「うーん、普通はそうなのかもしれませんが、私の場合、実家もそこそこ裕福なのであまり。もちろん、クレア様の生活とは比べものになりませんけれど」

            「……あなたは平民でありながら、限りなく貴族に近い感じね」

            「本物の貴族の方のような、教養や礼儀作法は身につけていませんけれどね」

            　レーネは再びスプーンを取って牛丼を食べ始めました。

            「レイはどう？　貴族の生活に憧れはある？」

            「ないね」

            「どうして？　やっぱりクレア様のお世話で慣れ親しんでいるから？」

            「ううん。身の丈に合った暮らしがしたいだけ。贅沢すぎる生活は、私には似合わないよ」

            「あら、随分と殊勝なことを言うんですのね、平民」

            「もっと褒めて下さい、クレア様」

            「ちょっと褒めるとすぐ調子に乗る……」

            　わたくしは言わなければ良かったと後悔しました。テーブルの上でレレアが物欲しそうな顔をしていたので、パンを一切れ分けてあげました。

            「それは本音？　それとも建前？」

            「紛れもない本音。私にしてみたら、学院のこの食事だって十分過ぎるほど贅沢だよ。前世で食べてた牛丼なんて――げふんげふん、なんでもない」

            「そう……」

            　ミシャは何とも言いがたい表情をしながら、ベニショウガを口に運びました。

            「そう言うあなたはどうですの、ミシャ？　あなたは元々貴族だったでしょう？　貴族の生活に戻りたいとは思わなくて？」

            「……」

            　ミシャはすぐには答えませんでした。それは単に咀嚼しているベニショウガが口に合わなかったのか、それとも考えをまとめるためだったのか、わたくしには分かりませんでした。

            「そうですね、ほとんど思いません」

            「ほとんど、ということは少しは思うことがありますのね？」

            「ええ、まあ。ごく限られた瞬間だけですけれど」

            「それはどんな？」

            「申し訳ございません、クレア様。個人的なことなので、申し上げることは出来ません」

            「……そう」

            　などとミシャに相づちを打ちつつ、わたくしには何となく見当が付いていました。ミシャの言うごく限られた瞬間というのは、恐らくユー様との関係性に思いを馳せるときでしょう。平民は下世話な表現をしていましたが、ミシャは純粋にまだユー様のことを慕っているようでした。貴族から平民になったことでその恋が実る可能性はなくなりましたが、だからと言って簡単には諦められないのが恋というもの。

            「話を戻しますが、クレア様は平民運動について賛同できる部分はありますか？」

            「ありませんわね。妄言としか思えませんわ」

            　わたくしは切って捨てました。カトリーヌに言われて色々想像してもみましたが、やはり出てくる結論は変わりませんでした。

            「では、平民の貧困についてはどうお考えです？」

            「貧しいのであれば稼げばいいのですわ。ごく当たり前のことでしょう？」

            「職は万人に公平に開かれているわけではないと思いますが……」

            　ミシャはベニショウガをレレアに与えながら難しい顔をしました。

            「それは当たり前のことですわよ。貴族だってなりたい自分に好きになれるわけではありませんわ。生まれ、血筋、能力、縁故――そういった諸々を含めての生存競争が現実ではなくて？」

            「ということは、クレア様は平等という概念も？」

            「綺麗事に過ぎませんわね」

            　わたくしはシチューを一口食べてから続けました。

            「もちろん、貧富の格差は小さいに越したことはありませんし、それを目指すのが良き為政者でしょうけれど、理想は理想ですわ」

            「クレア様」

            「なんですの、レーネ？」

            「……ミリア様が仰っていたことを、覚えていらっしゃいますか？」

            「お母様が？」

            　お母様が平民運動について言及したことなどあったかしら。

            「何の話ですの？」

            「理想と現実について、です」

            「！」

            　レーネに言われて、ふと蘇ってくる言葉がありました。

            『いいですか、クレア？　貴族たる者、理想を諦め現実に甘んじるようではいけませんよ？　フランソワ家の者であるならば、常に理想を掲げて自らそれを実践して行きなさい』

            　ずっと昔、お母様がまだ生きていらした頃に、よく言って聞かせてくれた言葉です。わたくしはいつの間にかそれを忘れてしまっていたことに気がつきました。

            「レーネ、何が言いたいんですの？」

            「……いいえ、何もありません。クレア様」

            　そうやって少し目を伏せると、レーネは牛丼を食べ終えました。

            「先に部屋に戻っておやすみの支度を済ませておきますね。ミシャ様、ごきげんよう。クレア様とレイちゃんはまた後でね」

            　そう言うと、食器を下げに行ってしまいました。わたくしは何かレーネに責められたようで、とても居心地が悪くなりました。

            「心配ありませんよ、クレア様」

            　そんなわたくしに声を掛けたのは、平民でした。彼女は牛丼を頬張りながら、お行儀悪く続けます。

            「レーネはクレア様のことを非難してるんじゃありません。むしろ期待してるんです」

            「期待ですって？　一体何を？」

            「今の状況を、クレア様なら変えてくれるんじゃないかって」

            　わたくしは平民の言うことがよく分かりませんでした。いえ、彼女の言うことはいつも分かりにくいですが、今回は特別です。

            「わたくしに何をしろと言うんですのよ？」

            「それはクレア様が考えなきゃダメですよ」

            「……前にもこんなやり取りありましたわね？」

            「そうでしたっけ？」

            　平民にとぼけられてしまったので、わたくしは黙る他ありません。

            　レーネがわたくしに期待していること？　今の状況を変える？　そもそも今の状況って一体何のことですの？

            　この時、レーネやミシャ、そして平民が抱えていた問題意識をわたくしが共有するのは、もっとずっと後になってのことでした。

            


        
        
            幕間・ドル＝フランソワ様という方（ミシャ＝ユール）

            　

            　

            「どうしてわたくしがこんな……」

            　納得がいかない、という様子でぶつぶつ言っているのは、フランソワ家のご令嬢であるクレア様だった。独特の巻き髪を揺らしながら歩くその立ち居振る舞いには、顔に浮かんだ表情とは裏腹に隠しきれない気品がある。

            　その隣を、私の親友が歩いている。

            「仕事ですよ、仕事」

            「それは分かってますわ。でも、こんな誰にでも出来る仕事をわざわざ私が――」

            「クレア様といえども、学院騎士団では新人の下っ端ですよ。雑用をするのは当たり前じゃないですか」

            　レイがからかうように言った。あのクレア様相手に、よくもまあそんな率直な物言いが出来るものだ、と恐ろしく思う。

            　私たちは学院騎士団のお使いで、王都の市場に買い出しに来ていた。景気の良い声が響き、辺りは人でごった返している。

            「これだけ人が多いとはぐれそうですね。手でも繋ぎますか？」

            「結構ですわ」

            「結構なんですね。じゃあ繋ぎます」

            「し　ま　せ　ん　わ　！」

            「えー」

            　貴族と平民という身分差を全く感じさせない二人に、私は少し羨ましい気がした。

            「仲がいいわね……」

            「本当ですね」

            　隣を歩くレーネに言うと、彼女もにっこりと頷いてくれた。私ももちろん荷物を持つつもりだが、恐らくほとんどは彼女に持って貰うことになるだろう。基礎体力が違う。レイもあまり体力がある方ではないし、クレア様も……いや、クレア様の場合は身分的にそれ以前の問題だろう。

            「で、何を買うんですの？」

            「えーと、羊皮紙が十枚、パピルスが二十枚、インクが二壷、絵の具が一組、革紐が一くくり、釘が一組、あとはお茶っ葉とお茶菓子がいくつかですね」

            「大体は事務用品ですわね」

            「学院騎士団で一番多い仕事は事務仕事ですからねー」

            　レイの言う通りだ。学院騎士団と呼ばれてはいても、その実態は学生たちの自治組織だ。自然と書類仕事が多くなるのは仕方ない。華やかな学院生活の裏を支えているのは、こういう地道な仕事だ。私はそういうのが嫌いではない。

            　とはいえ、クレア様はそうもいかないようで、

            「楽しめる買い物はお茶菓子くらいですわね」

            「そうですね」

            　私は相づちを打つ。お茶菓子という単語が分かるのか、レイの頭の上にいるレレアが嬉しそうに飛び跳ねた。

            「ブルーメの新作菓子にしましょう」

            「無理です、クレア様」

            　それには流石に首を振らざるを得なかった。

            「どうしてですの」

            「ブルーメの菓子は高すぎます。お買い上げになるなら、クレア様ご自身のお金でどうぞ」

            「今日はいくら持ってますの、レーネ？」

            「私的な買い物の予定はありませんでしたから、一万ゴールドほどです」

            「それではさして買えませんわね……」

            　一万ゴールド。平民である私からしたら目が飛び出るほどの大金だが、クレア様にとってはそうではないらしい。つくづく、貴族と平民の差というものを感じる。今は別に羨ましいとも思わないけれど。

            「今日は仕事に徹しましょう？　お茶菓子はまた今度ということで」

            「仕方ありませんわね」

            　やれやれ、と肩をすくめたクレア様が、ふと道ばたに目をやって眉をひそめた。

            「嫌ですわ……」

            　そう吐き捨てたクレア様の視線を追うと、そこにはボロを着た子どもが二人で物乞いをしていた。一人は足に包帯を巻いている。

            「ナー帝国との紛争が起きて以来、物乞いは増えましたね」

            「物価が徐々に上がっていますから……」

            　物乞いをやるのは女性や子どもが多い。その方がより同情を引けるからだ。あの足に巻かれた包帯も、本当に怪我をしているかどうかは分からない。物乞いには物乞いの生存戦略というものがある。

            「物価は確かに上がっていますけれど、賃金も上がっているはずですわよ？」

            「追いついていないんです。賃金は一度上げると下げづらいので、雇用者は上げるにしても小幅にとどめる傾向があります」

            　クレア様の疑問に、レーネが丁寧に答えた。

            「なら責任の所在は雇用主じゃありませんの」

            「雇用者も平民ですから。生活は楽じゃありません」

            「……」

            　さらに問いを重ね、それにまたレーネが答えると、クレア様は少し難しい顔をした。　こう言っては何だが、クレア様は少し平民のことを知らなさすぎる。いや、貴族的な教育に染まりすぎているというべきか。支配層への教育のために極端に愚鈍な存在として描かれた平民像を、疑うことなく受け入れてしまっている。彼女はそれでいいのかもしれないが、それではきっといつか足をすくわれる。

            　――かつての私の実家、ユール家のように。

            「クレア様」

            　ふと、知らない声がクレア様のことを呼び止めた。

            「あら、メイド長。奇遇ですわね」

            　声の主はフランソワ家のメイド長らしい。面識がないのは私だけのようで、レイやレーネも挨拶を交わしている。私も一応、頭を下げておいた。

            「旦那様のお買い物の途中なのですが、旦那様がクレア様を見かけて連れてきなさいと」

            「お父様が？」

            　私は背筋がピンと伸びるのを感じた。クレア様のお父様と言えば、貴族の中の貴族、バウアー王国にその人ありと呼ばれた切れ者、ドル＝フランソワ様だ。ドル様は私の父の憧れだ。彼の数々の功績を聞かされて育った私にとっても、それは変わらない。そんな方が近くにいらっしゃる……？

            「今は仕事中なんですのよ」

            「そうだと思ったのですが、旦那様はどうしてもと」

            「仕方ありませんわね……。あなたち、少しよろしくて？」

            　この国一番と言ってもいい貴族からの誘いだ。断れるわけがない。私たちはメイド長に連れられて大通りへと出た。路肩に一台、明らかに仕立てが違う豪奢な馬車が停まっている。これがフランソワ家の馬車だろう。

            「やあ、クレア。学友の諸君もごきげんよう。車上から失礼するよ」

            　どこかクレア様の面影のある金髪の美丈夫が、フロックコート姿で馬車の扉を開けた。間違いない、ドル様だ。私は緊張のあまり手汗が滲んでくることを抑えられなかった。レイにそんな様子は全くないけれど、頭上のレレアはいつもよりも固そうに見える。

            「ごきげんよう、お父様。どうなさいましたの？　わたくし、これから学院騎士団の買い物ですのよ」

            「ん？　大して用がある訳ではないが、娘を見かけて呼び止めてはいけない理由でもあるのかね？」

            「お父様……わたくし、これでも忙しいんですの」

            「私よりも優先すべきものがあるとは思えないが」

            　さも当然と言った様子で首をかしげるドル様。貴族であれば多かれ少なかれ自分を中心に物事を考えがちだが、父から聞いたドル様はそんな人だっただろうか。私は少し違和感を覚えた。

            「買い物なら乗って行きたまえ。平民の君らも、特別に同乗を許可する」

            「行き先は貴族街ではありませんのよ？」

            「たまにはいいさ。平民の暮らしを見ておくのも、貴族の務めではある。気は進まんがね」

            　ドル様と馬車に同乗するなんて！　私は緊張でガチガチになりながらも、憧れの貴族を間近で見られる幸運に感謝していた。

            　三頭立ての馬車は五人で乗っても窮屈さを感じないほど広かった。さすがはフランソワ家の馬車というだけあって、乗り心地も驚くほど快適だ。

            　しばらく、誰も喋らなかった。私はもちろんのこと、レーネも酷く緊張しているようだった。

            　私も少し気まずくなって外を見ると、平民の集団が何やら声を上げているのが見えた。

            「貴族たちは平民を搾取している！」

            「わたしたちの貧困に、貴族たちは何もしてくれない！」

            「なら、私たち平民は立ち上がるしかないではないか！」

            　恐らく、あれが平民運動というやつなのだろう。クレア様とドル様の反応をうかがうと、クレア様の方は顔をしかめ、ドル様に至っては気に留めてすらいないようだった。

            「最近の学院はどうだね、クレア」

            　最初に口を開いたのはドル様だった。寮生活で離れて暮らしている娘と久しぶりに話せたのが嬉しいと見えて、にこにこと機嫌が良さそうだ。

            「別に普通ですわね。平民運動とやらがちょっと煩わしいくらいですわ」

            　クレア様はそっけなく答えた。やはりこの年頃になると、父親という存在が少し煩わしく感じるものなのだろうか。相手がドル様ほどの人であっても？

            「平民運動か……。陛下の能力重視政策をはき違えた愚か者の所業だな。だから私はあの政策には反対だったんだが……」

            　やれやれ、とドル様がこめかみを撫でた。ドル様は能力主義に反対する貴族勢力の急先鋒であると言われている。能力主義の申し子とも言うべき平民運動には、いい顔をしていないようだ。

            「お前はどう考える、レイ＝テイラー？」

            　そんなドル様が、急にレイに水を向けた。クレア様が驚きに目を見開く。

            「お父様、どういう風の吹き回しですの？　平民の名前を記憶なさっているのもそうですが、あまつさえ声をおかけになるなんて」

            　この中でドル様を誰よりよく知るクレア様にとっても、ドル様の行動は意外なものだったようだ。

            「なに、ちょっとした気まぐれだよ。彼女は今年の編入生の中でも抜きん出た成績を収めていると聞く。そんな者がどのような考えを持っているか、と思ってね」

            　取り立てて深く考えた質問ではない、とドル様は強調した。

            「そうですね……。クレア様にも似たようなことを訊かれましたけど、私としては特にどうとも思っておりません。私にとってはクレア様と過ごせる日々があれば他は割とどうでもいいです」

            「ふむ。従者としては正しい考え方だ。しかし、お前も平民であることは事実。貴族のような生活に憧れることはないのか？」

            「私は自分が贅沢をするよりも、クレア様が幸せそうになさっているのを見ているのが好きなんです。貴族的な生活には特に憧れはありませんね。毎日を食いつないでいければ十分です」

            「本心か？」

            「本心です」

            　ドル様の碧い瞳がレイをじっと見つめている。私なら怯んで目をそらしてしまいそうだが、レイは臆することなくそれを見返した。

            「ふむ。今時の平民にしては弁えているな。お前のような者がもっと増えることを望む」

            「恐縮です」

            　満足そうに微笑むドル様に私は軽く礼をして応えた。

            　違和感が増した。このドル様は何かおかしい。これでは私が失望した他の貴族たちとなんら変わりがないではないか。父から聞いたドル＝フランソワ様という人は、不正を許さず、己を律し、民を慈しむ理想の貴族ということだった。でも、今のドル様にそんな様子は微塵もない。ユール家が没落したように、時の流れはドル様という人をも変えてしまったのだろうか。

            「少し気分がいい。菓子を買ってやろう。メイド長、ブルーメに向かってくれ」

            「かしこまりました」

            　馬車が方向転換する。

            「ちょっとお父様、勝手に決めないで下さいな。先ほども申し上げたとおり、わたくしたち仕事で来ていますのよ？」

            「少しくらい寄り道したところで構わんだろう？　何か言われたら、私の名前を出せばいい」

            「そういう問題じゃありませんのよ」

            「では、どういう問題なのかね？」

            　ドル様は飽くまで自分中心、というスタンスを変えないようだ。私の中でますます違和感が募る。私はドル様に尋ねてみたかった。あなたは本物のドル様ですか、と。

            「ブルーメの菓子を食べたことがあるかね？　チョコレートなど、平民は口にしたこともなかろう」

            「ありません」

            　そんなことを考えていた矢先、ドル様から急に水を向けられて、私は思わずそう返事をしていた。私の考えすぎかも知れないが、まるで余計なことは言わないように、と釘を刺されたかのようなタイミングだった。

            「そうだろう。あれは斬新な菓子だ。ブルーメは本当によく出来た開発陣を持って――」

            　その後は上機嫌に喋るドル様とブルーメに行き、チョコレートを買って貰い、買い物を済ませた。馬車に同乗している間、私はずっとドル様を観察していた。

            （ドル様。あなたは一体どうしてしまわれたんですか？）

            　内に秘めた問いは、ついぞ言い出せないままだった。

            　

            　

            幕間・了

            　

            　

            


            　

            　

            　◆◇◆◇◆

            　

            　

            「大変です、団長！」

            「なんだ騒々しい」

            　何度目かの学院騎士団の会合中に、その一報は飛び込んできました。知らせを持ってきた男性騎士は顔面が蒼白になっていたことを、わたくしはよく覚えています。

            「貴族学生の一人が、平民学生を手打ちにした模様です！」

            「なんだと!?」

            　室内は騒然としました。

            「詳しく聞かせろ」

            「はい。本日の昼過ぎ、学院の中庭において貴族のディード＝マレー様と平民の男が言い争いになったようです」

            「ディードが!?」

            　ユー様が血相を変えました。ディードはユー様の側仕えで、本人も貴族です。最近だと、ミシャや平民と一緒にトランプをした時、ディーラーを務めていたのが彼でした。

            「それでさっきから姿が見当たらなかったのか……」

            「……ユー、今は報告を聞こう」

            　セイン様が先を促しました。

            「……続けろ」

            「はい。最初はただの言い争いだったようなのですが、次第に周りの人間も巻き込んだ騒ぎになったようです」

            　騒ぎは広がり、やがて貴族学生対平民学生の構図になってしまったようです。背景に平民運動があるのは間違いないでしょう。

            「それで……どうも、平民の一人がユー様を侮辱する発言をしたようで、それに腹を据えかねたディード様が魔法で攻撃を加えたとのこと」

            「そんな馬鹿な……。あのディードに限って」

            　ユー様は信じられない様子でした。それは私も同じです。いくら無礼を働いたからと言って、力でそれをねじ伏せるのは最終手段です。その平民が何を言ったのかは分かりませんが、それでもこれは異常事態であると言えます。

            「情報が錯さく綜そうしているので、真実は別の所にあるのかもしれません。ただ、平民の男が重傷を負って教会の治療院に運び込まれたこと、ディード様が自ら軍に出頭したことは事実のようです」

            　実際に重傷者が出ている、と聞いて、ユー様の顔がさらに蒼白になります。でも、彼はまだディードがそんな真似をしたことが信じられないでいるようでした。

            「ユー、お前は軍に行って、ディードから詳しく話を訊け。いいよな、団長？」

            　ロッド様の判断は迅速でした。起こってしまったことをとやかく言うよりも、何が起こったかを正確に把握し、これからすべきことを的確に判断しようと動き出しました。

            「はい、そうして頂けると助かります。軍から聴取を受けているのであればすぐには面会出来ないでしょうが、それが終わっても、拘束中に面会が許されるのは家族かユー様くらいでしょうから」

            　ローレック団長も頷きます。

            「状況が状況です。護衛にランバートをつけます」

            「分かったよ。行ってくる」

            　ユー様とランバートは早足に会議室を出て行きました。

            「平民側の情報も欲しいな」

            「私が行きましょうか？　私なら同じ平民ということで、話が聞きやすいかもしれません」

            　申し出たのはミシャでした。表面上は冷静に見えるものの、内心は気が気では無いでしょう。何しろ事件はユー様に近いところで起こったのですから。ミシャは冷静さを保っていますが、ユー様のために何かしたいという気持ちを強く感じました。

            「ミシャだけじゃ面会の許可が下りるまい。クレア、お前も行け」

            「かしこまりましたわ」

            「なら私も」

            　ロッド様の命に頷くと、隣で平民も頷きました。

            「頼む。オレたちは学院内の様子を見て、必要があれば対応に回ろう。事態がややこしくなる前に収拾するぞ」

            　ロッド様が皆を見回して言います。

            「では、みんな動け！」

            　

            　

            　治療院は精霊教会が運営している医療施設です。病気や怪我をした人間がやってきて治療を受ける場所なのですが、貴族にはあまり評判が良くありません。原因はその治療費の掛かり方にあります。財産が多い人ほど高額で、貧しい人ほど安いのです。この事業のために、教会は平民から絶大な支持を得ています。教会が支持されるのは、何も宗教上の理由だけではないのでした。

            　治療院はあちこちにありますが、ここ王立学院にも併設されています。今回、負傷した男子学生が運び込まれたのはこの治療院だということです。

            「彼はまだ治療中ですので、もうしばらくお待ち下さい」

            　治療院に到着次第、事情を説明して面会を求めましたが、まだ治療中だったらしくすぐには会わせて貰えませんでした。しかたなく、待合室で待機します。

            「あ、あの……良かったらお茶をどうぞ」

            　赤い目をした修道女が、お盆でお茶を勧めてきました。わたくしは軽く礼を言って、それを受け取ります。修道女はミシャや平民にもお茶を配っているようでした。

            「ち、治療はそろそろ終わると思います。も、もう少しだけお待ち下さいね」

            　そう言って頭を下げると、修道女は奥に下がって行きました。

            「……大方、平民がとんでもない暴言を吐いたのでしょうね。自業自得ですわ」

            　待っている間手持ち無沙汰だったので、思ったことを口に出してみました。無礼打ちはやり過ぎにしても、そんなことをしてしまうほどのことを、平民が言ってしまったに違いありません。

            「でも、魔法を使って攻撃するというのは、明らかに過剰防衛ではありませんか？」

            　ミシャはそう反論しました。それはわたくしも思っていたことなのですが、感情がそれを認めることを邪魔します。

            「そもそも、平民が貴族に対して悪あつ口こう雑ぞう言ごんを口にするという事態がおかしいのですわ。立場が逆ならまだしも……。いつから平民はこんなに分を弁えなくなってしまったのでしょう」

            「逆ならいいって訳ですか？」

            　普段はわたくしが黒と言えば黒とでも言いそうな平民までもが反論してきました。意外なことに、わたくしは少し動揺しました。

            「それは……。貴族だってみだりに汚い言葉を口にすることはよくありませんけれど……」

            「あ、でも、私にはどんどんどうぞ。むしろ罵って下さい」

            「自重なさい」

            　平民がいつもの調子でふざけようとするので、時と場合を選ぶよう咎めました。

            「クレア様、施術が終わりました。お入り下さい」

            　そうしてしばらく待っていると、怪我をしたという男子学生のところに通されました。

            「なっ……!?」

            　その姿を見て、わたくしは息を飲みました。男子学生は、全身包帯に巻かれていない所の方が少ないほどの大怪我だったからです。怪我をしたとは聞いていましたが、よもやこれほどとは……。これを自業自得と切って捨てるのは、さすがに無理があります。ミシャの言った過剰防衛という言葉が頭をよぎりました。

            「……」

            　ミシャとわたくしがどう声を掛けたものか分からないでいると、平民が膝を突いてベッドの男子学生に目線を合わせました。

            「私はレイ＝テイラー。あなた、お名前は？」

            「……マット。マット＝モン」

            「マットだね。私たちは学院騎士団を代表して話を聞きに来たの。傷が痛むだろうけど、少しだけ協力してくれないかな」

            「断る」

            　マットとやらは、強い拒絶を含んだ声でそう言いました。

            「学院騎士団なんて貴族の味方だろ？　何も話すことなんかない」

            　話によれば、マットは平民運動の活動をしていました。貴族に対して強い反感を持っていたはずです。それに加えて今回のこの事件――彼がわたくしたち騎士団に対して敵てき愾がい心しんを燃やすのは、なんら不思議なことではありませんでした。

            「学院騎士団は貴族の味方じゃないわ。学院生全ての味方よ」

            　ミシャが落ち着いた声色を作ってマットを説得しようとしました。しかし――。

            「そんな建前は結構だ。帰ってくれ」

            　そう言ってマットはこちらに背中を向けてしまいました。とりつく島もありません。

            「ねえ、マット。こういう言い方はしたくないんだけど、話した方がいいと思う。ただでさえあなたは私と同じ平民で、貴族相手のいざこざは分が悪いんだから」

            「！　やっぱりか！　この国に正義なんてないんだ！　だから僕たちはこの国に正義を――痛っ！」

            　平民の言葉はマットの神経を逆なでしたようです。がばりと上体を起こして激昂する彼を、ミシャが慌てて宥なだめました。平民が続けます。

            「落ち着いて、マット。私たちはそういう不条理が起きないようにするためにここに来たの。だから、何があったのか教えて？」

            「……」

            「お願い」

            　わたくしは驚きました。平民が普段のふざけた調子とは一変して、とても真摯な態度でマットに向き合っていたからです。彼女とわたくしは同い年のはずですが、マットの頑なな心を解きほぐそうとする彼女は、ずっと年上にすら見えました。

            　マットはしばらくの間黙っていましたが、やがて重い口を開きました。

            「最初は……ただの口げんかだったんだ」

            　マットは以前ユー様に接触してきたという平民運動家本人だったようです。彼は活動団体を代表してユー様から教会勢力の協力を取り付けようとしたようですが、それは失敗に終わりました。仲間は仕方ないと慰めてくれたものの、自分が仲間の力になれなかったことで、マットは深く落ち込みました。そんな時に、ディードからもうユー様に近づくなと警告されたとのこと。

            「何様なんだよ、貴族って。富と権力があるのにそれを振りかざすだけで、僕たち平民のことなんて考えやしない。僕たちは請せい願がんを行うことさえ許されないっていうのか？」

            　そんな思いから、マットはディードを責めたようです。ディードは最初こそ理知的に応じていたようですが、主であるユー様をあしざまに言われてカッとなったのでしょう。貴族に守られておきながら、どうしてそんな恩知らずなことが言えるのか、とマットは言われたそうです。

            「そうこうしてる内に、周りに人だかりが出来て……」

            　貴族学生たちと平民学生たちで大規模な言い争いになってしまった、と。議論とも言えない議論はどんどんヒートアップして行き――。

            「あんまりにも頭にきて……。それで僕、つい言っちゃったんだ」

            　――王侯貴族なんて、平民から税を吸い上げるだけの寄生虫だ、って。

            「なんてことを」

            　あまりにもあまりな暴言に、わたくしは怒りがこみ上げました。貴族が平民たちの生活のために、どれほどの努力と献身をしていると思っていますの。

            　そう言おうとしましたが、それは平民に止められてしまいました。

            「クレア様。今は何も仰らないで下さい。お気持ちは分かりますが、意味がありません」

            「でも！」

            「苦情はあとで私が全て引き受けます。今はマットの話を訊くのが先決です」

            「……く」

            　悔しいですが、ここは平民の言うことが正しいと思いました。隣のミシャを見やると、彼女も首を横に振ります。わたくしはひとまず矛を収めることにしました。

            「それで？　それに対してディード様は？」

            「それまでも不愉快そうな顔はしてたけど、その一言で鬼みたいな顔になって杖を抜いて、気がついたら僕は火だるまにされてた」

            　その時のことを思い出しているのか、マットは自分の肩を抱いて震えました。

            「次に目を覚ましたら、ここのベッドの上だった。あいつにやられたんだって気がついたのは、その時になってやっとさ」

            　マットの声に悔しさが滲んでいました。目には涙さえ浮かんでいます。その姿を見て、わたくしは自分の中に残っていた彼への怒りがしぼんでいくのを感じました。

            「学院騎士団が本当に学院生全員の味方だって言うんなら、お願いだよ。あいつを厳罰に処してくれ」

            「処分を決めるのは学院だし、ディード様の方の話も伺ってからになるけど、大丈夫。あなたが泣き寝入りするようなことにならないように努力するよ」

            「……頼むよ」

            　マットはそれだけ言うと、布団の中に潜ってしまいました。

            「彼を休ませて上げましょう。話は聞けましたし」

            「そうね」

            「……」

            　わたくしたちは病室を後にしました。その間、わたくしはずっと考えていました。

            　――悪いのは、責められるべきは、一体どちらなのだろう、と。

            　

            　

            　◆◇◆◇◆

            　

            　

            　ディード＝マレーがマット＝モンを無礼打ちした事件は、最悪の展開を迎えていました。事件は「中庭事件」と称され、傲慢な貴族がか弱い平民を一方的に迫害した事件として報じられ、それは一般市民から強烈な批判を浴びることになりました。

            　それだけではありません。背景にあった平民運動も相まって、怒れる民衆は群れを成して学院や王宮へと抗議の声を上げ始めました。普段は開かれている学院の門も今は固く閉じられ、外から聞こえて来る怒号に貴族たちは眉をひそめています。

            「……はあ」

            「……ふう」

            「ちょっと、ピピ、ロレッタ。そんな風に大きな溜め息をつかないでちょうだい。お茶が不味くなりますでしょ」

            「あ、すみません、クレア様」

            「申し訳ありません」

            　ここはいつもの東屋です。学院の講義がしばらく休講になることが決まっているので、わたくしたちはここでお茶をしています。レーネが甲斐甲斐しく給仕をしてくれていますし、今日のお菓子はブルーメから取り寄せたチョコレート。ですが、お茶会はあまり話が弾んでいませんでした。

            「不安に思うのはしかたありませんけれど、どうにもなりませんでしょう？　もはや矢は放たれてしまったのです。なるようにしかなりませんわ」

            「それは……そうかもしれませんけれど……」

            「……」

            　わたくしの言葉に、ピピは言い淀み、ロレッタに至っては無言でした。

            　中庭事件後、平民たちの行動が過激化したのは、事件そのものよりもそれに対する沙汰に原因があります。マット＝モンは危うく命を落とすほどの重傷を負ったのに対して、ディード＝マレーに言い渡された罰は僅か一週間の謹慎でした。いかに貴族寄りに物事を考えるわたくしでも、これが悪手過ぎることは分かりました。刑罰があまりにも軽すぎます。ロッド様の分析によると、その背後には貴族至上主義派閥や精霊教会の暗躍があったということですが、その者たちはこうなることを分かっていたのでしょうか。

            「クレア様」

            「なんですの、ロレッタ」

            　ロレッタが紅茶を置いて暗い顔で言うので、わたくしはできる限り柔らかい口調で先を促しました。

            「私、怖いです。平民たちが」

            「平民が？　どうしてですの？」

            「怒ったら、何をするか分からないじゃないですか。このまま行くと、彼らがどんな暴力に訴えるか……」

            「あなたらしくもない。クグレット家は武門の名家でしょう？　平民など恐るるに足らずとは言えませんの？」

            「武門の家だからこそ、分かるんです。平民は数が多く、今は魔法という力もあります。恐らく今はまだ軍の方が力が強いでしょうけれど、ゆくゆくはこのバランスは逆転する時が来ると思うんです」

            　そして今回のことは、そのきっかけになるのでは、とロレッタは弱々しい口調で言いました。

            「考えすぎじゃありませんこと？　確かに平民は数が多いですし魔法という力も普及し始めていますけれど、軍は特別な訓練を受けた精鋭でしてよ？　平民ごときが束になってかかってきたところで――」

            「一人に対して、三人」

            「……なんの話ですの？」

            　珍しく、わたくしの話を遮るように言ったロレッタに、わたくしは聞き返しました。

            「訓練を受けた一人の軍の兵士が、同時に相手を出来る限界人数です」

            「三人？　たったの三人なんですの？」

            「そうです。もちろんそれは、お互いに魔法を使えなかった場合の話ですが、話を白兵戦に限れば、いかに軍の兵士の練度が高くても相手に出来る数には限界があるんです」

            　想像以上に少ない数字に、わたくしは驚きました。ロレッタが平民たちを恐れているのは、過敏になっているわけでは決してなく、彼ひ我がの戦力差を正確に知っているがためのようです。

            「でもわたくし、魔法アリなら平民が十人来ても圧倒する自信がありますわ」

            「クレア様はお強いですから。軍の兵士の中にも魔法を使える者はいますが、クレア様ほど使える者となると限られる程しかいませんよ」

            「……」

            　何でも自分基準で考えるなと言われた気がして、わたくしが少し反省していると、

            「わたしも、ロレッタの意見に賛成です、クレア様」

            「ピピまで……」

            「だって私、クレア様やロレッタみたいに強くありません。実戦の講義だって嫌で嫌で仕方ないですし、ウォータースライムが現れた時なんて一歩も動けませんでした」

            　ずっとヴァイオリンだけ弾いていたいのに、とピピはこぼしながら続けます。

            「ねえ、クレア様。今からでも、ディードへの処罰内容を変更することは出来ないのでしょうか」

            「何を言い出しますの、ピピ。そんなこと出来るわけないでしょう」

            　司法権はバウアーでは慣例的に精霊教会の領分です。貴族の影響力が全く及ばないとは言いませんが、貴族たちが司法に関わることにロセイユ陛下はいい顔をしないでしょう。

            「普通なら無理かも知れません。でも、クレア様なら何とかお出来になるのではありませんか？」

            「無茶を言わないでちょうだい。わたくしに何が出来るというんですのよ」

            「ドル様から貴族至上主義派に掛け合って頂くことは出来ませんか？　ドル様も極端な思想には走っていらっしゃいませんが、貴族主義派ではあるはず。至上主義派とのチャンネルはお持ちのはずです」

            「それは……」

            　確かにあります。ありますが、その相手となるのは――。

            「お願いです、クレア様。話だけでもドル様に持ちかけて下さいませんか？」

            「ピピ……」

            「私からもお願いします、クレア様。私は平民と戦いたくありません」

            「……」

            　他ならぬ二人からそう言われてしまっては、仕方がありません。

            「……お父様に話してみますわ」

            　わたくしがそう言うと、二人は少しだけ安心したように笑いました。

            　

            　

            「ムダだよ。彼らは聞く耳を持たないだろう」

            　ここはフランソワ本邸にあるお父様の書斎です。お父様は革張りの椅子に深く腰掛けると、パイプをふかしながらそう言いました。

            　ピピたちからの依頼を受けた翌日、わたくしは外出届を出してお父様に面会を申し出ました。用件はもちろん、貴族至上主義派への働きかけです。しかし、話を聞いたお父様は、即座にそれを不可能と切って捨てました。

            「どうしてですの？　今の状況は貴族たちにとってもいいものではないはずです。ディードへの沙汰に貴族至上主義派が動いていたことは明白。彼らも責任を感じているのでは？」

            「そんな殊勝なことは考えないよ、連中は。彼らにあるのは保身と権力欲だけだ。平民たちの怒りなど、放っておけばそのうち収まると思っているだろうね」

            　そう言って、もう一度パイプをふかしました。

            「でも、このままでいいはずがありませんわ。平民たちの言い分にも一理あるとわたくしは思います。今のままでは平民たちは怒りの持って行き場がありませんわ」

            「では聞くが、クレアはどうしたらいいと思うね？」

            「至上主義派……特に、トップのアシャール侯爵を説得するしかないかと」

            　言いながら、難しい話だとわたくしも思いました。フランソワ公爵家とアシャール侯爵家は、第一王子派の主導権を巡って対立しています。もしここでわたくしたちが侯爵に譲歩を迫れば、向こうは当然見返りを求めてくるでしょう。そして彼らが最も欲しているのは、第一王子派における主導権に他なりません。それはフランソワ家にとって決して譲ることの出来ないものです。

            「無理だろうね。クレア、お前の顔にもそう書いてある」

            「……」

            　内心を見透かされて、わたくしは黙るほかありませんでした。

            「条件次第では、確かにクレマンも譲歩に応じるかも知れない。だが、その際に要求される見返りは非常に大きいものとなるだろう。そう、我が家にとって看過出来ないほどにね」

            「……」

            「我が家が平民に対してそこまでしてやる義理があると思うかね、クレア？」

            「……思いません。でも！」

            「話は終わりだ、クレア。下がりなさい」

            　そう言うと、お父様は椅子をくるりと回して後ろを向いてしまいました。

            　無力。あまりにも無力。わたくしは打ちひしがれたまま、部屋を出て行こうと思いました。

            　その時、ピピとロレッタの顔が浮かびました。不安そうな顔でわたくしに助けを求めて来た二人に、このまま何も出来ませんでしたと報告するというの？　そんなこと……そんなこと出来ませんわ。

            　気がつくと、わたくしはお父様に向かってこう言い放っていました。

            「お父様が出来ないのなら、わたくしがやりますわ。クレマン様に会って話す許可を下さいまし！」

            　

            　

            　◆◇◆◇◆

            　

            　

            　目の前には古くて重厚な扉があります。この扉の向こうにあの方――クレマン＝アシャール侯爵がいるはずです。

            　ここはアシャール侯爵のお屋敷です。わたくしはお父様から彼への直談判の権利をもぎ取り、こうしてやって来たのでした。門前払いされるかとも思っていたのですが、幸いにしてそうはならず、わたくしはアシャール侯爵であるクレマン様への面会を叶えられました。

            　供はレーネのみです。平民も来たがっていましたが、アシャール侯爵は礼儀作法に極端にうるさいお方。あの者の礼法では、きっと話を聞いて貰うどころではなくなってしまうと思い、留守番を命じました。

            　この部屋に至るまでの道のり、壁を飾る数々の調度や掃除の行き届いた屋敷を見てきましたが、どれもこれもが超一流でした。流石、家格だけであれば王家にも並ぶ家柄だけのことはあります。

            　とは言え、そんなことで気後れをしていれば、これからの交渉など何一つ出来ないに違いありません。わたくしは知らず握りしめていた手からいったん力を抜くと、もう一度軽く握り直してからノックをしました。重たく分厚い扉が、わたくしのノックを吸い込むように受け止めます。

            「入れ」

            　重々しく、威厳のあるいらえがありました。お父様も時々こういう声を出します。声色だけで相手を従わせてしまう、上位貴族特有の声です。

            「失礼致します」

            　わたくしは膝から抜け落ちそうになるのをぐっとこらえながら、作法に気を付けつつ入室しました。目の前に立つのはお父様よりも一回り以上年上の男性でした。豊かな髭を蓄え、こちらを見据える瞳はどこまでも深い漆黒です。白髪こそ混じっていますが、丁寧に梳かされた髪の毛は後ろに流され、整髪料でなでつけられています。まだまだ現役のはずですが、醸し出す雰囲気は戯曲に登場する隠者のようでした。

            「……ドルの娘か。確かクレアと言ったな？　こんな老いぼれに何の用向きかね？」

            「ごきげんよう、クレマン様。老いぼれなどとお人の悪い。まだまだご壮健でいらっしゃいますでしょう」

            「くっくっく、上手い世辞だ。この儂を前にしてあからさまにそう言える者はそれほどおらん。さすがはドルの娘といったところか」

            「母の血もあるかと存じます。母は大層な社交家であったとうかがっておりますので」

            「ミリアか。確かにそうだった。あれはまさに薔薇よな。鋭い棘を持つ大輪の薔薇であったよ」

            　挨拶代わりの雑談を交わします。何気ない会話の端々に、警戒と探りが入り乱れるのを感じました。

            「お前はいくつになった、クレア？」

            「十五になりましたわ、クレマン様」

            「そうかそうか。早いものだ。ミリアが亡くなってからもう十年以上経つのか。であれば、儂も老いさらばえるというものよ」

            「ええ、本当に。母は今でもわたくしの目標です。ですが、クレマン様がお年を召したなどとはご冗談を」

            　これは軽いジャブ。わたくしにとって触れて欲しくない話題を敢えて振ることで、わたくしを試しているのです。激昂して礼を失するようならばそれまで。話を聞いて貰うためには、これくらいは笑って流さなければならない。

            「ふむ……いいだろう。合格点をやる。用件を申してみよ」

            「ありがとうございます、クレマン様」

            　緒戦は突破しました。ここからが本番です。

            「ディード＝マレーへの処罰について、ご再考頂くことは出来ませんかしら？」

            　持って回った言い方はここまで。わたくしはずばり本題を切り出しました。迂遠なやり取りも出来なくはないですが、それをクレマン様という妖怪じみた相手にするのは愚の骨頂です。拙いは拙いなりに、自分の得意分野で勝負しなければ、話にもならないでしょう。

            「これはおかしなことを言う。司法権は精霊教会の領分だ。儂にそれを言うのは筋違いというものではないかね？」

            　これは想定済みの反応です。わたくしは続けて言います。

            「そんなおためごかしはおよしになって下さい、クレマン様。今回の裁定にクレマン様の派閥が一枚噛んでいることは周知の事実ですわ」

            「ふむ……。まあ、認めよう。それで、お前は儂にどうして欲しい？」

            「平民たちが納得出来る裁定に改めるよう、精霊教会に取りなして頂きたく存じます」

            「……」

            　今度のわたくしの言葉に対して、クレマン様は少し考え込むような様子を見せました。わたくしが訝しんでいると、

            「クレア、お前は何のためにそんなことを言うのだ？」

            「え？」

            　わたくしはクレマン様が言うことをすぐには理解出来ませんでした。

            「お前とて貴族であろう。平民のためなどと綺麗事を言うのはよせ。本当の狙いはどこにある？　儂の派閥と精霊教会との関係に亀裂を入れることか？」

            「ち、違います！　わたくしはただ今の状況は平民だけでなく、貴族たちのためにとってもよくないと――」

            「なんと……。で、あれば、今のは冗談ではなかったのか。驚いた。驚きすぎて笑ってしまうよ」

            　くっくっく、とクレマン様は低く笑いました。

            「クレマン様、平民をこれ以上怒らせれば、貴族にとってもよくないことが起きます」

            「憐れな……それでも歴史あるフランソワ家の令嬢か。今は亡きミリアも、今のお前を見ればさぞかし悲しむことだろう。平民のことなどに思い煩わされているとは」

            　話が通じません。クレマン様は本気で、心の底から平民などどうでもいいと思っているようです。

            「クレマン様。時代は移ろっているのです。平民とていつまでも支配に甘んじるだけの存在ではありません。貴族も変わらなければ、平民に取って代わられてしまいます！」

            　言いながら、わたくしは驚いていました。そんなこと、わたくしの方こそ今の今まで考えてもみなかったからです。

            　そんなわたくしの内心を見透かしたのか、クレマン様は鋭い視線を投げると言いました。

            「クレア、よく覚えておくがいい。どれだけ時代が移ろうと、貴族が平民を支配する構図は変わらぬ。それは永遠不変の真理なのだ」

            　そう言い切ったクレマン様はテーブルからベルを取り上げると、それを鳴らしました。すぐに従者が部屋に入ってきます。

            「お客様のお帰りだ。馬車を手配しろ」

            「かしこまりました」

            「お待ちください！　まだ話は終わっていませんわ！」

            　わたくしは狼狽しました。だって、まだわたくしは何も出来ていません。要求を通すどころか、相手にきちんと説明することすら拒絶されたままなのです。せめて、わたくしの訴えが吟味するに価値あることだと思って貰えなければ、今日ここに来た意味は何もなくなります。

            「これ以上話すことなど何もない。とんだ無駄をしたものだ……。無理もないか、あれと友ゆう誼ぎを結ぶような物好きではな」

            「――！」

            　全身の血管が沸騰するのを感じました。クレマン様がカトリーヌを揶揄したことが分かったからです。

            「訂正して下さい！　カトリーヌは立派な淑女です！　そもそも娘をあれ呼ばわりするなんて――！」

            「娘？　何の冗談かね？　確かにあれには儂の血も流れているが、半分は平民の血を持つ出来損ないだ。娘扱いなど到底出来ぬよ」

            「この――！」

            「いけません、クレア様！」

            　クレマン様に掴みかかろうとした私を、じっと今まで耐えてきたレーネが必死で止めました。この時わたくしは、完全に自分を見失っていました。

            「ふむ……どうやらドルもミリアも娘に恵まれなかったと見える。ミリアから受け継いだのは棘だけか。嘆かわしい」

            「訂正なさい！　このわたくしに向かって、よくも――！」

            「貴様こそ、誰に向かって口を利いている」

            「――！」

            　クレマン様は、そこでがらりと雰囲気を変えました。これまで無色透明だった部屋の空気が、急に質量を持ち始めたように重く感じました。

            　それは、クレマン様が放つ圧でした。

            「我こそはアシャール家第二十八代当主、クレマン＝アシャール。フランソワ家の家格に免じてここまでは許したが、これ以上は許さん」

            「……っ！」

            　悔しいですが、わたくしは言葉が出ませんでした。クレマン様が放つ圧倒的な迫力に、完全に気圧されてしまっていたのです。数々の貴族たちと会い、国外の王侯貴族ともよしみを交わしたわたくしですが、クレマン様の存在感は全く異質でした。

            　――生まれながらの、支配者。

            　泣きながら謝るレーネに連れられて、わたくしはアシャール邸を後にすることになりました。

            　わたくしは何も……本当に何一つ成果を残すことなく、負けて帰ってきたのです。

            「クレアちゃんは悪くないよー。ぜーんぶ、お父様が悪い」

            　帰宅したその夜。そんなカトリーヌの慰めも、悔し涙に暮れるわたくしの耳には届かないのでした。

            


        
        
            幕間・禁断（ランバート＝オルソー）

            　

            　

            「完成したか？」

            「はい」

            　同僚の研究員――にしか見えない別人の声に、私は答えた。

            　ここはバウアー王立学院内にある研究施設の一つである。主に魔物を研究する部署で、私は学生ながらここの研究員としても籍を置いていた。施設のあちこちには魔物の剥製や薬品漬けが置かれており、初めてここに来たときは怖おじ気けが走ったものだ。

            　目の前の彼は私がその一員として登録されているこの研究所の同僚に見える。だが、実際の彼はここにはいない。今私が目にしているこの男は、忌まわしきあのナー帝国からの刺客である。

            　私は彼に手のひらに載るサイズの鈴を示した。

            「ふーん？　そいつが魔物を操るっていう魔道具か。思ってたよりちぃせぇな」

            「軍で使用することを前提にしているものですからね。あまり大きくては実用に耐えません。それに操れる魔物にもまだ限りがあります」

            「でも、いけんだな？」

            「……はい」

            　男の確認する声に、私は頷いた。そう。私はこれから恐るべき悪事に荷担する。キマイラを暴走させ、学院内の学生たちを殺戮する、という暴挙に。

            「キマイラの方の仕込みはどうなんだ？」

            「そちらも抜かりはありません。サーラス様のお陰ですね」

            　今から約一年前に起きたキマイラの脱走事件のことを思い出す。クリストフ様が騎士団を追われるきっかけになったあの事件の首謀者は、バウアー王国宰相サーラス＝リリウム様だ。サーラス様の配下の者によって逃がされたキマイラに、私はある細工をした。従魔の研究から発見した、外部から魔物の行動を制御する細工を。

            　私はこの事件をきっかけに学院の深くに入り込むことに成功した。全ては仕組まれていたことだった。

            　理由は知らされていないが、サーラス様は学院の有力貴族の子弟を害することを目的としているらしい。大方、政敵となる家の跡継ぎを潰すとかそんなことだと思うが、貴族たちが考えることは分からない。とにかく、私はその計画のために送り込まれたサーラス様の手駒だ。

            　私がそれを知ったのは随分後になってからで、当時は目の前の得体の知れない男だけが連絡役だった。私たちの望みを叶えてやると言われ、最初はただ魔道具の研究を手伝わされた。しかし、その魔道具の使い道は途と轍てつもないテロリズムだった。

            　私は手を引こうと思ったが、そこでサーラス様と引き合わされた。サーラス様は私たちが抱える苦悩に真摯に耳を傾けて下さり、そしてご自分が目指すことの大義を私たちに示して下さった。もう私たちに迷いはない。サーラス様の大願を成就し、そして私たちも――。

            　そこで、ふと疑問が頭をもたげた。

            　私たちの願いとサーラス様の陰謀に何の関係があるのか。何か……私たちは何か、とてつもない間違いを犯しているのではないだろうか。

            　しかし、その疑念はすぐに霞みのように霧散してしまう。私たちはただ、あの方に従っていればいいのだと、理由の分からない安心感に包まれる。

            「まだ効いてんな」

            「？　何のことです？」

            「いいや、なんでも。父上もまあ残酷なことをするよなあ。俺を含めて」

            「先ほどから何を？」

            「独り言さ。で、決行は三日後でいいんだな？」

            「はい」

            「いいぜ。本国にゃあそのタイミングで軍を動かすよう伝えておく。後は任せておけ」

            「……あの、オルタ様」

            　私は男の名前を呼んだ。彼の名前はオルタ様というらしい。偽名だろう。彼は毎回違う姿で現れる。帝国の諜報員だと聞かされているが、それすら定かではない。

            「あんだ？」

            「その……大丈夫なのでしょうか、こんなことをして」

            「大丈夫って何がだ。王国貴族たちは大丈夫なわけなかろうが、お前たちに関して言えば、大丈夫だろうよ」

            「……」

            「それとも今さら諦めるか？　愛しい妹と結ばれることを」

            「いいえ」

            　そう。それが私の――私たちの望み。愛してはいけない相手を愛してしまった私たちに残された、数少ない選択肢がこれだった。私はレーネを愛している。レーネも私のことを異性として思ってくれている。私たちは血の繋がった兄妹だ。普通なら、結ばれることは叶わない。

            　だが、オルタ様は――サーラス様は、そんな私たちに恋人同士として暮らせる人生を用意してくれるという。私はそれを信じるしかない。

            　――でも、本当にそれでいいのだろうか。

            「……揺らいでるな。まあ、三日後まで持ちゃあいいか」

            「？」

            「こっちの話だ。あと少し我慢しな。そうすりゃお前たちは数日後には晴れて恋人同士だ」

            「はい。よろしくお願いします」

            「おう」

            　そう言うと、オルタ様は研究所を出て行った。私は大きく一つ溜め息をつく。

            「……帰ろう」

            　

            　

            　私は実家であるオルソー家から離れて、学院の寮で暮らしている。理由はもちろん――。

            「お兄様」

            「ただいま、レーネ」

            　帰宅した私を妹のレーネが迎えてくれた。仕事着のメイド服は脱いで、今は寝間着になっている。彼女の住まいは使用人寮だが、毎日のように私の部屋に遊びに来ていた。

            　私の部屋は少し特殊で、通常二人部屋なところを一人部屋をあてがわれていた。一人部屋といっても小さな部屋で、実際には特別待遇というよりも、一人しか住めない隅の部屋を割り当てられているというだけの話だ。気楽ではある。

            「レーネ、計画の決行が決まったよ」

            「……とうとう、始まるんですね」

            　私の言葉に、レーネが悲愴な顔をした。彼女には計画の全貌は話していない。もし話せば、彼女は確実に反対するだろうから。

            「お兄様、その計画って本当に信用出来るものなんでしょうか。私には……なにか話が出来すぎている気がします」

            　不安なのだろう。レーネはそう言って私の胸にすがりついてきた。

            「大丈夫だよ、レーネ。詳しくは話せないけれど、契約を交わした相手は社会的地位もある信用出来る方だから」

            「そんな方が相手なら、約束を一方的に反故にされることもあるのでは？」

            「……」

            　言われてみればそうかもしれない。どうして私はそんな重大なリスクを見落としていた？　私は改めて、自分の置かれた状況を客観視しようとした。

            「……大丈夫だよ、レーネ。私を信じて？」

            「お兄様……」

            　しかし、私の頭はもやが掛かったように働かなかった。何故か大丈夫という気がした。疑うことは許されない、と強く思う。

            「食事を作ってくれたんだね。ありがとう。でも、レーネはもう遅いから寮に帰った方がいい」

            「でも――！」

            「大丈夫、心配はいらない。全て私に任せて。上手くやるから」

            「……はい。おやすみなさい」

            　レーネは儚く微笑むと、部屋に戻っていった。一人になってから、レーネが作ってくれた食事を食べる。どれもこれも、愛情のこもった料理だが、素材は至って質素だ。

            　思えば、レーネには苦労ばかり掛けてきた。計画が上手く行きさえすれば、こんな生活ともおさらば出来る。そしてその日は、もうそう遠くはないのだ。

            「もう少しの辛抱だからね、レーネ」

            　致命的な過ちを抱えたことに気付かぬまま、この時の私は幸せな日々が訪れることを確信して疑わなかった。

            　

            　

            幕間・了

            　

            　

            


            　

            　

            　◆◇◆◇◆

            　

            　

            （……ん……なんですの……うるさいですわね……？）

            　まどろみの中、わたくしの耳に飛び込んでくる会話がありました。

            「もういいでしょう。諦めて下さい、ランバート様、レーネ」

            「……お兄様」

            「……」

            　睡魔から覚醒しようとして、わたくしは不穏な空気を感じ取り、狸寝入りを続けることにしました。両側の肩を何者かに担がれ、首には冷たい感触があります。わたくしはそっと薄目を開けて辺りを観察すると、わたくしの左右に見知らぬ男、すぐ近くにももう一人、そしてレーネとランバートが平民の近くにいるようでした。

            （これは一体……？）

            　わたくしは記憶の糸を辿りました。眠る前、平民がおかしなことを言っていたのを思い出します。確か部屋にこもって出てくるなとかなんとか。わたくしが拒否すると、平民はわたくしに何かの魔法を掛けて眠らせました。するとこの状況は平民のせい？

            　別にあの者を信頼しているとかそういうことではありませんが、何となく、あの者はこんな回りくどいことをするような人ではない気がします。でも、だとすると一体……？

            「おいおいおい、そんなんじゃ困るんだよなー」

            　男たちの一人が場違いなほど明るい声でそう言いました。こちらからは見えませんが、顔に何かつけているような感じでした。

            　察するに、あの男がこの事件の首謀者でしょうか。

            「……魔鈴が無くては、どうにもならない」

            「ちょいと貸せよ」

            　男はうなだれるランバートから、鈴のようなものを受け取りました。あれは……確か彼が研究していた、魔物を操るという魔道具。何故か真っ二つに壊されています。

            「……戻れ」

            「!?」

            　男の手のひらで、二つに割られていた鈴が時間を巻き戻したようにくっついていきます。恐らく魔法なのでしょうが、あのような魔法は見たこともありませんでした。

            「これでいいだろ」

            「……ああ」

            　ランバートも目を疑っているようです。しげしげと受け取った鈴を確かめていますが、どうやら問題はないようでそれを起動しようとしました。

            「させません！」

            「レイちゃん、動かないで！　クレア様を傷つけたくない！」

            　平民がそれを阻止しようとすると、レーネが鋭い声を発しました。わたくしは首筋に鋭い痛みを感じました。どうやら首に当てられていたのはナイフのようで、薄皮一枚を切られたようです。

            


            


            

            「！」

            　こちらを見た平民の顔が、見たこともないような表情をしました。憤怒と後悔。何よりも、誰よりも自分に対して怒っているような、そんな顔です。何ですの、そんな顔も出来るんじゃないですのよ。

            　などと思いながら、わたくしの胸の内はぐしゃぐしゃになっていました。

            　――レーネが、わたくしを裏切った。レーネが、あのレーネが！　わたくしを!!

            　何か事情があるのでしょう。このわたくしをも裏切らざるをえない、何かが。

            　それでも、それでも、それでも！　あなただけは、最後までわたくしの味方だと思っていたのに、そう思いたかったのに！

            　――あなたまでわたくしを置いて行かないで、レーネ。

            　お母様を失った時の喪失を思い出します。それはこんな首の切り傷とは比べものにならない、深い深いわたくしの傷跡。あの時も、わたくしは何も出来ないまま――。

            　そこでわたくしはぐっと歯を食いしばりました。

            　レーネはまだ生きています。お母様の時とは違うのです。今ここで何もしないままでいいわけがありません。だってわたくしは貴族であり、他ならぬ彼女の主なのですから。

            「平民の分際で一人でなんとかしようなど、思い上がりも甚だしいですわ」

            　両腕を振り払うと同時に火属性魔法を放つと、男たちがまとめて炎に包まれました。三つの悲鳴が響き渡ります。

            「悲鳴まで下品ですこと。賊にはお似合いですわね」

            「クレア様！」

            「状況がよく分かりませんけれど、さしずめオルソーの二人が黒幕ということでよろしくて？」

            　平民があまりにも悲愴な顔をしているので、余裕を示すためにあくびを一つかみ殺してから、わたくしは悠然と笑いました。

            「レーネ、残念ですわ」

            「……」

            　わたくしにそう言われて、レーネがうつむきました。ええ、本当に。　本当に残念ですわ。

            　口に出して言いはしませんが、わたくしはレーネのことを実の姉のように思っていました。……いえ、今でもそう思っています。彼女が裏切ったことはわたくしにとって信じられないほどショックですが今はそれは置いておきます。まずは彼女を止める――それだけを考えることにしました。レーネの明るい笑顔も、朗らかな声も、髪を梳く優しい指先も、今だけは頭の中から締め出しました。

            「オルソー兄妹、やることは変わんねぇぞ」

            　再びの場違いに明るい声と同時に、炎が突然やみました。男たちはほとんど倒れていますが、一人だけ何ごともなかったかのように立っています。見れば、顔に黒い仮面をつけた男が一人。わたくしの魔法の直撃を受けてなお平然としているとは、なかなかやるようですわね。

            「仕事さえすりゃあ、海外に脱出させてやるよ。そしたらお前らは戸籍も変えて、晴れて兄妹じゃない恋人同士だ」

            　なるほど、そういうことですの。禁断の恋、というわけですのね。以前から何となく察していたことではありますが、こうして突きつけられてみると、多少動揺もするというものです。

            　しかし、今すべきことをしなければ。

            「耳を貸してはいけませんわ。投降なさい」

            　二人にこれ以上罪を重ねさせるわけには行きません。わたくしは降伏を呼びかけました。

            　しかし――。

            「申し訳ありません、クレア様。私たちはもう引き返すことなど出来ません」

            　固い声でそう言って、ランバートは鈴を起動してしまいました。

            　

            　

            　その魔物は趣味の悪い前衛芸術家の作品のようでした。ライオンの頭と山羊の胴体、毒蛇の尻尾にコウモリの羽がちぐはぐにつなぎ合わされたそれ――。

            「キマイラですって!?」

            　俗にキメラとも呼ばれるその魔物。強靭な肉体を持ち、口からは火炎を吐くといいます。この世界における魔物は、一般的に動物が体内に魔法石を取り込んで生まれると言われていますが、このキマイラは少し違います。人工的に作り出される軍用従魔なのです。

            「クレア様、ここは一旦後退を。軍に任せましょう」

            　平民が耳打ちしてきます。確かに合理的な判断です。何もここで二人だけで何とかする必要はないのですから。

            　――ええ、普通ならば。

            「いいえ、ここで食い止めますわ」

            「クレア様!?」

            　わたくしには理由があるのです。ここに踏みとどまらなくてはならない理由が。

            「軍を待てばその間に被害が拡大します。そうなれば、レーネたちが受ける刑は重いものにならざるを得ないはず」

            「クレア様……」

            　わたくしの言葉に平民は少し虚を突かれた顔をしました。でも、すぐに気を取り直して、

            「はあ……、損な性格ですね。クレア様？」

            「何がですのよ」

            「この期に及んで自分を裏切った者の心配なんて」

            「ち、違いますわ」

            　心を読まれて、わたくしは動揺しました。付き合いの長いレーネならともかく、この者はどうしてこんなに的確に私の心を……？

            　いえ、今はそんなことを考えている場合ではありませんわね。

            「レーネはわたくしの所有物です。だからこそ、監督責任というものが――」

            「あー、はいはい。ツンデレ乙です。今は緊急事態ですので、そういうのはいいです」

            「……腹立ちますわね。まあ、いいですわ。あなたは軍の者を呼んできなさい」

            　わたくしは平民に助けを呼んでくるように言いました。

            「なに言ってるんですか。私も加勢しますよ」

            「余計なお世話ですわ……と、言いたいところですが、今回は助かりますわね」

            　正直、キマイラを一人で相手にするのは少々荷が重いというものです。

            「なにせ私もクレア様の所有物ですし？」

            「私はまだあなたを認めたわけじゃありませんのよ？」

            「またまた」

            「戯れ言はそこまでだぜ、お嬢ちゃんたち」

            　わたくしたちのふざけた会話を、黒仮面の男が遮りました。　時間稼ぎと見抜かれているようです。

            「ランバート。お前もぐだぐだしてないで、さっさとキマイラを動かせ」

            「……分かった」

            　わたくしに魔物をけしかけるのはやはり躊躇いもあったのでしょう。それでも、ランバートは鈴を鳴らしました。

            　

            「行け。貴族を根絶やしにしろ」

            　主の命令を受け、キマイラが筆舌に尽くしがたい咆吼を上げました。ウォータースライムも使っていたスタン攻撃――ヘイトクライです。

            「……っ！　クレア様、動けますか？」

            「誰にものを言っていますの。同じ過ちは二度と繰り返しませんのよ」

            　先日は油断していて不意打ちを食らいましたが、きちんと臨戦態勢を取っていれば、ヘイトクライごときどうということはありません。

            「キマイラの属性の分布はご存じで？」

            「無論ですわ」

            　キマイラは風以外の三種類の属性を持っています。ライオンの頭が火、山羊の胴体が地、毒蛇の尻尾が水です。

            「私は補助に回りますので、クレア様は存分に攻撃を」

            「よくってよ」

            　わたくしは早速、懐から魔法杖を抜いて火属性の槍を生成しました。

            「消し炭になりなさい！」

            　槍はキマイラめがけて一直線に飛んでいきました。しかし、キマイラはその巨体に似つかわしくない俊敏な動きで尻尾を振り回し、わたくしの炎槍をはたき落としました。

            「さすがに正攻法では厳しいですわね。頭も悪くないようですし」

            「ならこういうのはどうでしょうか」

            　平民は石矢を生成して、キマイラの後方に放ちました。狙いは――魔鈴を持っているランバート！

            「お兄様！」

            「させねぇよ？」

            　悲鳴を上げるレーネをよそに、仮面の男が邪魔をします。男は風の障壁で平民の石矢をいなしました。

            「術者を狙うっていうのは正しい考え方だが、ついさっきまで仲間だったヤツをためらいなく狙うたあねぇ？　そっちのお嬢ちゃんはなかなか容赦ねぇな」

            　黒仮面の男が嫌みったらしく言いました。平民とてランバートを殺そうとしたわけではないでしょう。一時的に行動不能にする程度に威力は加減されていました。鈴さえ使えなくしてしまえば、平民は水属性魔法の使い手です。回復はお手のもの、という狙いだったのでしょう。

            　しかし、あの黒仮面がいる限り、ランバートを狙うのは難しそうです。となれば、やはりキマイラを倒すしかありません。

            　と、その時キマイラが口を開きました。

            「クレア様！」

            「!?」

            　平民がわたくしに飛びかかって押し倒すと、直前までわたくしたちがいた場所を、猛烈な火気が襲いました。

            「危なかった……」

            「今のは？」

            「キマイラのファイヤーブレスです。想像以上の威力ですね」

            　平民は咄嗟に水の障壁を貼ってわたくしを守ってくれたようですが、室内はひどい有様になっていました。今になって気がつきましたが、ここは学院内の分析室のようです。魔道具は軒並み焼け焦げていますし、レンガ造りの壁すらも一部が融解しています。

            「外へ出ましょう」

            　平民はランバートたちに聞かれないよう、小さな声でわたくしに耳打ちしました。

            「！　しかし、被害が広まってしま――」

            「裏庭に誘導します。群衆はまだ一番広い第一運動場にいるはずです。学院生や職員さんたちは寮でしょうし」

            「……分かりましたわ」

            　わたくしは頷くと、溶けてもろくなっている壁に炎弾を叩き込みました。壁に人が通れるくらいの穴が開きます。

            「逃げますわよ！」

            　今度はわざとランバートたちに聞こえるように、わたくしは叫びました。同時に、二人して外へと駆け出します。

            「追わせろ。財務大臣の娘だ。逃がすんじゃねぇぞ？」

            「……」

            　仮面の男の命令に従って、ランバートは魔鈴を鳴らすとキマイラに追撃を命じました。私たちが建物の外に出ると同時に、脆くなっていた建物が崩れ落ちました。

            「敵がまとめて建物の下敷きになってくれてたりは――」

            「しないようですわね」

            　大地を震わせるような大音を響かせて、キマイラががれきの中から飛び出してきました。

            「くっ！　炎よ！」

            　鈍そうな外見に似合わない速度で迫り来るキマイラに対し、わたくしは炎の矢を浴びせかけました。炎槍よりも小さですいが、数が多く小回りがききます。炎矢はキマイラを包み込むように着弾しました。

            　しかし――。

            「直撃したのに!?」

            　キマイラはそれに構わず突っ込んできました。小さな傷があちこちに出来ていますが、動きを止めるほどではなかったようです。キマイラの巨体が目前に迫り、禍々しく鋭い爪が振り上げられました。

            「凍り付け」

            　キマイラの全身を特大の氷の中に閉じ込められました。ズシンと重い音を立てて氷が落ち、ようやくキマイラの動きが止まります。

            「……なんていう非常識な魔法ですの」

            「クレア様のピンチともなれば、これくらいの真似は出来ますよ」

            　などと軽口をたたき合いつつも、わたくしたちは警戒を解いていません。案の定、獅子の雄叫びを上げ、キマイラはまたブレスを吐いて氷を跡形も無く溶かしてしまいました。

            「全身を芯まで凍り付かせることは出来ませんの？」

            「あまり上策ではありませんね。あの巨体だと瞬時には無理ですし、時間を掛けても水属性の尻尾が健在だと思います」

            「……どうしたものかしら」

            　そうこう考えている間も、キマイラの猛攻は続きます。わたくしはまだまだ戦えますが、平民の方は疲れが出て来たと見えて、そろそろ限界が近いようです。

            「クレア様、ここは人生最初の共同作業と行きましょう」

            「何をすればいいんですの？」

            　もたもたしていると平民が危険です。妄言には構わず、わたくしは彼女に続きを促しました。

            「以前、セイン様がやった属性付与です。水属性を付与しますから、頭を狙って下さい」

            「でも、また尻尾で叩き落とされてしまうのではなくて？」

            「学院騎士団の入団試験でお使いになった、クレア様の切り札を使って頂けますか？」

            「……なるほど。でも、あれにはちょっとだけ溜めが必要ですのよ」

            「時間を稼ぎます。その間に――」

            　マジックレイまでの時間を、自分が稼ぐと平民が請け負いました。

            「あなたを信頼しろと？」

            「出来れば」

            「……ふん、まあいいですわ」

            　残された選択肢も多くはありません。ここは平民にかけてみようじゃありませんの。

            「火よ！」

            　わたくしは小さな火弾を無数に生み出してキマイラに放つと同時に、マジックレイのために集中しました。意識の外で火弾が次々と山羊の胴体に着弾するのを感じますが、キマイラはやはりそれを無視して突っ込んで来るようです。わたくしはまだ動けません。まだ距離があると思っていましたが、キマイラが大口を開けました。ブレスが来ると分かりますが、ここで回避行動をとればマジックレイは中断されてしまいます。

            　――平民、信頼に応えて見せなさい！

            「凍り付け」

            　平民の魔法が間に合い、キマイラの足が再び止まりました。

            「今です、クレア様！」

            　マジックレイの発射態勢が整うのと、キマイラが氷を砕くのはほぼ同時でした。大きく開かれたキマイラのあぎとから、ファイヤーブレスが放たれます。

            「光よ！」

            　四条の光が、キマイラのブレスをも断ち切って迸ほとばしりました。わたくしのマジックレイは、ブレスのために大口を開けていたキマイラの口腔を突き抜けて全身を串刺しにしました。悲鳴を上げてキマイラの巨体が倒れ、今度こそ動かなくなりました。

            「やりましたわね」

            「お疲れ様でした。さすがです、クレア様」

            　わたくしも平民も、一瞬緊張の糸が切れていたのでしょう。

            　そこに、油断がありました。

            「大したもんだが、やっぱりお嬢ちゃんだな」

            　いつの間にかそばに近づいて来ていた黒仮面が、わたくしに向かってナイフを振り下ろしました。

            　

            　

            　◆◇◆◇◆

            　

            　

            　迫り来る凶刃に一瞬、覚悟を決めたわたくしですが、わたくしを殺めるはずの刃は力強い腕で食い止められていました。

            「セイン様！」

            「……ぎりぎりだったな」

            　黒仮面のナイフはセイン様の腕に突き立てられていました。血がしたたり落ちていますが、セイン様は引く様子はありません。

            「これはこれは、落ちこぼれ王子様じゃありませんか」

            「……賊か」

            　セイン様は黒仮面の言葉には構わず、魔力を込めた拳を繰り出しました。黒仮面は躱そうとしましたが、仮面を浅くかすめたようです。仮面が欠けて、男の素顔がちらりと覗きました。よくは見えませんでしたが、暗闇に赤い瞳が光を放っていたのだけは印象的でした。

            「おやおや。完全に見切ったと思ったのに、なかなかどうしてやるねぇ」

            「……じき軍もやって来る。観念するんだな」

            　軍にも優秀な魔法使いが沢山在籍していますが、セイン様の身体強化魔法は抜きん出ています。ご本人の足も速い分、先に着いたのでしょう。だとしても、王子ともあろう身分の方が供も連れずに先行してしまうのは頂けません。

            「そうかいそうかい。じゃあまあ、逃げられるだけ逃げてみるかねぇ」

            　相変わらず場違いな明るい声で、黒仮面をつけていた男は言います。

            「……逃げられると思うのか？」

            「まあ、何とかなるんでない？　それに、目的は達せられそうだし」

            「……？」

            「貴族を出来るだけ殺すってのが、まあ当初の狙いだったわけだが……思わぬ収穫だったな」

            　わたくしが黒仮面をつけていた男の言うことを怪訝に思っていると――。

            「……ぐっ」

            「セイン様!?」

            　セイン様が突然膝を突きました。わたくしは慌てて駆け寄ります。セイン様のお顔は真っ青でした。

            「……毒……か……」

            「ご名答。まだ解毒法が見つかってない特別製だ。よーく味わってくれよな」

            　楽しげに言い捨てて、男は夜闇の中に消えました。遅れて軍の兵士が駆けつけ、仮面以外の男たちとランバート、レーネを捕縛しました。

            　でも、わたくしはそれどころではありません。

            「セイン様！　セイン様！」

            　倒れたセイン様にすがりついて何度も名前を呼びます。でも、全く反応がありません。呼吸が荒く、額にはびっしりと汗をかいて、時折苦しそうに声を漏らしています。肌には黒く禍々しい斑点が浮き出てきていました。

            「医者を！　早く医者を呼びなさい！」

            「クレア様、離れて下さい」

            「でも、セイン様が！」

            　このままではセイン様が死んでしまう――そう思った私は完全に取り乱していました。わたくしとの数少ない思い出が走馬灯のように脳裏をよぎります。こんなことなら、もっと積極的にアプローチしておけばよかった。後悔しても、もう遅いのに。

            　しかし、平民の言葉は予想外のものでした。

            「大丈夫です。解毒出来ます、多分」

            　信じられない思いでしたが、わたくしは平民にセイン様を任せました。平民が水属性魔法を構成してかけると――。

            「！　斑点が！」

            　セイン様の肌を冒していた斑点は徐々に薄れ、意識こそ戻ってはいないものの呼吸も穏やかになりました。

            「よくやりましたわ、平民！」

            「効いて良かったです」

            　思わず平民を抱きしめました。わたくしは今になって初めて、平民をメイドにして良かったと心から思いました。

            「やっぱり、ナー帝国の毒ですね」

            「なんですって!?　じゃあ、あの者はナー帝国の者ですの!?」

            　平民はこくりと頷きました。ナー帝国は王国の東に位置する軍事大国です。バウアーとは領土問題を巡って度々紛争を起こしています。

            「どうしてあなたがそんな知識を……」

            「それについてはノーコメントです」

            「大体、あなたはどうしてあんな場所に一人でいたんですの？　まるでレーネたちの裏切りを最初から知っていたみたいに」

            「ランバート様を怪しんでいましたから。レーネのことはさすがに驚きましたが」

            　一見、筋が通っているように思えますが、話が出来すぎているような気がしました。考えたくはありませんが、この者ももしかして、帝国のスパイという可能性は？

            「あなた……もしかして――」

            「……う……ん」

            　わたくしが言いかけたところで、セイン様が目を覚ましました。

            「セイン様！」

            「……クレア……か。無事だったんだな。よかった」

            「何を仰いますの！　危険な目に遭われて……。御身にもしもの事があったらどうなさるおつもりでしたの！」

            　わたくしはセイン様の胸にすがりついて泣きました。良かった……ご無事で本当に良かった……。セイン様は困ったようにしていましたが、やがてわたくしを抱擁して頭を撫でてくれました。

            「……心配を掛けたようだ」

            「本当に……セイン様が亡くなったら、私……私……」

            「……すまん」

            「あのー、お取り込み中すいません」

            　ちょっといい雰囲気になりかけていたところで、平民が極めて空気を読まない発言をしました。

            「とりあえず、移動しませんか。ここ寒いです」

            「あ　な　た　ね　ぇ　……！」

            　きっとわたくしは酷い顔をしていたことでしょう。でも、実は怒ったフリをして照れ隠しをしていたのです。本音では、平民にとても感謝をしていたから。

            「どうやら一通り片付いたようだな」

            　ロッド様たち学院騎士団の残りの面々もやってきました。セイン様は救護班に連れられて治療院に運ばれるようです。

            　ロッド様が厳しい表情を浮かべて、わたくしと平民に向かって言います。

            「話を聞かせて貰おうか」

            　

            　

            「――ということだ」

            　わたくしたちは学院騎士団の会議室に集まり、一連の騒動についてロッド様から説明を受けていました。

            　事件は急速に収拾して行きました。学院には多数の市民がなだれ込んでいたようですが、平民運動家の中から犯罪者が出たという事実が明るみに出ると、大義名分を失い解散して行きました。中庭事件から急激な盛り上がりを見せていた平民運動は、一旦、下火になっているようです。平民の貴族に対する不満は今なお根強いようですが、それでもこんな事件があった直後です。みな自分達の分を弁えることを思いだし、自重しているように見えました。

            　あちこち壊された学院の一部に爪痕は残りましたが、それ以外、学院は嘘のように静けさを取り戻しました。今は修理に当たる建築ギルドの職人が木材やレンガを運びこむなどしている光景が見られますが、これもその内に落ち着くでしょう。

            　余談ですが、キマイラはその実用性に問題ありと判断され、開発計画が中断されました。

            「……」

            　ロッド様の話を聞きながら、わたくしは時折自分の左後ろががらんとしていることに胸を痛めていました。そこは、いつもレーネが控えていた場所です。

            　レーネとランバートは国家反逆罪で逮捕されました。彼女たちも脅されてはいたのものの、外患誘致と王族・貴族の殺人未遂を行ったことは事実。貴族なら減刑も考慮されたかも知れませんが、彼らは平民です。情状酌量があったとしても良くて死罪、悪ければ一族郎党皆殺しでしょう。オルソー商会は一夜にしてその地位を失いました。魔法石の採掘・流通権は国に接収され、今は国の沙汰を待っている状態です。

            「オルソー家は……やはり取り潰しですの？」

            　分かりきったことではありますが、わたくしはロッド様に尋ねずにはいられませんでした。

            「その可能性が高いな。あいつらにも事情があったんだろうが、さすがにやっちまったことが大きすぎる」

            「……そうですわよね」

            　会議室が沈黙に沈んだ。わたくしだけではありません。ランバートは学院騎士団の人間から信頼が厚かったのです。特に彼を右腕と頼みにしていたローレック様の落ち込み様は、見ていて痛ましいものがありました。

            「そうだ、クレアとレイ。お前らには褒美が出るらしいぞ」

            　暗い雰囲気を打ち払うように、ロッド様が明るい声でそう言いました。

            「褒美……ですの？」

            「ああ。事件の首謀者をいち早く見抜いてキマイラを倒した。おまけにレイに至っては王子であるセインの命を救ってる。これで褒美が出ない方がおかしいだろ」

            「近々、王宮に呼ばれると思うよ。陛下が直々に会って褒美を取らすそうだから」

            　わたくしの疑問にロッド様とユー様がそう仰います。

            「わたくしは大したことしてな――もが」

            「そうですか。名誉なことです。ありがたく頂戴します」

            　わたくしが事実を述べようとすると、平民がわたくしの口を塞いでそんなことを言いました。

            「ちょっと、何をしますのよ！」

            「クレア様、私にいい考えがあります」

            　平民はわたくしにあることを耳打ちして来ました。

            「なるほど……やってみる価値はありますわね」

            「でしょ？」

            　それは暗闇に差す、一筋の光明でした。平民の思いつきなのは癪ですが、わたくしはそれに賭けてみることにしました。

            　そして数日後、王宮からの呼び出しがありました。

            　

            　

            　◆◇◆◇◆

            　

            　

            「それじゃー、死罪とお家取り潰しは免れたんだー？」

            「ええ、ロセイユ陛下とセイン様のお陰ですわ」

            　ロセイユ陛下との謁見を終えたその日の夜、わたくしはまたカトリーヌとベッドで話をしていました。部屋の灯りはもう落とされていて、暗い中に二人の話し声とカトリーヌが飴を舐める音が聞こえていました。

            「ちょっとカトリーヌ。歯を磨いた後で飴を舐めるのはやめなさいな。虫歯になりますわよ？」

            「うん、そうだねー」

            「そうだねー、じゃありませんわよ。さっきキャンディポットを覗きましたわよ？　もう半分近く無くなってるじゃありませんのよ」

            　かなり大きなキャンディポットだったはずなのですが、かなりの数がなくなっていました。

            「だって美味しいんだもん」

            「……それはようございましたわね」

            　止めても無駄と悟った私は、説得を諦めて布団を被ろうとしました。

            「それはそれとして、本当にいいのー？」

            　カトリーヌが声を掛けてきたのは、そのタイミングでした。彼女はいつものように逆さまになって、わたくしに語りかけてきます。

            「何がですのよ」

            「本当に、レーネちゃんの見送り、行かないつもりー？」

            「……ええ」

            　わたくしは難しい顔をしつつ頷きました。

            　レーネにも、やむにやまれぬ事情があったのかもしれませんが、それでも彼女たちがしたことは許されるべきことではありません。死罪とお家お取り潰しを避けられたのは、奇跡に近いような温情です。それだけで十分でしょう。元雇い主として責任は感じますが、それとこれとは別問題です。今さら彼女に会おうとは、わたくしは思いませんでした。

            「ホントは見送りに行きたいくせにー」

            「うるさいですわよ、カトリーヌ。わたくしはもう寝ます」

            「逃げたー」

            「……あなた段々、あの平民に似てきていませんこと？」

            　もっとも、カトリーヌは昔からこういう所もありましたが。

            「ねえ、クレアちゃん」

            「なんですのよ」

            「会わないと、絶対後悔するよー？」

            「しませんわよ」

            「する、絶対する」

            「何を根拠に」

            　わたくしが食ってかかると、カトリーヌは何故か辛そうに笑いました。彼女がそんな笑い方をするところを、わたくしは初めて見ます。

            「だってクレアちゃん、一度それですっごく後悔したことがあるじゃない」

            「――！」

            　カトリーヌは婉曲的な物言いをしましたが、わたくしにははっきりと分かりました。彼女はわたくしとお母様との別れのことを言っているのです。

            「それは……」

            「伝えたいことがあったのに、伝えられなかった――そんな後悔、一度で十分じゃなーい？」

            「……」

            　カトリーヌは穏やかに言います。彼女のその柔らかな語り口が、わたくしの頑なな気持ちを解きほぐして行きます。

            「でも、そんなこと許されませんわ。大罪を犯した使用人との別れを惜しむなど、他の貴族に知られたら何を言われるか……」

            「そんなこと、今さら気にするクレアちゃんだっけー？　クレアちゃんだって知ってるでしょ、陰で自分が何て呼ばれてるかー？」

            　――悪役令嬢。

            　口さがない者たちの中には、わたくしのことをそんな風に呼ぶ者もいます。

            「そんなどうでもいいことよりも、大切なことがあるでしょー？」

            「見栄や対面は貴族にとってどうでもいいことではありませんわ」

            「それはそうかもねー。でも、優先順位ってあるじゃなーい？」

            「……」

            　つまり問題は、わたくしの中でレーネという存在がどれだけ大きいか、ということなのでした。

            「そんなの……」

            「そんなのー？」

            「そんなの、行きたいに決まっているじゃありませんのよ」

            「うん、よく言えました」

            　本音を吐露したわたくしに、カトリーヌは優しく笑いかけてきました。

            「レーネちゃんもきっとそう思ってるよー。来て欲しいけど、来てくれるわけがない。ううん、来ちゃいけないとすら思ってると思う」

            「だったら――！」

            「だから、行こう？　行って言葉をかけてあげなよ。きっとそれが一番いいよ」

            　カトリーヌはにっこり笑いました。

            「でも、今さら何を言ったらいいのか……」

            「そんなの、何でもいいんだよ。これまでよく仕えてくれましたーとか、向こうでも元気でーとか、そんな一言で十分だよー？　でも、会わずにお別れは絶対ダメー」

            「そうかしら」

            「そうだよ」

            　彼女に言われると、本当にそんな気がしてくるから不思議です。

            「一人で行く自信がないなら、レイちゃんを連れて行くといいよー」

            「あの平民を？」

            「うん。彼女なら、上手いこと間を取り持ってくれるんじゃないかなー。いざとなると、クレアちゃんへたれだしー？」

            「ずいぶんな言われようですわね」

            　でも、あながち否定出来ないのが悔しいですわ。

            「……きちんと、お別れできるかしら」

            「出来るよ、きっと出来る。だってクレアちゃんとレーネちゃんだもん。近く二人を見てきたウチが保証して上げる」

            「あなた、ここ数年はほとんどレーネの前で姿を消していたくせに」

            「あはは、それについてはごめんてー」

            　カトリーヌはおかしげに笑います。釣られて、わたくしも少し笑いました。

            「泣いても笑ってもいいんだよー。きちんとお別れすることが大事なのー。二人がそれを乗り越えて、明日へ進むために必要な儀式だと思ってー？」

            「今日はやけに饒舌ですのね、カトリーヌ？」

            　普段はそれほど沢山喋る方ではありませんのに。わたくしが指摘すると、カトリーヌは一瞬はっとした顔をしました。わたくしはおやと思いましたが、彼女がすぐに笑顔に戻ったので、それは気のせいかと思ってしまいました。

            「そりゃあ、大事な大事なクレアちゃんのことだものー。饒舌にもなるよー」

            「本当かしら」

            「ホントホント。精霊神様に誓ってもいいよー？」

            「別にいいですわよ」

            「そこをなんとかー」

            「なんであなたが頼み込む流れになってますのよ」

            「てへへー」

            　相変わらず、カトリーヌはつかみ所がありません。でも不思議と、彼女がわたくしのことを案じてくれていることだけは、素直に信じられるのでした。

            「わたくしのことを大切に思ってくれるのなら、カトリーヌも一緒に来て下さらない？」

            「それはムリー」

            「何でですのよ」

            「お父様が許して下さるわけないよー。あの人、体面と体裁だけで生きているような人だしー？」

            「言いたい放題言いますわね」

            「でも、事実だから」

            「……そうですわね」

            　言いながら、わたくしは先日お目に掛かったクレマン様のことを思い出していました。あの方は確かに対面や体裁にうるさい方ですが、それだけではありませんでした。貴族文化が生み出した亡霊――老害という一言では片付けきれない、貴族の悪しき慣習の権化とも言うべき怪物です。

            「クレアちゃん、また難しい顔してるー」

            「何でもありませんわよ」

            「まあ、何考えてたかは大体分かるけどー、あんまり想像で敵を大きくしない方がいいよー？」

            「……肝に銘じておきますわ」

            　わたくしがそう言うと、カトリーヌはちょっと真面目な顔になって、

            「で、クレアちゃん、お見送りには行くよねー？」

            「……」

            「クレアちゃん」

            「……分かりましたわよ。行きます」

            「うん、それでこそクレアちゃんだー」

            「全く、あなたには敵いませんわ、カトリーヌ」

            「もっと褒めてくれていいのよー？」

            「褒めてませんわよ」

            「だよねー」

            　ケラケラ笑って、カトリーヌは頭を引っ込めました。寝る体勢に入るようなので、わたくしも掛け布団を引き上げました。

            「難しいかも知れないけどさー」

            「？」

            「笑ってお別れできるといいねー」

            「……そうですわね」

            　それから数日後、とうとうオルソー家が国外追放される日が決まったという知らせが、わたくしの元に届いたのです。

            　

            　

            　◆◇◆◇◆

            　

            　

            　オルソー家がいよいよ国外追放処分になるという日、わたくしは平民を連れてアパラチアとの国境にある関所の近くに来ていました。レーネたちが王国を離れる際に通るこの関所は、王都から馬車で半日以上かかります。わたくしと平民はレーネを見送るため、学院の講義を休んでここまでやって来たのです。

            　オルソー家は財産のほとんどを没収され、最低限の物品だけを持ち遠い親戚を頼ってアパラチアに移り住むそうです。アパラチアはバウアーと古くから国交のある友好国で、肥沃な国土を持つ農業国でもあります。政情の安定した国で、裕福とは言わないまでもそこそこの国力を持っています。移民や難民にも比較的友好的なので、一からやり直すには丁度いい国と言えるでしょう。

            　隣国とはいえ、国をまたいで移動するのはそう簡単なことではありません。今日の別れが、恐らく今生の別れとなることでしょう。

            　陰鬱な気分とは裏腹に、上を見上げると雲一つ無い青空が広がっていました。わたくしは何故か悔しくなって、自分の影を日傘でつつきました。

            「いい天気ですね」

            「そうですわね」

            　関所を観察していると、オルソー家の一団が見えました。関所はアパラチアとバウアー王国を繋ぐ、一番大きな街道に設置された砦のような建物です。建物には巨大で頑強な門があり、有事にはここを閉めて敵の侵入を防ぎます。

            　オルソー家の人々は今そこで検問を受けています。王国において魔法石の採掘と流通で商いをしていたオルソー家ですが、その技術を国外に持ち出すことは禁じられています。軍事技術にも繋がる魔法に関わる事柄なので、当然と言えば当然のことです。

            　もちろん、物品や書類の類いしか調べることは出来ので、人の頭の中までどうこうすることは出来ません。だからといってオルソー家の誰かが魔法石の知識を武器にアパラチアで商いを出来るかと言うと、それはかなり難しいでしょう。王国を刺激したくないアパラチア政府が、それを監視しているからです。つまり、オルソー家は魔法石以外の部分で生業を探さなければならないのです。

            「オルソー家は、アパラチアでやっていけるでしょうか」

            「どうかしらね。当主のバートレーは有能な者だと聞いていますわ。王国での地位ほどを望むのは難しくても、日々の糧を稼ぐくらいはどうにかするんじゃないんですの？」

            　平民の言葉に応えつつ考えるのは別のことです。

            「レーネとランバート様はもっと厳しいでしょうね」

            「……そうですわね」

            　二人は禁断の恋の結果として、一族郎党をあわや皆殺しの憂き目に遭わせるところでした。当然、報いを受けなければなりません。アパラチアに移住後、オルソー家はレーネとランバートを離縁すると宣言しています。二人は家に頼ることなく、新しい国で生きていかなければならないわけです。家業を継がずに生きる――その意味するところは途方もなく重いのでした。

            「それでも、生きていくしかないんですわ。生きてさえいれば、なんとかなりますもの」

            　それはきっと、事実ではなく願望でした。そうあって欲しい、というわたくしの。

            「検問が終わったようです」

            「……」

            　平民の言葉通り、オルソー家の人々が門の方へと移動して行きます。オルソー家を知る者が見れば、驚くほど少ない人数です。使用人のほとんどを解雇したため、ここにいるのはほぼ血縁者だけなのです。数にして二十人もいません。

            　その中に、レーネとランバートがいました。

            「レーネ！」

            　彼女の姿を目に留めると、平民は鉄柵に駆け寄って声を張り上げました。レーネも気がついてこちらに近づいて来ます。

            「レイちゃん……。それにクレア様も」

            「お別れを言いたいってクレア様が」

            「そんなこと言ってませんわ。あなたがどうしても連れいて行けと駄々をこねたんじゃないんですの」

            「あはは……。しばらくぶりだけど相変わらずみたいで安心したよ」

            　レーネは小さく笑いました。力のない笑いです。無理もありません。

            　しばらく、沈黙がありました。わたくしはそれに耐えきれず、まず確かめておきたかったことを聞いてみました。

            「レーネ。わたくしのことを恨んでいまして？」

            「!?　とんでもありません！」

            　おずおずと尋ねたわたくしに、レーネは慌てたように言いました。

            「オルソー家は本来取り潰しになっていてもおかしくありませんでした。家族が今もこうして命を繋いでいるのは、クレア様たちの助命嘆願のおかげです」

            「それでも、あなたたちを追い詰めたのはわたくしですわ」

            　わたくしは間違ったことをしたとは思っていません。何度同じ場面に遭遇しても、同じ選択をしたと自信を持って言えます。それでも、彼女たちを今の状況に追いやったのはわたくしに他なりません。

            　もしも。

            　もしもの話ですが、わたくしが彼女たちの悩みにもっと親身に耳を傾けていたら。あるいは違った道もあったのかもしれない、そう思えてなりませんでした。

            「いえ。私たちの暴挙をとめて頂いたことにも感謝しています」

            「妹も私も、ようやく目が覚めたのです」

            　重ねて言うレーネに、ランバートもやって来て言い添えました。

            「恋は盲目と言いますが、私たちはあまりにもお互いのことしか見えていなかった。許されない恋を嘆くあまり、視野が狭まっていました」

            　その結果がこのありさまです、とランバートは苦渋をにじませた表情で言いました。

            「実の妹を愛しているという禁じられた思いを、誰かに肯定されたかった。そこをあの男につけこまれたのです。本当に痛恨の過ちです」

            　血を吐くように言ったランバートの言葉に、レーネも頷きました。

            「レイちゃん、気をつけてね。あなたもクレア様を思う気持ちを、誰かに利用されないように」

            「うん」

            「ランバート、レーネ。移動だ。行くぞ」

            　オルソー家の誰かがレーネたちを呼んでいます。いよいよ出発のようです。わたくしは何か言わなければと思いましたが、気ばかりがせいて言葉になりません。まごまごしている間に、平民がレーネの手を握ってなにか言っています。わたくしも……わたくしも……！

            「それではお別れです。クレア様、レイちゃん、お世話になりました」

            「じゃあね、レーネ」

            「……」

            　そう言って、レーネは深々と頭を下げました。結局、わたくしは何も言えませんでした。レーネは寂しそうに微笑んでから振り返って歩いて行きます。

            　二人の姿が遠ざかっていきます。

            「クレア様。いいんですか、お別れを言わなくて」

            「……」

            　言いたいことは山ほどありました。今まで世話になったお礼や、これからの叱咤激励、その他にももっともっと、もっと！　でも、考えはまとまらず、口を突いて出そうなのは待ってと呼び止める言葉ばかり。そんなこと、叶うはずもないのに。

            　その時、ふとカトリーヌとの会話が脳裏に浮かびました。

            『難しいかも知れないけどさー』

            『？』

            『笑ってお別れできるといいねー』

            『……そうですわね』

            　そうして、わたくしは考える前に、叫んでいました。

            「レーネ！」

            　わたくしの声が届いたのか。ふいに、去りゆくレーネが驚いたように振り向きました。気のせいか、そのまなじりには光るものが見えた気がします。

            「さよならは言いませんわ！　いつかまた会いましょう！　その日まで、どうか健やかで！」

            　わたくしの言葉は、もう門をくぐろうとしている彼女に届いたでしょうか。レーネは笑ったように見えましたが、それはもしかしたら、わたくしの願望が見せた幻だったかもしれません。レーネたちの姿はやがて完全に見えなくなりました。

            「行っちゃいましたね」

            「……」

            　平民がそんなことを言います。そんなこと分かっていますわ、とわたくしは言おうとしましたが、声になりませんでした。少しでも口を開けば、涙がこぼれそうだったからです。

            「クレア様」

            「なんですの？」

            　こっちは今、色々と耐えている最中ですのに。

            「抱きしめていいですか？」

            「いいわけないでしょう。帰りますわよ」

            　かろうじてそれだけ言うと、わたくしは平民にきびすを返してすたすたと歩き始めました。

            「こんな時まで強情なんだから」

            　そんな呟きが背中を追ってきました。ふん、何とでも言いなさいな。

            「クーレーアーさーま！」

            「きゃあ!?　なにするんですの！　はーなーしーなーさい！」

            「離しませんけど、代わりに話します」

            「わけの分からないことを言うんじゃありませんわよ！」

            　わたくしが振りほどこうとすると、平民は殊更に強い力で抱きしめてきました。

            「泣いたっていいんですよ？」

            「！　ば、馬鹿じゃないですの？　たかがメイドが一人いなくなっただけですわよ？　そんなことでどうしてわたくしが――」

            「クレア様、私は今クレア様の背中側にいます。なので、クレア様の顔は見えません」

            「だから、わたくしは！」

            　さらにぎゅうっと強く抱きしめてきながら、平民は続けました。

            「レーネとお別れしたくないですね」

            　わたくしの本音そのままの言葉を言われ、瞳から涙がこぼれ落ちました。

            「本当に、世の中ままなりませんね。恋愛一つ、自由に出来やしない」

            　それは平民自身のことも含んでいたのでしょうけれど、この時のわたくしはそれに気がつく余裕もありませんでした。

            　

            『レーネ＝オルソーと申します。よろしくお願いします』

            『ふん。名前なんてどうでもいいですわ。どうせ一週間と持たずに辞めるんでしょうから』

            　

            　遠い日の出会い。

            　

            『あの、クレア様。私は使用人着で結構ですので……』

            『ダメよ。わたくしに仕える者が、ドレスの一着も持っていないなんて許せませんもの』

            　

            　日々を共にし。

            　

            『あなたは平民ですわ。でも、最も貴族に近い平民でもありますの。わたくしの側仕えとして恥ずかしくない、最高の平民、最高の使用人にあなたはなりなさい』

            『私、レーネ＝オルソーは、クレア様の名に恥じない、立派な使用人になることを誓います』

            『結構。励みなさいな』

            　

            　やがて心を交わし。

            　

            『お辛いでしょうけれど、死んだら、などと仰いませんように。それこそ、奥様が悲しまれますよ』

            『わたくし、お母様とケンカしたまま、お別れになってしまいましたわ……。ごめんなさいが言えませんわ……』

            　

            　辛いときも。

            　

            『レーネ、レーネ！　私、王子様に出会いましたの！』

            『それはようございました。それで、その運命の方のお名前はなんと仰るのですか？』

            　

            　嬉しい時も。

            　

            　わたくしたちは、ずっと一緒に歩んできました。その歩みは、今ここで分かたれました。でも、それは永遠の別れではきっとありません。

            　わたくしは、そう信じることに決めました。

            「……平民のくせに本当に生意気ですわね、あなた」

            　気持ちが落ち着くと、わたくしは平民に憎まれ口を叩きました。

            「はい、生意気なのでお仕置きして下さい」

            「嫌ですわよ。どうせあなたのことですから、ご褒美に脳内変換するのでしょう？」

            「クレア様が私への理解を深めて下さった。これはもう結婚するしかありませんね！」

            「しませんわよ！」

            　もうこれで、普段のわたくしです。平民はわたくしの悪態を喜んで受け入れつつ隣に並んで来ました。

            「また、会いたいですね」

            　平民が関所の方を一度だけ振り返って呟きました。

            


            


            

            「会えますわ、きっと」

            　それは確信に近い願いでした。

            　遠く離れていても、わたくしたちはこの同じ青空の下で生き続けているのですから。

            　

            　

            　

            　

            　

            　

            　

            　

            　

            　

            平民のくせに生意気な！　１　――了――


        
        
            あとがき

            　

            　

            　ご無沙汰しております。作者のいのり。です。本書はＧＬ文庫様・一迅社様より出版されております「私の推しは悪役令嬢。」のヒロイン、クレア＝フランソワの視点から物語を振り返るスピンオフ的な作品となっております。まだ「わたおし。」本編をご覧になっていらっしゃらない方は、そちらをまずご覧になることを強く強くオススメいたします。

            　さて、「平民のくせに生意気な！」はいかがでしたでしょうか。クレアという悪役令嬢が当時どんなことを考えていたのか。それがこの「くせにな」シリーズの主なテーマです。ご覧になった方はお分かりいただけると思うのですが、最初の頃のクレアはかなり感じ悪いです。平民に対して強い偏見を持っていますし、「わたおし。」の主人公であるレイに対してもかなり辛辣です。ですが、一方で幼なじみであるカトリーヌや、友人であるピピやロレッタに対しては優しい一面も見せています。レイと結ばれる革命までの道のりで、クレアがどのように変化していくのかを、ぜひ楽しんでいただければと存じます。

            　また、本作には「わたおし。」では描かれなかったオリジナルエピソードが多数収録されております。クレアの幼なじみであり、今まで謎に包まれていたルームメイトであるカトリーヌ、取り巻きＡ＆Ｂに過ぎなかったピピとロレッタ、ロレッタの婚約者であるクリストフにその父アシャール侯爵などがそれです。彼ら彼女らに関するストーリーも「くせにな」の重要な柱の一つですので、今後ともぜひ期待していただければと思います。

            「くせにな」を書き始めた２０２１年は、私にとって激動の一年でした。漫画版「わたおし。」が「第四回アニメ化して欲しいマンガランキング」で五位にランクインしたのを始め、小説も翻訳版が計八カ国に展開され、また一迅社様よりいのり。初となる紙の本「私の推しは悪役令嬢。―Revolution―」も発売されました。ＧＬ文庫さん版の「わたおし。」第一巻のあとがきでは、鶏胸肉生活から脱却したいと書きましたが、本後書き執筆時点で同時並行して進めている確定申告の結果によっては、とうとう鶏もも肉を普通に買うことの出来る生活水準にレベルアップ出来るかもしれません。これもひとえに応援してくださる皆様のおかげです。誠にありがとうございます。「くせにな」も皆さんに楽しんでいただけるよう頑張って書かせて頂きますので、引き続き応援よろしくお願い申し上げます。

            　最後に謝辞を。

            　ＧＬ文庫編集部の中村様。「わたおし。」に引き続きお世話になります。中村様がつないでくださったご縁はこんなに大きくなりました。今後もご迷惑をおかけすると存じますが、どうぞ引き続きよろしくお願い申し上げます。

            　イラストをご担当くださいました花ヶ田先生。引き続きイラストを引き受けてくださり、誠にありがとうございます。「くせにな」第一巻のイラストも素晴らしかったです。お忙しい中とは存じますが、また頼りにさせて頂きたいと存じます。

            　パートナーの秋さん。「くせにな」も本になったよ。発売日にはまたお祝いしようね。

            　そして、本書をご購入くださった皆々様に、最上級の感謝を申し上げます。ありがとうございました。

            　それではまた「平民のくせに生意気な！」第二巻でお目にかかりましょう。

            　

            　

            ２０２２年２月１２日　いのり。拝

            


            


            


            

            Ｋｉｎｄｌｅ版購入特典

            イラストラフスケッチ集
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